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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　松本嵩春







　目次







プロローグ

第一章　魔ま法ほう学院への入学

第二章　悩なやめる壺つぼ

第三章　骨ほねの迷めい路ろ

第四章　弟神の復ふつ活かつ

エピローグ

　あとがき

　解説　　Ｑｚ




	
		[image: ]

	




　プロローグ







　赤せき峰ほう連れん山ざんの西せい端たんに位置する〈火か炎えん城じよう塞さい〉。

　山のそこだけは、常つねに紅葉しているように見えた。いや、紅葉という言葉ではおとなしいだろう。それは炎ほのおそのもの、木々が真っ赤に燃もえ盛さかっている色。

　火か炎えん樹じゆによるものだ。

　南のソラステルの首都ソブリニ周辺を守る〝光と熱の森〟が、ここでも黒々とした要塞を取り巻まいていた。北の大国サザンに対する、このソラステルの最前線基き地ちは、首都と同様、幾いく重えにも守られるべき重要な拠きよ点てんだった。

　その中ちゆう枢すうの司令官室で、ある報ほう告こくがなされていた。

「貴き様さま、わがゴルムスが、もうおしまいだと思っとるのか！」

　報告を聞き、黒の鎧よろいに身を包んだたくましい姿すがたが、こぶしを固め、怒いかりにうち震ふるえている。〈火炎城塞〉の司令官ゴルムスをこれほどまでに激げき怒どさせれば、通つう常じようの者なら畏おそれにうたれ、縮ちぢみ上がったことだろう。

　だが、その男はちがった。

　いや、男といってよいかどうかわからない。黒い衣ころもに包まれたその姿は足あし元もとが地を離はなれ、宙ちゆうに浮ういているようであり、生身かどうかもおぼつかないからだ。

「冷静に考えるがよかろう。いまや、ソラステルはホテプトが完全に抑おさえている。腹ふく心しんジャルダンを軍の長おさとしてな。首都ソブリニの掌しよう握あくはもちろん、古都マルナスが復ふつ興こうしたのをはじめ、シス、ラダーなど〝皇こう帝ていの六人の兄弟〟国は、これまでのソラステルへの離り反はん感かん情じようを捨すて去り、恭きよう順じゆんはともかく、明らかに親しんソラステル、親ホテプトとなっておる。残された前皇帝セルジュク派はの拠点は、ここ〈火炎城塞〉だけとなりつつあるのが、おまえにはわからぬのか」

「そんなことはわかっておるわ、ブレイゾン！　なら、なにか、余よにホテプトに下れと。おとなしくあのジャルダンに首を差し出せ、と？　あやつが余のシスを落とせという命令を裏うら切ぎったのは明らかだろう。セルジュクが言ったのだが、命令は余から下ったことに変わりないからな。やつはホテプトを待って、ぬらくらしおった。ホテプトは余など、あっというまにやつと首をすげかえおるわ」

「なら、ここに残って、ホテプトと戦うのか、全ソラステルを敵てきに回すとなると、しかもサザンの前線と向かい合っているとなると、事は簡かん単たんでないぞ」

　ゴルムスの顔が歪ゆがんだ。そんなことは百も承しよう知ちしている。やがて、それまでの激怒が、噓うそのように引いていった。後には、いつもの冷れい淡たんで無感情な顔つきが戻もどっていた。

「では、どうすればよい、ブレイゾン？　貴様の知ち恵えは、こうした場合に備そなえてではないのか。かつて、生身の頃ころから、余とともに歴戦の功を立ててきたおまえなら、何か案はあると思うがな」

　ゴーストはこれまでのゴルムスとの絆きずなを思い出してでもいるのか、思案ぶかげな表情となった。いや、顔はフードの陰かげに隠かくれているので、司令官にそう思えただけかもしれないが……。

　沈ちん黙もくが続くので、ゴルムスは耐たえられなくなって口を開いた。

「サザンへの貴様の諜ちよう報ほう活動はどうなっているのだ？　教皇暗殺は失敗したが、それでもあやつらを動どう揺ようさせることはできただろう。貴様の策さく謀ぼうで、つぎの動きはないのか？」

「いや、なかなかむずかしい。あれで図に乗ったセルジュクが逸はやってヒッポスを攻せめるという強ごう引いんな手しゆ段だんに出、失敗しおったしな。扇せん動どう作戦は、そう簡単ではない。考えてはおるが」

　ブレイゾンの言葉に、どうやらゴルムスは腹はらを決めたらしい。

「なら、余は直ちよく接せつあの方に聞くまでよ。どうすればよいかは、それでわかるだろう」

　決けつ断だんの早いゴルムスはもう踵きびすを返して、部屋を後にしようとした。

　ぼんやりとした黒い姿は、それを思案するようにじっと見つめていた。




　ゴルムスの内ない奥おうの司令官室よりも、さらに奥おくまった地下にその祭さい壇だんはあった。

〈火炎城塞〉は火炎樹の森に囲まれ、城塞そのものも三重の防ぼう壁へきをもつ強固な砦とりでである。

その内奥の内奥ともなれば、ここが六門世界でも有数の守りを敷しかれていることは明らかだろう。

　壁かべのろうそくに照てらされた階かい段だんを降おりていき、扉とびらを開いたその室内は豪ごう華かに絨じゆう毯たんが敷き詰つめられ、中央には燃え盛る大きな壺つぼが安置されていた。壺には油でも入っているのだろうか。いや、そこからは煙けむりが立ち昇らず、炎は青白くて、熱もそれほど感じられない。

　ゴルムスはついてきたブレイゾンを無む視しして、すばやく壺の前に立つと、手にした樹木のかけらを一つかみ投じ、壺の前で複ふく雑ざつな印を結んだ。六角形の頂ちよう点てんを対たい蹠しよ点に向かって、なぞるような動きだ。そして、唱える。

〝わが崇すう敬けいする魔ま界かいの主あるじ、サタナキアよ。身の程ほどもわきまえず、あえてわれより御おん身みに問う。加か護ごあらば、御身のお答えいただきたくたまわん……〟

　やがて、ゴルムスの口からは、召しよう喚かんの言葉らしきものが漏もれた。壺の炎ほのおが青白さを増まし、激はげしく揺ゆれる。

　と、炎の嵐あらしのようなものが壺の上方に渦うず巻まいた。これまで何度か目にしたとはいえ、ゴルムスは思わず身を引く。と思うと、炎は青白い人の形をとった。

　女だ。輝かがやく冠かんむりをかぶり、長い髪かみが火花のようにはぜながら、宙ちゆうを躍おどっている。顔は青白いが美しく、人をひきつけずにはおかない。肩かたから腕うでへと透すけるような肌はだに、さまざまな秘ル文ー字ンが刺青いれずみされている。その目は激げき情じようを秘ひめ、その口から漏れる言葉にも、それに劣おとらぬ激しさがあった。

〝小さきものよ、われを呼よび出すとは何用ぞ。つまらぬ事であれば、その身、覚かく悟ごしておくことだな〟

　女め神がみの口調に、ますます司令官はすくんだ。それでも、しっかりと足を踏ふみしめ、語りかける。

「畏おそれ多くも、すべてを見通す千の目を持つサタナキア様。この卑ひ小しようなるゴルムスめに、いくばくかの知恵を授さずけていただければと──」

〝わかっておる、そちの窮きゆう状じようはな。本来なら、おまえといい、あのセルジュクといい、その傲ごう慢まんさに、自らを破は滅めつさせるのは当然と、われは関知せずともよきことだが──〟

「そこをなにとぞ」

　ゴルムスは、はいつくばらんばかりになっている。神かみ頼だのみとは、まさしくこうした状じよう態たいだろう。

〝今回ばかりは、もう一度知恵を貸かそう。よいか、これはおまえを慮おもんぱかってのことだけではない。そちらにいる者も通じて、サザンにただならぬ気配を感じとったがゆえのことだ〟

　女神の視線の先を見て、驚おどろいた司令官はブレイゾンを振ふり返った。だが、このゴーストに感情を表わす素そ振ぶりはない。

〝その者の情報どおり、つい先頃、現げん実じつにサザンの政せい権けんに動きがあった。一部の貴き族ぞくが国王をかついで、権力闘とう争そうに動いておる〟

「はっ、それは存ぞんじております。これもわが方からの扇動と圧あつ迫ぱくが──」

〝ちがう。これはそれとは異ことなり、〈教きよう皇こう庁ちよう〉をも含ふくむ権力の動きだ。だが、いつもの〈教皇庁〉の差し金ではない。むしろそこよりも、貴族と〈大学院〉が画かく策さくして、扇動している節がある。しかも、その背はい後ごには──〟

　サタナキアと呼ばれる魔神は言葉を切った。その表情に、ぞっとするような嫌けん悪おの表情が走るのは、見まちがえようもなかった。ゴルムスは息を吞のんで見守る。

〝──わが宿敵ルシフアージユの姿すがたもちらついておる〟

　あんぐりと口を開けるゴルムス。何を言われているのかよくわからないようだ。彼にとっては、〈大学院〉がからんでいることすら想そう像ぞうもしなかったのだろう。まして、この魔神の宿しゆく敵てきとは……

　一方、ブレイゾンは、承しよう知ちしたのか、うなずくような素振りが見えた。

　それを理り解かいしたのか、サタナキアは諭さとすように、司令官に向かって口を開いた。

〝そちが目的としていたのは、このソラステルの実権を握にぎり、サザンを討うち倒たおすことにあったのだろう。だが、わが目的はさらに深い〟

「は、はじめてお聞きしますが──」

〝ここまで不要であったので、告げなかった。だが、こうなってはな。無む論ろん、なすべきこと──サザンの打だ倒とう──は変わらぬが、われはそれによって、サザンに囚とらわれているわれらが主あるじ──魔界を統すべるお方──を解放することこそ、最終の目的としていた。だが、いま敵は〈教皇庁〉のみならず、他ほかにも現あらわれつつあると知り、事は急を要するとわかった〟

「では、わたくしはどうすればよいのでしょう？」

　ゴルムスには、聞きたいことは山ほどあったが、ここはおとなしく耳を傾かたむけるのが得とく策さくだと判はん断だんした。

〝わが宿敵ルシフアージユが、われと同じ目的を先んじようと、サザンで事を企たくらみ、成功しつつあるようなのだ。これは絶ぜつ対たいに阻そ止しして、われが先んじねばならぬ〟

「そう、ゴルムス司令官、ゆえにあなたはこのちっぽけなソラステルでの保ほ身しんや抵てい抗こうを考えるより、サタナキア様の意にそって動くことこそ、まさしく御ぎよ意い」

　これまで黙だまっていたブレイゾンから急に声が聞こえたので、ゴルムスははっとした。

　女神がそれに答える。

〝ブレイゾン、その後の調べはついたのか？　わが宿敵ルシフアージユが〈大学院〉とつるんで、サザンで何をしようとしておるのかは──〟

「なかなかむずかしく存じます。教皇暗殺未み遂すい以来、警けい戒かいが厳きびしく、わが組そ織しきも有ゆう能のうな頭かしらが捕とらえられたりしておりますゆえ」

〝ならば、ここでおまえたちに命じる。ソラステルのことはいま考えず、対サザンの諜ちよう報ほう／抵抗活動に全力を傾けい注ちゆうせよ。わが宿敵ルシフアージユの陰いん謀ぼうを知り、それを阻はばみつつ、サザンでの抵抗活動を活かつ性せい化かさせ、あの国を崩くずせ。それが無理でも、できるだけ弱体化させろ。そうなれば首都サザンは騒そう擾じよう状態となり、われらがサザンに攻せめ入るのは造ぞう作さもなく、われらが主を解放できる。そうなれば、ソラステルなどおまえの思いのままぞ。急げ、事態は変わった。サザンにとっても、ソラステルにとってもだ。まさか、おまえもここでただ首を洗あらっていたいとも思うまい〟

「わかりました、わが主よ。おそらくホテプトにとって、サザンとの和平がこれまで以上に維い持じできれば、やつも態たい勢せいを整えられますからな。そうなるのを、われがおめおめと見ているわけには……ここは、サザンと事を構かまえるのが必要だと」

　ようやく、自分なりに納なつ得とくできたのかゴルムスは頭を下げる。

「で、サタナキア様、具体的に、そのためのご助力とは？」ブレイゾンはしたたかだ。

　女め神がみの顔がこころなしか歪ゆがんだ。

〝わが有力なるあの精せい霊れいをつかわす。おまえたちも知っているあのものだ。ゴルムスはあれを対ソラステル用に使おうと考えていたかもしれぬが、わが意はサザンの抵抗運動に使えということだ〟

　ゴルムスの顔に嫌けん悪お感が走った。その存そん在ざいのことを考えるのもいやらしい。しかし、彼は従じゆう順じゆんだった。この期ごに及およんではしかたないと腹はらをくくったのだろう。

「御意のままに」

　部屋の片かた隅すみで、ブレイゾンのフードが揺ゆれた。それはこのアンデッドの笑えみなのかもしれなかった。







　第一章　魔ま法ほう学院への入学







　リコルたちにとって、サザンまでの道のりはそれほど苦しいものではなかった。途と中ちゆう、巨壁山脈グレートウオールというまさしく壁かべがたちはだかっていたが、越こえるのに苦しい冬でないのは幸いだった。

　それに、いざとなればリコルにはグリフォンの召しよう喚かんがある。ずっと乗っていければ楽だが、長ちよう距きよ離りをファラータとともに、二人で乗りっぱなしというのも苦しい。でも、急なところだけは、そうして飛び越せたので早かった。まあ、急ぐ旅でもなかったので、多くは徒歩だったが……。

　そして、かつてと同じく、二人と一羽のフクロウはサザンの市壁にたどり着いたのである。

「中に入ってからは、どうするの？」

　ファラータがきいた。長旅にも疲つかれを見せず、いつものはつらつとした様子は変わらない。若じやつ干かんの緊きん張ちようはあるが。
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「そうだな……特に考えてなかったけど、ジェラコートさんに会うのがいちばんだと思う。あれから、サザンがどうなっているのかもすぐにわかるだろうし。それがだめなら、前に相談したように……」

「そうね、ジェラコートさんの方が地位が高いし。そうしましょ」

　ファラータは決けつ断だんが早い。フクロウも賛さん成せいというようにうなずいた。

　ジェラコートは、かつてサザンで命を救ってもらった〈大だい審しん問もん官かん〉という高位の人物である。彼はその昔、リコルの父親と宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの地位を競せりあい、勝つには勝ったが、リコルの母をめぐって父とライバル関係になり、そちらは敗れて結局、宮廷魔術師を諦あきらめ、高級官かん僚りようとなった。そうした経けい緯いもあったので、リコルには随ずい分ぶん好意的だ。そもそも、この六門をめぐる旅に出たのもジェラコートの勧すすめがあったからこそである。おかげで、母のこともだいぶ調べがついた。戻もどって彼に報告するのは──それに、さらなる情じよう報ほうを得られるかもしれないので──当然だろう。

「それと、あの何て名前だっけ。リコルの弟さんの消息も気にかかるしね」

　ファラータがうかがうように言う。

「ガスパーニュ……」

　若わか者ものは言葉を切った。そう、たしかに気にかかる。ガスパーニュは連れ去られた自分の連れあいメイファーを追って、ここサザンに戻ったはずなのだ。リコルはソブリニで、ジャルダン将しよう軍ぐんからそう聞いた。できればうまく彼女を見つけ、敵てきの手から取り戻せていればいいが。そして、できれば弟とまた会い、そして、母のことをもっと聞きたい──。

　そうした思いと裏うら腹はらに、一方でリコルは、何かしらガスパーニュと会うことを恐おそれる気持ちもあった。

　理由はうまく説明できない。ガスパーニュの方が、父親が違うとはいえ後から生まれ、母親にとって大事な存在のように思えるからか？　これは兄弟間の嫉しつ妬となのか？　母親を自分が一人占じめしておきたい、という気持ちなのか？

　そんな子こ供どもじゃないぞ、という反発と同時に、いや、おそらくそうではないだろうという冷静な感情もわいてきた。

　ぼくは母親の記き憶おくを奪うばわれた。だから、余よ計けいに〝知りたい〟〝取り戻したい〟という気持ちになっているんだ。ガスパーニュは関係ない。

　そう思うと、心に少し余よ裕ゆうが生まれる。

「そのペンダント似にあうわね」

　ファラータのセリフにリコルは思わずわれに返った。思いにふけって、無む意い識しきに胸むねのペンダントをいじっていたらしい。

　昔、カリスタナス師しにもらったお守りだが、もう魔力を失ってただの飾かざりになっていたものだ。それを見とがめた風エルフの長おさルクエリが、この前の別れの際お礼にと、もう一度エルフの魔力を込こめなおしてくれたものだ。魔の力に対して、ある程てい度どの加か護ごを与あたえてくれるものらしい。それはいま、蘇よみがえったかのように陽光に白く輝かがやいていた。言われてみれば、なかなか美しい。

「ああ、思ったよりね。じゃあ、行こうか。たぶん、ここですべてがわかる」

　リコルは自分を励はげますように、肩かたのクロックにうなずいた。




「えっ、そうなんですか？」

　ジェラコート邸ていを訪おとずれた一行は、意外な事実に驚おどろいた。出てきた執しつ事じは、旦だん那な様は、しばらく戻らないと言って出かけたまま、帰ってこないと告げたのだ。もう一週間近くになるが、これまでそんなことはなく、執事も心配しているようだった。

「どうしたんでしょうね？　あのちゃんとした人には似あわないわ」

　不ふ審しん顔がおの女武ぶ闘とう家かに、リコルはとりあえず答えた。

「そういえば、ジェラコートさんは大審問官だとも言っていた。法ほう務む院いんにでも行けばわかるかもしれない」

　一行は執事に法務院の場所を聞き、そちらへと向かった。

　歩いて一時間ほどの距きよ離りだ。〈教きよう皇こう庁ちよう〉に近いところにある。リコルはサザンに着いて以来、この街での過か去こを思い出し、落ち着かない気分に捕とらわれていた。ここではあまりいい思いをしたことがない。それが、ジェラコートの不ふ在ざいで不安がますます募つのってくるような気になったのだ。

　街の人々も何となく生気がないようだ。もっとも、あの頃ころは闘とう技ぎ場じようの戦いが最さい高こう潮ちようで、すごく活気があったときだったからかもしれない。サザン中から、いや、おおげさに言えば、六門中から腕うでに自信のある連中が押おし寄よせてきたからなあ──そんな思いにふけっていると、遠くからざわめきが聞こえてきた。

　人の波が押し寄せてくる。旗や看かん板ばんを持った連中が、大おお勢ぜいで声高らかに何か叫さけびながら歩いてくるのだ。

「なんだろう、あれ」

〝おいら、見てこよう〟クロックは飛び立って行った。

　それほど距離もなかったので、リコルたちもそちらに向かう。

「国王の退たい陣じんを！」

「教皇にすべてを委ゆだね、ソラステルを討うつべし」

「サザン、万ばん歳ざい‼」

　赤や青の色とりどりの旗、それにも増まして色とりどりの恰かつ好こうをした人々がぞろぞろと練り歩いていた。声こわ高だかに叫び、それにあわせて腕を振ふり上げたり、ときには行きかう人々に向かって手を振ったりしている。聴く者はそんなにいない。いても、ああ、またかという顔つきだ。

「たしかに、なんだろう、あれ。お祭りじゃないだろうし、もちろん、軍隊でもない」

「ああ、あれね。以前、別の街で見たことあるわ。ああやって、要求を叫んで、意い思しを表わしてるのよ。なにも持たない人たちが」

「へ～、そんなことをして聞いてもらえるのかい？」

「たいていは駄だ目めね。それに、あまりうるさくなると、軍隊が出てきて、取り押さえられたりするわ。でも──」

　ファラータは気がかりそうだった。

「でも、なんだい？」

「ああいった行進が起こったところでは、たいていその後ひどいことが起こるわ。わたしが見かけたところでは、二回ともそうだった」

「そうなのか、サザンもそうなんだろうか」

「あっ、いいこと思いついた！」

　そう言うとファラータは駆け出して、その一行のそばにつき、一いつ緒しよに行進しはじめた。あわてて、リコルも加わる。

　ファラータは気やすい性せい格かくから、中の一人ともう話し合っていた。

「……ふーん、そうなの、で、他ほかの人たちは？」

「他もつかまってんじゃないか。いや、国王が側近の言いなりになってるからいけないんだ。〈摂せつ政しよう〉様さえいりゃ、文もん句くはないのに」

「そうか～？　おれはどいつもこいつもダメだと思うぜ。こうなりゃ、教皇様が全部まとめて指し示じしてくださりゃいいんだ」

「おうとも、それでソラステルなんざ、いちころだ。そうなりゃ、また元どおりになるさ」

　リコルは黙だまって聞いていた。行進は開放的なのか、誰だれが加わってもいいようだ。ただ、ファラータの疑ぎ問もん一つに、周囲から三つも四つも答えが返ってきて、そこからまた別の話題が発はつ展てんするのでややこしい。人々はどこでも、こうした噂うわさ話ばなしが大好きなようだった。

　おかげで、十分も行進について歩いているだけで、充じゆう分ぶんな情じよう報ほうは得られた。

　そこから類るい推すいするに、どうも国王の指示で〈摂政〉とも呼ばれた宰さい相しようリカルドが役目を解とかれたらしい。なにか落ち度があったようだが、理由はつかめなかった。そのせいで、いわゆる宰相派はと呼よばれる人たちも任にんを解かれた者が多く、その中にジェラコートも含ふくまれているようだ。彼らはこの一連の動きが収おさまるまで、どこかに幽ゆう閉へいされているともいう。

　人々のなかには、対ソラステル戦争で、相手側からもっと賠ばい償しよう金きんをとるべきだ、いや、ソラステルそのものに鉄てつ槌ついを加えろ、さらには滅ほろぼしてしまえ、という過か激げきな意見もあった。だいたいこうした意見は、教皇派に近いところから出ているようだ。

　リコルからみると、みんな日頃の恨うらみを好き勝手に言ってるようで、あまり妥だ当とうとも思えないのだが、とにかくいまのサザンがうまく行っていないようなのは察さつしがついた。

　もう充分にわかったので、そろそろ引き上げようかとファラータに合図しかけたときである。

　若わか者ものは、たまたま目の前にいた男が、ぎょっとしたように身をそらしたので、相手をまじまじと見つめた。男はみすぼらしい身なりをしているが、これといって特とく徴ちようのない顔つきだ。どこかで会ったとか、はっきりした記き憶おくはない。しかし、なんとなく見覚えもあるような……相手はなおもリコルをじっと見つめ、それから視し線せんをファラータに移うつしてから、決心したように話しかけてきた。

「これは、これは、お久ひさしぶりですな。世にも名高い女格かく闘とう家かと、練達の魔ま術じゆつ師しの方。サザンの記憶の闇やみにも決して消えぬその活かつ躍やくぶり──」

　話しぶりをきくと同時に、鮮あざやかに記憶が蘇よみがえってきた。

「あ、あんたは……イ……イサキオス！　無事だったんだ」

「お、おっと、その名前はご法はつ度とです。積もる話は、こちらでしませんか」

　男はあわててそう言うと、リコルとファラータの袖そでを引っ張ぱって、人の波から離はなれさせた。とある路地へと向かい、それから飲み物屋へと入る。なによとばかりに付いてきた女武闘家も、相手が誰かわかると黙って入口をくぐった。

「あなた、顔が全然……いえ、よく見たらたしかにイサキオスさんだわ。でも、雰ふん囲い気きがまったくちがうし」

「〈化け粧しよう〉というやつですよ。そうでもしないと、この街は物ぶつ騒そうで」

　トイレにはいり、そこから出てきたときの男の顔は、たしかに以前この街で出会い、リコルらの冒ぼう険けんの端たん緒しよを開いた男だった。最初は奇き妙みような言動で二人にからんできて、その後、ソラステル側からのサザンへのレジスタンス工作員だとわかった。リコルはそれにかかわり、教きよう皇こう暗殺未み遂すい事じ件けんという大変な目に遭あい、ジェラコートの助けもあってようやく釈しやく放ほうされたのである。

「リコルさんたちも、あの事件では大変だったですな」

　本来なら、はた迷めい惑わくなやつとばかりに無視するのが普ふ通つうだが、リコルには（そして、ファラータにも）なぜかこの男を憎にくめない気持ちがあった。だからといって、また抵てい抗こう運動に引きこまれても、という警けい戒かい心しんもある。いきおい、会話はあたりさわりのないところから始まった。

「それはともかく、変へん装そうだけでなく、顔の形もちょっと変わってるんだけど」

「そう、瞼まぶたが二ふた重えになったりしてるわね。すご～い」

「いやまあ、人の顔というのは、少し変えただけで、あとは〈化粧〉でもすれば、全然ちがう感じになるもんです。それから、声の調子やしゃべりかた、歩き方などの雰囲気を変え、衣い裳しようも変えたら完かん璧ぺき。だれも他人のことなどそんなに気にしてませんからね。お二人だって、わたしにまかせていただければまったくの別人として、人生を歩めますよ──」

　滔とう々とうと語るその姿すがたを見ていると、顔の造ぞう作さくが若じやつ干かん変わったとはいえ、そこにはまぎれもないイサキオスの姿があった。

「ところで、あんな行進にまぎれていて、どういうことなの？　またなにか企たくらんでるの」

　相変わらず単刀直入に切り出すファラータを抑おさえて、ここはリコルが会話の主しゆ導どう権けんを握にぎった。

「それより、サザンはどうなってるんだ？　どうも以前より騒さわがしいみたいなんだけど」

「いえ、日ひ頃ごろの罪つみ深ぶかい街が本ほん性しようを露あらわにしてきたので、民みん衆しゆうも憤いきどおっているんですよ」

　相手も探さぐりを入れているような口ぶりだ。

「なんだか、宰さい相しようがつかまって、国王が治めているようだけど、みんな不満で、教皇庁ちように指導してもらいたそうな感じだった。ジェラコートさんは大だい丈じよう夫ぶなんだろうか」

「大丈夫ですよ。宰相派ははみんな軟なん禁きん状じよう態たいという感じですから。国王にはなにもできません。むしろ、危き険けんなのは──」

　そう言ってから、じっとリコルの目を見る。

「リコルさん、あなた、われわれを信用しますか。そりゃ、われわれはソラステルに近い立場に見えるかもしれない。でも、本音はこの街の理り不ふ尽じんなところに腹はらが立つからそうした行動をしてきたんですよ。その意を酌くんでもらって、もう一度──」

　身を乗り出しかけたファラータの腕うでを若者はぐっと握った。彼女の言いたいことはわかっている。〝どんな名分であっても、人を暗殺するようなものには賛さん成せいできない〟と言うに決まっている。でも、それをここで言えば、それっきりだ。ジェラコートというつながりを失ったいま、彼ら二人に大事なことは、イサキオスという事じ情じよう通つうとつながっていることなのだ。実じつ際さいにどうするか決定するのは、あとでもかまわない。それに、イサキオスはまだ、リコルがソラステルの現げん皇こう帝ていとつながっていることまではさすがに知らないようだ。考えてみれば、サザンとソブリニは遠い。

「わかった。ぼくは手て荒あらな事はいやだが、この街が腐くさっていると思う気持ちは、まだ変わっていない。だから、いろいろ教えてほしい」

「あなたがどちらにも与くみしていないのは、わかってましたよ。わたしだって、ソラステルからの指し示じはなんとなく気に入らないんですけどね。サザンはわたしたちの手で蘇よみがえってほしい。でも、実際に力がないと──まあ、いいです。愚ぐ痴ちになってしまう」

「さっき、国王より危険、と言いかけてたけど」ファラータがここで口をはさんだ。そうしないと、イサキオスはどんどん自分の言葉にのめりこんでいきそうだった。女武ぶ闘とう家かは彼の性せい格かくをつかんでいて、話を元に戻もどしたのだ。

「ああ、それはもちろん〈教皇庁〉ですよ。あそこが元げん凶きようなのはわかってるじゃないですか。現げんに今回の事件もあそこの差し金か、もしくは、その影えい響きよう力りよくに国王や側近が焦あせって先走りしてしまったからじゃないか、と思いますね。ただし」

　そう言って、にっと笑う。

「わたしの優すぐれた直感は、また別の原げん因いんも探ってるんです。実際、証しよう拠こみたいなものも握ってるんですが」

　いかにももったいぶったその物言いに、リコルは彼の昔の姿が重なって吹ふき出しそうになった。ファラータもどうやら同じようだ。口元を手で隠かくしている。

「なんだろう。それ以外だなんて」

「おやおや、リコルさんともあろう方が……灯台もと暗し、とはこのことですか」

　けげんな顔の召しよう喚かん術じゆつ師しに、男は続けた。

「〈大学院〉ですよ。ほら、以前を思い出してください」

　リコルは思わず、足元をすくわれた気分だった。

　キーレン、そう、奴やつがいた。尊そん大だいな魔ま術じゆつ学院の学部長代理だ。はじめて出会ったときから、うさんくさい嫌いや味みさを漂ただよわせていた人物。サザンの傲ごう慢まんさを一身に体現したかのようなその姿には、リコルだけでなく、ファラータもうんざりしていた。

　もちろん、魔法研究の学徒であるリコルは、魔法に携たずさわる者が、特にその総そう本ほん山ざんともいえるサザンの〈大学院〉の高位の人物が、そんな相手であると知ったことはショックだった。それまでの魔法の教師が、すべてすばらしい人物であっただけになおさらだ。

「あいつが何か企んでいるのか」

「ああ、名前を言わずとも、誰のことかおわかりになったようですな。そうです、彼とは断だん定ていできないものの、今回の事じ件けんには〈大学院〉の一派もからんでいるような気がします。そもそも、リコルさんたちが知ったあの〈教皇庁〉の内部で行なわれていた改かい造ぞう生物の一件。あれだって、〈大学院〉クラスの魔法研究がなければ行なえないはずなんですよ」

　その記き憶おくも蘇よみがえってきた。ファラータが〈教皇庁〉につかまったとき、そこでは秘ひ密みつ裡りに改造生物の研究が進められており、あやうく彼女は被ひ験けん体たいにされかけたのである。

「あの件はどうなった？」

「もちろん、もみ消されましたよ。いや、証拠もなく、煙けむりも立っていないから、もみ消しと言うのはおかしいんですが」

「それをずっと探ってたわけ？　そういえば、地下道からつながっていたから、そこを追っていけばできるわね」

　楽観的なファラータの言葉は即そく座ざに否ひ定ていされた。

「駄だ目めですよ、そんなものがわかっても、普ふ通つうならすぐに封ふう鎖さされますよ。それに、〈教皇庁〉の地下は、おそるべき迷めい宮きゆうになってるんです。まるで〝暗くら闇やみの牢ろう獄ごく〟みたいな」

「なんだい、それは！」

　初めて聞く事実と、母親の閉とじ込こめられた〈魂たましいの牢獄〉に連想がいって、リコルは思わず叫さけんだ。店の客がこちらを向く。

「おっと、静かにしてください。この店は大丈夫ですが、あまり騒さわがれると……地下迷宮ですが、あのときフーズリは言ってませんでしたが、サザンの〈教皇庁〉の地下には秘密があるんです。あそこに近づくと、人は必ず迷まよいます。というのも、魔法で防ぼう御ぎよが張はってあって、それによって地下の道は一度通った後は勝手に変わってしまうのです」

「そんなことは信じられないぞ」

「おや、優ゆう秀しゆうな魔術師の方が、信じられないとは。とにかく〈教皇庁〉から地下には逃のがれられても、地下から〈教皇庁〉に近づくのは本来不ふ可か能のうなのです。そんなことができたら、われわれがすでに攻こう撃げきしたり、あの一件の証拠をあげに行ってますよ」

「でも、それならリコルはどうしてわたしを救いに来られたの？」

　放っておくと若わか者ものがイサキオスの意見をうのみにしかねないので、ファラータは鋭するどくその穴あなをついた。

「それは、わたしにもわからない。ただ、あのとき〈教皇庁〉の特とく務む衛えい兵へい隊による爆ばく破はがあって、何かが起こった可能性がある。そこで、たまたまリコルさんは〈教皇庁〉の地下に通じる道に迷い込んだのかもしれない」

「随ずい分ぶん、都合のよい迷路なんだなあ」

「いや、われわれの調べによると、あの迷路は〈教皇庁〉を中心に円形に広がっているようです。そして、サレンの地下と接せつする部分が切れていて、魔法で回転しているらしい。だから、ときどきつながることが、ある時期だけ起こるみたいです。〈教皇庁〉の特務衛兵隊員は知っていたのかもしれない。そこにたまたま、リコルさんが踏ふみ込んだとも考えられる」

「まあ、魔法の扉とびらとかはあったけど。そう言えば、大昔の古代帝てい国こくでは、そんな迷路があって、腕うで試だめしに使われていたって聞いたことがあるぞ」

〝いまでもまだ残ってるよ、〈メルラルズの迷宮〉って名前で〟

　おせっかいなフクロウが頭の中で口を出した。

「とにかく、もう地下からじゃ、行くのはむずかしいんだな。ところで、それだけ知ち識しきがあるのなら、〈魂の牢獄〉って名前は聞いたことないかい」

「知りませんねえ」即座にイサキオスは答こたえた。

　リコルの顔に明らかに落らく胆たんが広がったのを見て、ファラータが話を続けた。

「で、賢けん明めいなイサキオスさんは〈大学院〉も怪あやしいって思ってたわけね。で、どうしてあんな行進に参加してたの」

「まあ、それはその……ああした行進を煽あおって組そ織しきするのも、われわれの仕事でして。それに、あれはあの後、〈大学院〉にも向かって行くので、そこで騒いで様子を見る予定だったんですよ」

　なるほど、そこでぼくたちに気がついたわけね。さて、どうしようか──リコルは思案していた。

〝いいじゃないか、この人の組織に参加して、〈大学院〉を探さぐってみるというのも〟

　思いもかけず、フクロウが口をさしはさんだ。突とつ然ぜんだったので、リコルは思わず答えを口に出してしまった。

「そりゃ、ぼくだって〈大学院〉を探りたいさ。でも──」

「おお、そうですよね、もちろん。魔ま術じゆつを志こころざすリコルさんのような方なら、そう言われると思っていましたよ。あなた方なら、われわれの組織は大だい歓かん迎げいです」

　わが意を得たりとばかりに喜ぶイサキオス。その表ひよう情じようを見ていると、とてもウラがあるような人物には見えない。ファラータもかつてのことがあるのでもろ手を挙げて賛さん成せいとはいかないようだが、少なくとも当面は彼についていくのも仕方ないと考えているようだった。

　どうしようと思ったリコルだが、ここはなりゆきのままにした。

〝クロック、どうしてあんなこと言ったんだ？〟

　イサキオスに引き連れられて行きながら、リコルはフクロウに問いかける。

　鳥はそんなこともわからないのか、という返事をしてきた。

〝よーく考えてみなよ、リコル、あんたはサザンにあまりいい気持ちを抱いだいていない。唯ゆい一いつ、この街で味方といえるのはジェラコートだけだ。その彼も、嫌いやな目にあっている。そして、あんたはソラステルとも近い。それなら、立場はイサキオスと同じじゃないか。反対する方がおかしいよ、ホーホー〟

　言われてみればそのとおりだった。なんだか馬ば鹿かにされているような気がしたので、リコルは押おし黙だまった。




「あら、リコル、ちょっと髪かみ型がたを変えたくらいなのに、その眼鏡めがねのせいで、随分変わって見えるわね」

　部屋から出てきたファラータも、髪型だけでなく、眉まゆの形や唇くちびるの色、その他全体の〈化け粧しよう〉のせいで、まるで別人だった。

「でしょう？　ここの人たちが全力でやれば、もっと変わるのですが。後は、そうですね、歩き方や背せ筋すじの伸のばし方で、その人の雰ふん囲い気きが随分変わりますよ。たとえば、兄弟がよく似にていると言われるのは、顔形よりも、その人たちの家族が持つ、しゃべり方や歩き方、姿すがたなどの雰囲気が似ている方が大きいですからね。まあ、服ふく装そうでも変えられますけどね、肩かたに張りを持たすとか」

　二人はイサキオスに連れられて、彼の〝アジト〟でいろんな〝化粧〟を加えられた。幹かん部ぶとして、以前会ったフーズリがいるのかと思ったが、ここは別の組織のようだった。

　なぜこんな変装をしているのかといえば、二人は教きよう皇こう暗殺未み遂すいで犯はん罪ざい者しや扱あつかいされ、目につく可か能のう性せいもあるからだが、それよりも〈大学院〉に入学しようということになったからである。かつて学院の学部長代理キーレンに、二人は顔を見られている。それに、そもそも闘とう技ぎ場じようで勝ち抜ぬいて、いっとき〈大学院〉に入らないかと誘さそわれ、案内されたこともある。そのときに、覚えられている可能性がある。だから、変装が必要だろうということになった。

　もっとも、キーレンにはちらっと会っただけだし、彼は聞くところ、いまや出世して院長扱いなのだから、忙いそがしくて会うことはないかもしれなかった。それに、案内も形だけだった。だが、特にリコルは一度お尋たずね者になった身だし、念には念を入れようということになったのだ。

　リコルにとって、〈大学院〉に入学することにはまったく異い存ぞんがなかった。もともと、サザンに来たとき、できればそこで勉学できればと思っていたからだ。キーレンとの出会いで、そんな夢ゆめはふっとんでしまったが、それでも〈大学院〉そのものは憧あこがれだった。六門で魔術を志す者にとって、アカデミアの威い光こうというのはかくも大きいのである。

　一方、ファラータはただの冷やかしだった。もちろん、無心教の修しゆ行ぎよう僧そうのなかには、努力をして魔術を使えるようになる者もいる。しかし、それはごく一部であって、大半は魔法とはかかわりのない人生を送る。彼女にとって、魔法の世界をかいま見るのは滅めつ多たにない機会だし、何でも経けい験けんしておきたいというのが本音だった。




　今日は、その〈大学院〉での試験当日だ。

　試験といっても、志し願がん者しやが一いつ斉せいに受けるのではない。志願があり次し第だい、適てき性せいかどうか判はん断だんするだけである。ゆえに、その学院内の小さな一室にはリコルとファラータしかいなかった。

「え～、想そう像ぞうはしてたけど、あたしって文字書くの苦手なんだよな～、リコル、助けてくんないかな」

　横目でちらちら見るのだが、若わか者ものは一心不ふ乱らん、脇わき見みなどかたときもしてくれない。もちろん、魔ま法ほう学院のこと、魔法や魔法の品をこうした場で使うのは厳げん禁きんだ。院内には、魔法感知や魔法消去の場がいくつもある。ここもそうした部屋だった。

「なんだ、こんなもの、簡かん単たんすぎる」

　反対に、リコルはあまりの平へい易いさに拍ひよう子し抜けしていた。魔法の理り論ろんのような高度な質しつ問もんはかけらもない。ありていにいえば、字が書けるのかを問われているようなものだ。制せい限げん時間の十分の一も使わずに、すべての答えを書いてしまった。ファラータが大だい丈じよう夫ぶかは気になったが、脇見などしたらまずいかもしれない。

　かくして、午前の部は終わった。

　午後になると、ファラータが得意の絶ぜつ頂ちようとなった。ここからの試験は、実技──体を動かすことだったのである。

　魔法にだって、運動能力は必要だ。決してそれは体の弱い者の特とつ権けんではない。薬の調合一つ、呪じゆ文もんのかけ方一つにしても、微び妙みような体の平へい衡こう感覚、運動神経をある程てい度ど必要とする。また、知力を必要とすることは、一方で体力にも影えい響きようする。要するに、これは乗り物に乗るコツのようなものであって、ずばぬけた運動能力はいらず、一度覚えると楽になり、忘わすれることもないが、それでもある程度の体力、敏びん捷しようさ、耐たい久きゆう力りよくは要いるということなのだ。

「わあ、こんなに実技がハードだとは考えてなかったぞ。魔法を使えりゃ、手抜きができるんだけどなあ」

　恨うらめしそうに見るリコルを尻しり目めに、ファラータは試問を楽々とこなしていった。もっとも女武ぶ闘とう家かには、なぜこんなことが必要なのか、ちっともわかっていなかったのだが……。

　一日の最後は、面めん接せつだった。リコルたちがいちばん気をつかったのもここで、わざわざ変装までしたのも、キーレンが現あらわれないかと気をつかってのことだ。しかし、案ずるより生むが易やすしで、キーレンは全然姿すがたを見せなかった。

　面接官は気の優やさしそうなタイプで、二人の成せい績せきを見ると、驚おどろいたようにうなずき、特にリコルにはいろいろと話しかけてきた。リコルはときどき偽いつわっている自分の名前や姿形に気が散り、ところどころでつっかえながらも、内心は満まん更ざらでなかった。面接官は、相手が筆記や実技ではかなりのものでも、性せい格かくがおとなしく、緊きん張ちようしているからだろうと考えてくれたようだ。

　しかし普通に考えれば、面接官が驚くほど二人が優ゆう秀しゆうなのは当たり前だろう。こうした試験を受ける者は、地方貴き族ぞくの子し弟ていであろうが、たんなる好こう奇き心しんからのサザンの一いつ般ぱん市民であろうが、大半は魔法の素そ養ようなどかけらもない。字を読める者すら、そう多くはないのだ。そもそも一般市民が受けることができるといっても、魔法使いはたいていうさん臭くさく思われており、〈大学院〉に行くと魔法の実験材料にされてしまうという都市伝説さえ生まれているのである。

〈大学院〉が近年、市民に教養講こう座ざのようなものを設もうけて、知ち識しきの一部公開に及んでいるのも、こうした俗ぞく説せつを一いつ掃そうしたいがためでもあった。

「この場で申し上げてもいいでしょう。二人とも合格ですな。特にレイチェル君、あなたはすばらしいので、〈大学院〉の特待生になるのも可能なのだが、お受けになるかな」

　これは一種の奨しよう学がく金きん制せい度どであって、かなり高こう額がくの入学金や受講料を免めん除じよしてもらえることを意味する。だが、リコルはいろいろと調べられたりするのが面めん倒どうなので、断ことわることにした。

「おお、そうですか。では、入学金は払はらっていただけると」

　リコルもファラータもおとなしくうなずいた。面接官は相そう好ごうを崩くずした。学院にすれば、リコルのような優秀な生徒を見つけた上に、費用まで払ってもらえるとなると願ったりかなったりなのだろう。ちなみに、払わねばならないギルダー価か格かくはかなりのものだった。もちろん、イサキオス経けい由ゆで金は払われるのだが、それを考えても、イサキオスの組そ織しきがそこそこの資し金きん力を持っているのは明らかだ。

「お二人は寮りようではなく、自じ宅たくから通われるのでしたね。では、めでたく入学も決まったので、さっそく学内を簡かん単たんに案内しましょうか。それと、これからの授じゆ業ぎよう内ない容ようや予定についても後で説明しましょう」

　案内役の学生が呼よばれる。イサクと呼ばれた若者は、事じ務む的に二人を案内するため連れ出した。

　ファラータが嬉うれしそうに、にっこりしてリコルを振ふり返る。やったというように、小さな拳こぶしを握にぎりしめている。しかし、リコルの方が感かん激げきはもっと上だった。

　サザンの〈大学院〉生になれたのだ。そりゃ、いまの自分の実力なら、この〈大学院〉でもかなりのものかもしれない。入学なんて、当たり前だ。でも、ここに入るのは、魔法を志こころざすものなら一度は夢ゆめ見みることなのだ。かつて、父と住むアルバロスの小村で、父に〈大学院〉のことを聞き、そこで学べる魔ま術じゆつのすばらしさや、そこ出身の英えい雄ゆう的な魔術師し〝竜りゆう殺ごろしのリジャイナ〟〝黒衣のフロム〟らに憧あこがれた身にとって、この喜びはひとしおだった。

　しかし、浮うかれていてはいけない。彼はもう現げん実じつの姿すがたも知ってしまっていた。その〈大学院〉がキーレンのような輩やからに支し配はいされていること。〈大学院〉といえども、人が営いとなんでいる以上、現実に権力闘とう争そうがあり、経けい済ざいのくびきを免まぬがれていないことも。

　知るというのは、果たして幸せなことなのだろうか？　たとえば、マキシム・ファルド・エイキンの息子むすこ、リコル・エイキンとしてまっすぐここに来て、魔術一ひと筋すじの魔法バカとなり、それでも一いち応おうの才能を認みとめられ、安あん逸いつかもしれない人生を過すごしていたとしたら……。

　そうした逃とう避ひと呼べるかもしれない思考を断たち切ったのは、やはり〈大学院〉そのものの偉い容ようだった。リコルは一度案内されたことはあったが、そのときはほんとに簡単に外からだけだった。入学した以上、今度は中も丁てい寧ねいに見せてもらえるようだ。

　広い敷しき地ちを占しめる構こう内ないには、さまざまな建物があった。いちばん大きな本館といえるものは巨きよ大だいな六角形ヘクサグラムをしていて、中央にはやはり六角形ヘクサグラムをした中庭がある。ただ、この建物は平べったい形ではなく、そのところどころがあとから増ぞう築ちくされて、高低は凸凹でこぼこになっている。六角形ヘクサグラムのそれぞれの頂ちよう点てんの位置には、小さな塔とうが建たっていた。各頂点を結んで高い位置で通路が張はり渡わたされ、その中央には宙ちゆう空くうに建物──というより、塔──がまた建てられ、それは中庭の上方に高く高く伸のびていた。おそらくそうした通路は、梁はり材ざいとして魔法で強化されているのだろう。

　中央の塔には〈大学院〉秘ひ蔵ぞうの書物などが納おさめられ、また院長室もあるという。もちろん、建物はこれだけではなく、池がある外庭には、学生たちが寝ね泊とまりする寮や教室のほか、教授たちの研究室を含ふくむ建物群ぐんがある。一般市民への講座用の講堂もあれば、運動場もあった。そして、敷地は延えん々えんと高い塀へいに囲まれている。

　だが、やはり感動するのは、高い塔をもついちばん大きな、この通つう称しよう〝ヘクサゴン〟だろう。その前に立ったリコルは、〈教きよう皇こう庁ちよう〉の大だい伽が藍らんとはまたちがった感かん慨がいを覚えていた。

　ここは巨大な知識の塊かたまり──それは、このサザンがもとより秘蔵していたものだが──それが増ぞう殖しよくに増殖を重ねて、ついに六門の中央に打ち立てた金字塔のように思えたからだ。

　しかも、そうした知識が実じつ際さいにしまわれている中央塔の図書室を、中に入って一目見た途と端たん、感動はめくるめく眩暈めまいに変わった。通路を渡って入室すると、そこには天をめざすかのごとく、何なん層そうもの書しよ架かが周囲の壁かべをめぐるようにして積み重なっていた。各層には内ない壁へきに張り出した通路が円形に作られ、それが何層も上に続いていく。

　その天てん井じよう近く、いちばん上に院長室がある、とも聞いたが、リコルにとってそんなものはどうでもよかった。各層への階かい段だんを昇のぼっていっても院長室に行けるが、通つう常じよう、そこへは中央にある、光り輝かがやく自由に昇しよう降こうする魔法の箱のようなもので行き来すると聞いても、もうどうでもよかった。

　この本の数、この蔵書こそが、杖つえ魔術、召しよう喚かん術じゆつをはじめとして、サザンの栄光そのものを表わしているのではないか──そんな気になったのである。

「さあ、行きましょう、レイチェルさん……ああ、なるほど」

　イサクは、呆ぼう然ぜんとしているリコルをいかにも田舎いなか者ものと思ったのか、冷たく眺ながめているだけだ。

「リ、あっ……えっと、レイチェル君、そんなに口をぽかんと開けてると馬ば鹿かみたいよ」

　こだわりのないファラータの言葉に、イサクはようやく口を開いた。

「ここに来た学生は、たいていこうなるんだ。〈大学院〉の栄光に圧あつ倒とうされてね」

「それより、あの昇降箱にはだれでも乗れるんですか？」

「いや、許きよ可かがないと駄だ目めだ。なにしろ院長は忙いそがしい。許可のないものには無理だね」

「階段は？」

「あれは、非ひ常じよう口ぐちのようなものだ。もっとも院長クラスになると、〈浮ふ遊ゆう〉の魔術があるから使わなくともいいんだけどな」

　ファラータはここぞとばかりに、院長室への出入りを念入りにチェックしていた。そう、二人の目的はここに忍しのび込こむことだったからだ。

　しかし、ふぬけになったようなリコルには、そうしたやりとりはまったく聞こえていなかった。




「いやあ、やっぱりすごかったなあ」

「あら、そう。わたしには、なんだかカビが生えたような建物や、浮き世離ばなれした人たちに映うつったんだけど」

「なにを言ってるんだ。あの伝でん統とうある図書室を見たろう？　あれこそ〈大学院〉の存そん在ざい意い義ぎなんだ」

「ふ～ん、ところで、その図書室の上に院長室があって、わたしたちの目的はそこへ侵しん入にゆうすることなのよ。ちゃんと調べた？」

「あっ、そうだった。しまった、よく見てなかった。まあ、これからもあそこに行くチャンスはあるだろうし……」

「まったく頼たよりないんだから」

　二人が言いあっているところに、イサキオスに連れられて二人の男がやってきた。今回の計画を担たん当とうしているこの組そ織しきのメンバーだ。

「こちらは、そうですな、アルとエルとでも覚えてください。キーレンの秘ひ密みつを探さぐるブレーンです。ところで、いま聞いていましたが、お二人とも無事入学され、さっそく内部を見てこられたみたいですな。さすがに手回しがいい。どうです、忍び込めそうですか？」

　改めてそう言われると、けっこう難むずかしそうだった。昇降箱は動かせそうにないし、書架の階段を上がって行っても、どうせ厳げん重じゆうに守られているだろう。いざとなると、階段から侵入しなければならないだろうが、入ってからも厄やつ介かいだ。

「無理とは思えないですが……」

「はっきり言って、無理だと思います。どうしてもというなら、書架の階段から行けるかもしれませんが、脱だつ出しゆつまで考こう慮りよに入れると難むずかしいです」

　口を切りかけたリコルを制せいして、ファラータがはっきり言った。

　それをアルとエルの二人はおもしろそうに見ていた。

「はっきりものを言うお嬢じようさんだ」「しかし、的てき確かくだぞ」「そうだな、注意力という点では彼女が正しい」「しかし、召喚は彼だしな」「＠§☆★」「[image: ￡]％＃──」

　リコルらがあっけにとられているうちに、どんどん早口の会話が進んだ。早口といっても、一種独どく特とくの言い回しで、断だん片ぺんしか聞き取れない。リコルは〈高速詠えい唱しよう〉という魔ま法ほうの唱え方を知っているので、これもその一種かと類るい推すいした。おそらく噂うわさに聞く、盗とう賊ぞくたちの〈早口フアストトーク〉だろう。

「ま、まあ、お二人とも、ここは普ふ通つうの方もいるので、わかるようにしゃべっていただかないと」

　とりなしたイサキオスだが、アルとエルの様子から無理だと判はん断だんしたのか、自ら説明しはじめた。

「要するに、リコルさんやファラータさんが見たことは、すでに調べがついています。それがわかった上で、われわれとしては侵入の方法を考えたいということです」

　そう言って、今度は若わか者ものをじっと見る。

「理由は、キーレンが今回の事じ件けんを企たくらんだ大物の一人でしょうが、彼が何を目的としているのかを明確につかみたい。単に〈大学院〉が、〈教きよう皇こう庁ちよう〉や他ほかの貴き族ぞくとつるんで勢せい力りよく拡かく張ちようを狙ねらっただけのようには思えないからです。となると、あの院長室での彼の挙動によって、情じよう報ほうをつかむのがいちばんなのです。彼の外での行動はかなり追つい跡せきしましたが、どうも他とのつながりがよくわからない。ただ、わかったことが一つあります」

　ここで、一度言葉を切った。

「近々、彼はあの部屋で何かの儀ぎ式しきを行なうようです。そのための準じゆん備びを進めていることはつかみました。やがて、そうした資し料りようや材料が届とどきます。そのとき、その運うん搬ぱんにまぎれてなんとかやつの部屋に忍び込み、情報を獲かく得とくして脱出する」

「じゃあ、わたしが──」

　言いかけたファラータをイサキオスは制した。

「ここにいる二人は、その工作を担当する者たちです。いわば、いろんな装そう置ちや仕し掛かけを担当するといってもいい。しかし、問題がひとつあって、魔法めいたものはまったくダメなのです。そりゃ、そうでしょう、魔ま術じゆつはキーレンたちの専せん門もんですからな。重要な場所には結界や魔法の罠わなが張はってあって、そこを通ろうとすれば一発で見み破やぶられる。ここは魔術でない魔術、言いかえると奇き術じゆつのようなトリックをしかけて入らないといけない」

　そんなことができるのか、という若者をイサキオスは見つめた。

「最初はわれわれも、ファラータさんのような人を資料に隠かくして運び込むことを考えました。でも、大きすぎてさすがに危き険けんがある。それに、それだけなら、あなたがたは必要ない。わたしたちでやればいいのだから」

　何を言っているのだろう、ファラータで駄だ目めということはぼくか？

「そうです、リコルさん、ここはあなたの召しよう喚かん術じゆつが必要なのです」

「召喚？　ぼくが外にいて、キーレンの部屋になにか呼よび込むことかい。むずかしいと思うな。位置の特定や、抗こう魔法も考えると。それに召喚術は魔法の呪じゆ圏けんの中にあると、失敗しやすいし」

「いや、召喚じゃありません」すました顔。

「じゃあ、何？」

「むしろ送そう還かんと言うべきでしょうか」

　ん、送還？　何のことだろう？

　リコルはまだ話の筋すじがつかめずに、召喚のむずかしさをあれこれ考えていた。

「あっ、わかった」

　リコルより勘かんのいいファラータには閃ひらめいたようだ。

「クロックを先に召喚しておいて、何かに隠して送り込むのね。そして、部屋での情報をクロックからリコルに伝えて、見つかりそうになったらリコルが部屋の外にいて送還する」

「そのとおりだ」「この娘むすめは勘がいい」「むしろ男よりも役にたつ」「こちらに引き込もうか」「￥＄[image: ￠]」「[image: ￡]％＃」

　またも、早口の会話が男たちの口から洩もれる。

「そうです、リコルさん、だから、あなたが〈大学院〉にいなければならなかった。わかったら、しばらく学院生活を続けてください。準備が整ったら連れん絡らくします。それまでは、いままで以上に〈大学院〉に精せい通つうしておいてください」

「でも、召喚術も魔法じゃないかしら」

　自分で言いだしたことながら、矛む盾じゆんに気づいたのか、ファラータが疑ぎ問もんを口に出す。

「それなら、クロックは通ることはできても、送還のときにうまくいかないかも」

「いや」と、いまの話を考え込んでいたリコルが口を開いた。

「召喚術と普通の魔法は働く原理がちがうと聞いている。たしかに召喚術は、召喚するときは魔法だけれど、呼び出したものは魔法を帯びていない。それに、送還の原理もまだよくわかっていない。意図的に消せるし、放ほうっておいても消えてしまう。たしかに、送還は可か能のうかもしれないな。絶ぜつ対たいとはいえないけれど。まあ、放っておけば消えるから」

「そうなのです。それに召喚、送還は少し離はなれていてもできますが、できればその距きよ離りは近い方が確かく実じつだ。で、いざという場合には、送還が効きかなくても、最後の手しゆ段だんとして──」

「あ、わかった、いったん中に入れば、クロックなら窓まどから飛びだして逃にげられるかもしれない。外から入るのは無理でもね」

　とファラータ。

〝ホーホー、ひとごとだと思って勝手なことを……〟

　フクロウから、ちょっと待て、というような思念が届とどいたが、リコルは無む視ししていた。

　そう言いつつも、クロックがやってみようかと考えているのは、長年のつきあいから感じとれたからである。

　そう、それくらいしか方法はないだろう。ここはまず話を聞いた方がよさそうだ。

　イサキオスは、二人が黙だまって聞いているので、許きよ可かを得たと思ったらしく、具体的な方ほう策さくに入っていった。

　やがて、ファラータは退たい屈くつしてきたらしい。

「あ～あ、じゃあ、クロックが主人公で、リコルはそれを助けるけど、わたしは意味ないじゃない。これを聞くと、またあいつだけが、ホーホーって喜ぶんだ、つまんない」

「おわかりになってませんな。ファラータさん、あなたも重要なんですよ」

　不ふ可か解かいそうな顔をする女武ぶ闘とう家かに、イサキオスはお辞じ儀ぎをした。

「あなたこそリコルさんが無事〈大学院〉を脱出するまで、それを守る重要なボディガードなのです。いまの直観力を見ても、リコルさんお一人では、心配ですからね」

　他の二人も、そのとおりと言わんばかりににやっとする。リコルは何ともいえない気持ちだった。




　リコルとファラータの〈大学院〉での勉学は、その後も続いた。ファラータはまったくの初心者ということで、気楽な部分もあったが、リコルの方は大変だった。

〈大学院〉は入ってきた学生のレベルに応おうじて、さまざまにクラス分けをする。学生の年ねん齢れいはさまざまだが、たいていは十二歳さいから十五歳までが多い。こうした思春期に魔ま法ほうの素そ質しつが見えはじめ、花開くことが多いからである。この年齢の学生に対しては、基き本ほん的な教養を身につけることに主しゆ眼がんが置かれ、よほど才能のある者以外に魔法の授じゆ業ぎようは行なわれない。

　十六歳を越こえると社会の成人と同じなので、より実じつ際さい的な学問に進むことになる。だいたい三年はみっちりと勉学し、たいして才能がない者や、奇き術じゆつまがいの〝魔法〟を身につけ、それで充じゆう分ぶんと感じた者は学院を去っていく。本物の魔術師しや召しよう喚かん術じゆつ師しになろうとする者は、さらにそれから三年、専せん門もん分野をみっちりと勉強し、一通りの基き礎そを身につける。しかし、この段階でも術者として普ふ通つうはレベルは高くない。ほとんど入門段階というべきだろうか。

　それからはさらに〈大学院〉で研究をきわめる者、卒業して一いつ般ぱん社会で自分の技わざを磨みがく者、といった流れに分かれる。〈大学院〉を出てしまった者は、たいてい魔法使いとして一流になれず、そのうち初期の志こころざしをなくしてしまう。なかには、覚えた知ち識しきを悪用する堕だ落らく魔術師や無法召喚士と呼よばれる輩やからになる者もいる。一方、〈大学院〉に残って延えん々えん研究や実じつ技ぎを極きわめる者から、やがては大魔術師と呼ばれる存そん在ざいが出てくるのだ。

　もちろん、残ったといっても日がな研究室にこもっている者ばかりではない。他の部ぶ署しよやほかの国々から派は遣けんの要よう請せいがあったり、ある意味、武む者しや修しゆ行ぎよう風に一定期間世に出たりすることも多い。いずれにしても、〈大学院〉は魔法を極めていくと同時に、そうして魔法を習得した者についての責せき任にんも負う。流れから逸いつ脱だつする堕落魔術師（俗ぞくにネクロマンサーと呼ばれる者が多い）や無法召喚士を取り締しまり、管かん轄かつする役目も存在していた。

　正直、魔術レベルだけ考えれば、現げん在ざいのリコルは二十歳以上の最高学年の卒業生をも超こえていた。だから、純じゆん粋すいに学生として〈大学院〉で学ぶことはさほどないとも言えた。しかし、それは独どく学がくという名の我が流りゆうであり、総そう合ごう的な幅はば広ひろさでは、まだいろいろ欠けている部分があるのもまちがいなかった。

　学院にこうした生徒がまれに来ることもある。そうした場合、学院側は基本を教えるだけで、あとはその才能を伸ばすと同時に、社会から逸脱することを諫いさめ、こうした者を〝登録〟できたことをむしろ喜ぶ。

　だから最初は、リコルにとって授業はつまらないものだった。




　ほぼひと月が過すぎ去ろうかという頃ころ。

「リコル！　起きて、いつまで寝ねてんのよ」

「今日の講こう義ぎは昼からだろ。どうせ、知ってることばかりだし。昨夜、遅おそかったんだ」

　宿に駆かけ込こんできたファラータの顔を見て、リコルは大きな欠伸あくびをした。学院の授業はほとんど知っている内ない容ようでつまらなかった。彼はそれよりも学院から資し料りようを借り出し、この頃独学で、もっと高度な術を夜遅くまで勉強するようになっていた。そのため、朝起きが辛つらい。

「だから、あんた、恥はじかいてるわよ。中庭の塔とうの壁かべにあんたの下着が引っ掛かけられて、旗はたみたいになびいているんだから。みんな、笑ってるわよ」

「えっ、何だって？」

　あわてて、自分の荷物を探さぐってみる。たしかに下着が何なん枚まいかない。そういえば、前々日に院内泊とまり込みで集中講義があった。あのとき、盗ぬすまれたのか。でも、なぜ下着なんかを……金目のものならほかにもあるはずだ。

「あんた、だれかの恨うらみでも買ったんじゃない？」

　言われてみて、気がついた。

　リコルは最初から目につく生徒だった。レベルが高いとみてか、〈大学院〉側は通つう常じようのコースを一週間で簡かん単たんにすませ、二週間目からは彼を最終学年の生徒たち、この学院で九年近くを過ごしている者と同じ扱あつかいにしたのである。

　魔法の講義については、そうしても何の問題もなかった。生意気なと思う先せん輩ぱいたちはいたかもしれないが、少なくとも魔法の技わざに関しては誰だれしもがその素そ質しつを認みとめ、特にトラブルを引き起こすということもなかった。中にいる者には飛び級もあるし、若わかい者もいる。ここまで来た高度な講義ともなれば、ある程てい度ど能のう力りよくのある者は他者の実力もわかるのである。

　問題は運動の実技の方である。こちらはリコルは入ったばかりというので、免めん除じよということもなく、通常どおりこなさなければならない。ここでのリコルは、特にすぐれているわけでもなく、普通という感じだった。

　ただ、この実技を受ける連中のなかには、魔法の吞のみ込みが悪く、なかなか進級できない者もいる。そうした者は怠たい惰だなことも多く、魔法のみならず、運動実技もさぼっており、いまだこちらも卒業できないでいることが多いのだ。リコルのような存在は、彼らの妬ねたみ嫉そねみの火をつけやすい。魔法ではあっというまに追い抜ぬかれたが、運動実技ではどっこいどっこいだ。あるいは、彼らの方が上回っている。それなら、腕うで前まえを見せつけて、ちょっといたぶってやろうか。

　ということで、リコルはそうしたメンバーに目をつけられていた。

　実は、前日も競走があったとき、リコルは彼らの一人が、魔ま法ほうで手抜きをしているのを見つけてしまった。走っているのに、足が地についていない。まあ、こんなところに長いこといると飽あきもするんだろうな、くらいに思ったリコルは最初は無む視ししていた。こんなことでもめごとを起こしてもつまらない。自分の目的は、まず学院をよく知ることであり、ついで時間の余よ裕ゆうがあれば、魔法の勉学を進めることだ。生徒間のトラブルに巻まき込まれるのがいちばんいけない。あまり目立つと、ここに入った目的から外れることになる。

　だが、その生徒は必死に走っているリコルのそばに寄よってきて、さんざん罵ば倒とうしてきた。そして、リコルがとりあわないと知ると、偶ぐう然ぜんを装よそおい、体を突ついて押おし倒たおしてしまったのだ。さすがに頭にきたリコルは、いちばん簡単な解かい決けつ法を見つけた。〈魔法消去〉をかけるのだ。突とつ然ぜん、魔法をとかれた相手は、バランスを崩くずして、こんどは自分が倒れてしまう。

　リコルは余裕で埃ほこりを払はらうと、何事もない顔で走り続けた。

　ただ、まずいことに教官が見張っていて、なにがあったかすべて見抜いていた。しかも、この教官は公平に、ずるをしていた生徒を叱しかり、あろうことか、リコルの対たい抗こう策さくをほめちぎったのである。相手の生徒の目に、暗い憎ぞう悪おの炎ほのおが燃もえ上がったような気がしたのはまちがいではなかったようだ。

　考え込みながら急いで走っているリコルの耳に、ファラータの声が届とどいた。

「ほら、あれよ。わたしが取ろうかとも思ったんだけど、残念ながら届かないの」

　リコルの目に、本館中庭の二階近くの壁から斜ななめに突き出ている旗はた竿ざおに、自分の白い下ばきがへんぽんとひるがえっているのが見えた。いつもは〈大学院〉の旗がかかっている場所だ。

　そばの壁に白ペンキで、大きな字が書いてある。

〝わが名はレイチェル、ここに見参！〟

　下には人だかりができ、中にはそれを指差しての笑い声も聞こえる。

「まずいなあ、だれがやったかはわかってるんだ。あいつをとっちめて白はく状じようさせられればいいんだが……」

　リコルは、そばの木こ陰かげでそれを見上げていた。

「ごたごたして、問題が広がるとまずいわねえ」

「そうなんだ、穏おん便びんにやったほうがいい。しかたない、召しよう喚かん術じゆつを使うぞ」

　リコルは急いで召喚符ふを取り出す。

　呪じゆ文もんを唱える。投げた召喚符の作る扉とびらから飛び出してきたのは、小さな鷹たかだった。

　そいつは大空に弧こを描えがくとたちまち猛もうスピードで降こう下かし、ひるがえっていた下ばきをその鋭するどい嘴くちばしに引っ掛かけて、そのまま空へとかけのぼっていった。

　おお、と、下で見ていた群ぐん衆しゆうからどよめきが上がる。

「あの文字はどうするの？」

　ファラータがきいた。

「これは、お手伝いさんに頼たのまないとなあ」

　そう言って若者は再ふたたび、召喚符を地面に向かって投げる。と、壁かべのそばの地面に小さな生き物が数体出しゆつ現げんした。

　手になにかぞうきんのようなものを持っている。その小さなかわいい生き物は半ダースほど現あらわれると、書かれた字まで壁をぴょこぴょこと上っていき、ぞうきんを手に一生懸けん命めい拭ぬぐいはじめた。

　やがて、文字はだんだんと薄うすれだす。

　しばらくすると、落書きははっきりとは見えなくなった。
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「ふう、やっと終わった」

　最初は騒さわいでいた群衆も、下着がなくなり、壁の文字も見えなくなると、面白さがなくなったので三々五々散っていく。

「どうするの、リコル。これをやった相手ってわかってるんでしょ。とっちめてやらなくっちゃ」

　ファラータは意気込んでいる。指をぽきぽき鳴らすような仕草を見ていると、いまにもそれをやらかしかねない様子だ。

　ちょっと考えていたリコルは、やがて首を振ふった。

「いや、止やめておこう。ここで騒ぎを起こしても意味がない。ぼくらはここでずっと学ぶわけじゃない。それまで辛しん抱ぼうすればいいんだ。でも──」

「でも、なあに？」

「こんどやってみやがれ、あの野や郎ろう！」

　その顔を見て、ファラータはなんともいえないおかしさを感じた。まあ、それが正しいのだろう。いまのリコルの力なら、そんな蛆うじ虫むし野郎はわけもなく潰つぶしてしまえる。だけど、そんなことはするまでもない。力の弱い者に限かぎって、自分より力の弱い者をいじめる。自分たちにはもっと大事なことがある。それがわかっているようなので、リコルも大人になったものだと、彼女は感じた。

　とはいうものの、その日の午後、リコルはいたずらの当事者として〈大学院〉に呼よび出されることとなった。当初、こってり絞しぼられるだろうなと思っていたが、幸い担たん当とう者しやは現状復ふつ帰きしようとした努力を認みとめ、この若わか者ものの言い分を聞いてくれたので、それほどひどいお咎とがめはなかった。おそらく、日ひ頃ごろのリコルの行ないも評ひよう価かされていたのだろう。

　だがこの件けんで、リコルも〈大学院〉も知らなかったことがある。

　実は壁のペンキには魔ま法ほうの成分も含ふくまれており、たとえ消しても一か月ほど経たつと文字がまた浮うき出してくることを。しかもそのとき、なぜかそこにあった〝レイチェル〟という名前が〝リコル〟になっていることも。理由はわからない。ひょっとしたら、リコルの呼び出したブラウニーズたちがいたずらをしたのかもしれなかった。

〝わが名はリコル、ここに見参！〟

　──とりあえずこの跡あとが、後の時代に〝リコルの落書き〟として有名になろうとは、誰もそのとき気がつかなかった。




　そうこうしているうちに、イサキオスの組そ織しきから実行の連れん絡らくがあった。

　計画は念には念を入れてあった。

　キーレンには常つね日ひ頃ごろからひいきにしている店が何なん軒けんかある。それらは六門世界の各地で見つかる貴き重ちような魔法の品々を取り扱あつかっていた。そこに持ち込まれるのは、遺い跡せきで回かい収しゆうされた古代帝てい国こくの強大な力を持つ品もあれば、これまでどこかの家に埋うもれていた先せん祖ぞ伝来の品ということもあった。

　通つう常じようは何ということのない買い物なのだが、このところキーレンは足しげくそうした店に通い、いくつかの品や書物はないかと執しつ拗ように要求していたのである。具体的にそれらの名をあげても意味はないだろう。魔ま術じゆつ師しが実験や研究に用いる材料は、普ふ通つうの人間には意味をなさないものが多いからだ。南方でたまに見つかる大カエルの目玉だとか、人魚姫ひめの尾おひれだとか、あるいは、さまざまな異い端たんの書だとか。

　問題は、それらを緊きん急きゆうにキーレンが求め、どの店でもよいから通つう報ほうがあったらすぐに集めて〈大学院〉に持ってくるよう、強く指し示じしていたことである。キーレンの行動を監かん視ししていた組織の工作員は、これに気がついた。そして、そうした店にいる関係者に、材料が見つかれば至し急きゆう連れん絡らくするようにと指示していた。

　どうやら、要求の品は揃そろったようである。

　かくして、それらを詰つめた箱のすりかえ作戦が実行された。箱が人間の手で運び入れられるときには、さすがに魔法の結界にも引っ掛かからないだろう。工作部隊が作った箱は少しあげ底となっていて、頑がん丈じように補ほ強きようされ、底にクロックが入れられる。中からは、隙すき間まを通して外を覗のぞくことができると同時に、意図すれば外に出ることもできた。中身を取り出して不要になった箱はそのうち捨すてられるだろうから、クロックはその前に外に出て隠かくれておかなければならない。

　これだけ細工をしても、計画は完全とは言えなかった。キーレンは箱が届とどくと、身内に運び込ませるだろう。そのさい、すぐに箱を開けられると厄やつ介かいかもしれない。こうなると中身を取り出され、〝箱は捨てておけ〟とすぐに運び出される。クロックが出て隠れるタイミングがない──下手をすると、中のクロックにも気づかれるだろう。

　だがこの点について、イサキオスは自信満々だった。キーレンについては性せい格かくも調べてある。彼は自分の収集品を人には触ふれさせたがらないタイプだ。以前、キーレンがもっと低い地位の頃ころ、本を届け、箱から出して整理しましょうかと言った店員が、ひどく不ふ愉ゆ快かいげに〝いらぬ、触さわるな、自分でする〟と言われたらしい。普ふ段だんのそうした性せい癖へきは変わらないはずだ。だから、彼が公用で忙いそがしそうなときに運び込めば、開くのは後回しになって時間が稼かせげ、うまくいくだろうということになった。

　そして、リコルはクロックを召しよう喚かんしておき、その目、その耳で、キーレンの行動を逐ちく一いちつかんだと思ったら、即そく座ざにフクロウを送そう還かんしてしまう。これで情報は漏もれなく集めることができる。それにたとえ今回、キーレンがさして意味のないことで魔法の材料を集めていたとしても、彼の室内を探さぐることによって、いくつか貴重な情報がつかめるにちがいない。

　その日は、朝から卒業生を中心とした集まりがあった。キーレンは院長代理ということで挨あい拶さつのために出席することになっている。前日、頼たのまれていたものを持って上がりますと店から連絡すると、それでいいということだったので、予定した作戦が実行に移うつされることとなった。




〝結局、おいらはこのために〈大学院〉につれてこられたのかい。あ～、狭せまいや、窮きゆう屈くつだ〟

　鳥からの不快感が伝わってくる。一いち応おう、うまく箱の底に押し込められたようだ。

　リコルは自分の感覚を鳥にあわせた。

　大だい丈じよう夫ぶ──窮屈で視界は狭いが、隙間から外も見えた。

　しばらくすると、〈大学院〉に着いたのか、応対に出てきた受け付けの声がする。工作員はキーレンに運ぶように言われたので持って上がります、と告げているが、係かかりの者はそこまでは必要ないと答えているようだ。

　工作員はしばらく粘ねばった。これまでもお得意だったし、すぐに持って上がるよう言いつけられていると主しゆ張ちようする。これには係も困こまったのか、上司に連絡するので待つようにと告げていた。

　どうやらキーレンの秘ひ書しよに連絡を取ったらしい。それなら持って上がるようにということになったが、秘書も一いつ緒しよに付いてきた。そのまま昇しよう降こう箱ばこに乗って、院長室へと入って行く。

　一方、生身のリコルは、気分が悪いと言って休きゆう憩けい室にいた。緊張で脂あぶら汗あせが浮うかぶ。ファラータは外で、キーレンの挨拶を聞いていた。その行動は彼女が見み張はっている。

　よし、工作員も入れた。これならいい場所に配置してくれるぞ。

　置かれたところはどうやら書しよ斎さいのようだった。中は本が多いので、秘書もそこがいいと判はん断だんしたようだ。それから、手伝いはいらん、あとはキーレンさんが自分でやる、すぐに出るようにときつく言い、一緒に出て行った。

　遠ざかっていく足音が聞こえたリコル……クロックは、ほっとした。

〝さあ、どうしよう、待つのかい、それとも出るのか〟

　さっそくクロックから、指示待ちの声が届く。

〝そうだな、でも、まだ帰っては来ないようだから出た方がよさそうだ〟

〝よかった、おいら、閉へい所しよ恐きよう怖ふ性しようになりそうだったよ〟

　鳥の小さな足で蹴け飛とばすと、底の側面が開く。ごそごそと這はい出したクロックはすぐに辺りを見回し、箱の側面を元に蹴り戻もどすと、隠れられそうな場所を探さがした。

　結けつ構こう大きな書斎だった。

　いかにも書物収しゆう集しゆうを愛するキーレンらしく、書しよ架かが立ち並ならんでいる。ちょうど、部屋の入口のそばの書架の上が、天てん井じようと隙すき間まがあって潜もぐり込めそうなので、フクロウはそこに体を倒たおすように押おし込んだ。これなら、すぐには見つかるまい。

「リコル、話が終わったわよ。あいつ、そそくさと会場から離はなれて行ったから、もうすぐ自室に戻るわ」

　ファラータが駆かけ込んできて声をかけた。

　外からの刺し激げきに、フクロウに集中していた若わか者ものは、一いつ瞬しゆん、精せい神しんのつながりが切れて、めまいを感じた。ファラータがそばに来て、悪かったかしら？──という表ひよう情じようで覗のぞき込んでいる。

「い、いや、いい。しばらくここにいて、見張っていて。ぼくはまた集中しないと……」

　再ふたたび、クロックの五感に向かって念を凝こらす。

　部屋がぼんやりと見えてきた。キーレンが急いで入ってきて、届けられた箱を見、満足げな笑えみを洩らしている。すぐに荷ほどきをして、中にあるものをつぎつぎと取り出した。大半は書物だが、袋ふくろに入れられたり、瓶びんに詰つめられた妙みような代しろ物ものもいくつか見える。どう見ても、呪じゆ文もんや儀ぎ式しきに使う触しよく媒ばいだろう。

　部屋の片かた隅すみにいるフクロウに気づいている様子はない。やがて、すべてを取り出した彼は、やおらいくつかの品を抱かかえると、部屋の向かい側に歩いていき、書架の本一冊を手前に引いた。何の本を取り出すのだろうとリコルが思っていると、書架自体が横に滑すべり出したではないか。

　隠かくし扉とびらか！

　驚おどろいて見つめる。扉の向こうは、狭い感じで上に向かう階かい段だんだけが見えた。どうやら、屋や根ね裏うらに通じているらしい。

　なるほど、とリコルは合が点てんがいった。〈大学院〉の中央の塔とうは丸屋根だ。この院長室の上に屋根裏があってもおかしくはない。しかし、このように隠し扉があるということは、そこが貴き重ちような秘ひ密みつの部屋であるのはまちがいないだろう。キーレンが奥おくに入ると、扉はすぐに閉とじた。

　どうしよう？　すぐ追いかけようか。いまのこの際さいにも、何かが上で行なわれているなら、急がないと──

　だが、フクロウは冷静だった。はやるリコルを〝待て！〟というように押しとどめる。召しよう喚かんしている相手からの強い想おもいに若者がとまどっていると、扉がまた開いてキーレンが戻ってきた。残っていた書物を取り出し、それから箱を持ち上げる。ちょっと不ふ審しんげな顔つきだ。

　箱の仕し掛かけに感づかれたか、とリコルは冷や汗が出た。箱の底はクロックが出た後も外からではわからないような形に戻るのだが、仕掛けがあるため、普ふ通つうの空箱よりはちょっと重い。それを不審がっているのか？

　どうやらそうではなかったようだ。箱に大きく〝天地無用〟と書かれた文字に気を留とめていただけらしい。

　キーレンは部屋を出て、人を呼よんだ。しばらくして秘書が来ると、空箱を渡わたしてから告げる。

「レティナン師しに、夜八刻こくになったらすぐ来るように。かねての準備どおりに、と告げろ。それでわかる」

　それから、残った書物を上の部屋に再さい度ど運ぶと、また戻ってきて居い間まに入った。

　リコルはキーレンの告げた名にも意外な気はしなかった。レティナンというのは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しで、今回の国王クーデターでは中心的役やく割わりを果たした人物だ。

　やはり宰さい相しよう派はを駆く逐ちくした事じ件けんでは、〈教きよう皇こう庁ちよう〉だけでなく、キーレンも黒くろ幕まくにいたわけだ。

〝そりゃ、そうだろう。こいつも〈大学院〉の院長失しつ脚きやくでのしあがったわけだから、〈教皇庁〉─宮廷魔術師─こいつ、とみんなつるんでるのさ〟

　それを聞いて、若者は事件の根の深さと、夜に何かが起きそうな予感がして、ぞっとした。それまで、何としてでもここで待ちうけないといけない。

　しばらくすると、キーレンが部屋を出ていった気配がした。

　リコル＝クロックはゆっくりと書しよ斎さいから出て、居間を探さぐる。机つくえには下した敷じきの上に、急いで何かを書いた跡あとがあった。

〝く～、この跡からじゃ、はっきりわからないぜ、リコルはわかるかい〟

〝だめだ、書いた跡だけだからなあ〟

　フクロウは悔くやしそうだが、どうしようもない。代わりに、鳥の足でも引き出しを開けることは何とかできたので、簡かん単たんに探る。手紙類がいろいろとある。どれが重要なのかまではわからないが、その中で差出人がズボラーダ伯はく爵しやくとなっているものがいろいろあった。

〝こいつも今回の事件では怪あやしいな。貴族の大物で、反宰相派として目立ってるやつだよ〟と、クロック。

　どうやらこの鳥は、サザンのいまの状じよう況きようをどこかで勉強しているようだ。

〝でも、陰いん謀ぼうに加か担たんしたかどうかは確かく実じつじゃないな。ちゃんと戻もどしておこう。どっちにしたって八刻には、どうなってるのかわかるだろうし〟

〝それはそうと、リコル、どうするんだい。この居間にずっといちゃ、ばれるぞ。おいらは危き険けんかもしれないが、あの屋根裏に上がって隠れておくことを勧すすめるな〟

　たしかに、その意見には納なつ得とくがいった。事件が起こるのは屋根裏だろう。そこで、居間を去り、そろそろと書しよ架かに近ちか寄よる。フクロウの足を引っ掛けただけでも隠し扉は開いた。まあ、入ってから扉が閉まっても、いざとなれば送そう還かんしてもらえると考えたフクロウは階段を舞まい上がっていった。幸い、奥からも開かい閉へいする仕掛けはあった。

　上は、屋根裏というには立派な研究室だった。いろんな実験器具が並ならべてある。いかにも魔術師の部屋という感じで、リコルは懐なつかしくもなった。父さんもこんな部屋を持ってたっけ。それゆえ、隠れ場所を見つけるのも楽だった。机の陰かげあたりは暗いし、気づかれそうもない。ここで、八刻まで待てば、そのときこそ……。

　リコル＝クロックはそうして、待つことにした。




「リコル、リコル──」

「あっ、なんだい。そうか、戻ったんだな」

　ファラータが肩かたを揺ゆさぶっていた。

「よかった、あまりにも真しん剣けんに入り込んでいたから、ちょっとこわかったの」

「いいよ、いまは大だい丈じよう夫ぶだから」

　休きゆう憩けい室で、若わか者ものはファラータにこれまでの経けい過かを簡単に打ち明けた。

「でも、今日のうちでよかった。さすがにそんなに長くクロックを召しよう喚かんしてはおけないからなあ」

　なんのことを言われてるのか、一いつ瞬しゆんわからなかったファラータだが、納得がいった。召喚術師は、もちろんその技ぎ量りようも関係しているのだが、あまりに長く召喚獣じゆうをとどめてはおけない。長くても半日から一日で、リコルのように腕うでがたち、いくらクロックと精せい神しん的な絆きずなが強くても、一日が限げん度どだろう。

「あれ、でも、考えたら、召喚期間が終わってあいつが帰っても、また召喚をしたら、あそこにクロックを呼び戻せるんじゃないの？」

「おいおい、授じゆ業ぎようで習わなかったのかい。召喚できるのは、ある程てい度ど術者の近くの場所だよ。送還の方は楽だから、ちょっと離はなれていてもできるけど。それに召喚時間が切れたら、呼び出された生き物は自分が元いたところに自動的に戻ってしまうんだ。ほら、今日決行だと聞いて、ぼくが朝、そばにいるクロックにわざわざ召喚を行なっただろう。あそこにさ」

「ああ、そうか」

「とにかく送還の方が安全だろうということで、こうしたんだ。別に召喚せずに、クロックを忍しのび込こませることもできたんだけどね。でも、召喚─送還なら、クロックを通してぼくがその場で情じよう報ほうをつかめるし、逃にがすのも窓まどなんかから飛び去るよりは消え去る方が安全で気づかれない。相手の懐ふところに入り込む第一の目的はまず果たしたから、ここはじっくり八刻こくを待とう。あとはとにかく何か見つけたら、見るだけ見て送還して逃げればいいんだから、少し気は楽になったぞ」

　そのとおりだった。何がそこで起こるのか、こんどは不安と期待がないまぜになって、リコルは背せ筋すじがぞくぞくとしてきた。




　とはいうものの、普ふ段だんは家に帰るリコルらが、〈大学院〉に残っているのも珍めずらしいことだった。別に帰ってもいいのだが、召喚している相手とつながるにはできるだけ近い方がいい。二人は休憩室で補ほ習しゆうをしているふりを続けながら、時を待った。学生たちは、ある者は家へ、ある者は寮りようへと引き上げていく。

〝おい、リコル、まだかな、ホーホー〟

　クロックからの呼よびかけもさすがに元気がなかった。鳥は、この埃ほこりっぽい屋や根ね裏うらの実験室に昼過すぎから閉とじ込められていたのである。

　やがて、八刻になった。レティナンという宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しが来たのか来ないのか、リコルたちにはわからなかった。だが、時刻も近づいていたので、召喚術師はクロックと同調した。目の前に、実験室が浮うかび上がる。

　やがて、話し声が聞こえてきた。階段を複ふく数すうの人が上ってくる。何かを運んでいるようだ。

　見えた。二人──キーレンとレティナンだ。

　だが、リコルは二人よりも、彼らが引きずっているものにぞっとした。

　若い娘むすめである。エルドの神官衣を着ている。気き絶ぜつしているのか、魔術で意のままにされているのか、ぴくりとも動かない。

「手早く済すませてしまおう。準じゆん備びは整えてある」キーレンが言う。

「本当に大丈夫なんでしょうな。こんなおぞましいことがばれたら、即そく、われわれはおしまいですぞ」

「早く手伝え」

　異い国こくの香こうを焚たく匂においが立ち込め、キーレンが敷しき物ものを剝はぐと、その下に六ろく芒ぼう星せいが現あらわれた。娘をその中央に横たえ、朝から手に入れたさまざまな触しよく媒ばいをその上に置く。

　キーレンはレティナンが用意を整えるとすぐに、一冊さつの魔ま導どう書しよを手て渡わたすと、自らも一冊を持って開いた。

　黒いフードをかぶった魔術師が二人、向かいあってぶつぶつと呪じゆ文もんを唱えるさまは、誰だれが見ても邪じや悪あくなものにしか見えなかった。

　キーレンが何かを手から出して、魔法陣じんの中央にふりかける。レティエンも同じことを繰くり返した。そして、二人はより大声で和した。

　その瞬間、一ひと筋すじの煙けむりが魔法陣の上にうっすらと漂ただよい、そして、そいつが現われた。

　歓かん喜きの表情がキーレンの顔に現われる。視し線せんの先を追うと、魔物が何か羊よう皮ひ紙しのようなものを持っているのがうかがえた。

〝おう、ついに解かい放ほうされるのか。夢ゆめのようだ、感かん謝しやしよう、魔術師〟

　低いつぶやきが魔物の口から漏もれた。

〝ああ、知ち恵えを授さずける魔ま神じんたるタロトよ。この努力に報むくい、願わくば、われの望みをかなえよ〟

〝なれの捕とらわれし〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉を開放すべき手段を！〟

　キーレンが応こたえ、レティナンが和す。香の匂いがますます強まった。いや、それには鼻を刺さすような異い臭しゆうも混まじっていた。この魔神の匂いなのだろうか。

〝われの代だい替たいは用意したか〟魔神はそう言って見下ろし、満足するようにうなずいた。〝エルドの聖せい尼に僧そうだな。よし〟

　そう言って、いまにもまがまがしい鉤かぎ爪づめをそのやわ肌はだに喰くい込ませようとする。

〝待て！　その前に願いを聞き届とどけられよ〟

　キーレンが鋭するどく叫さけぶ。魔神はしかたなくうなずいた。

〝ああ、これが最下層そうまでの地図だ。足を踏ふみ入れることができれば、迷わずほぼ行けるがな。障しよう害がいも多いぞ。生身の者の問題は、足を踏み入れること自体がまずむずかしい。通つう常じようはわれの作った呪文によって、ここは入れぬよう守られておる。よいか、それを開くのは満月の夜に唱えるこの言葉だ──☆★○●◎〟

　リコルは必死にその言葉を覚えた。キーレンも確かく認にんするために魔神にそれを繰り返させる。その場にいる者は、全員が必死に耳をそばだてていた。出るときには、入ったところで逆ぎやくに唱えるらしい。

〝まちがいないな〟

〝おう、われも契けい約やくによってしばられたる身、噓うそを言えば、解放されぬ〟

　魔神の顔にこずるい表ひよう情じようがあるのを院長代理は見み逃のがさなかった。

〝本当に、それだけで弟神は解放されるのか。おまえの牢獄に入れる呪文だけで〟

〝ふむ、さすがにわれを呼び出すだけあって鋭いな。それだけではない。実は、あそこは三重に封ふうじられておる。まず、われの呪文がなければ、〈魂の牢獄〉に入ることは無理だ。そして、弟神を閉とじ込めた扉とびらに書いてある文字を読み、それを逆に唱えてあるものを召しよう喚かんし、それを倒たおさねば、扉は開かぬ。さらに、その後に代だい償しようの儀ぎ式しきが必要だ〟

〝あるものとは？　そして、その言葉とは？〟

〝われもそこまでは知らぬ〟

〝なぜ、そこまで。普ふ通つうにおまえの呪文だけで閉じ込めればよいものを〟

〝われも兄神のされたことは解げせぬ。慎しん重ちようだからか──われに弟神を閉じ込める強力な迷めい宮きゆうと呪文を作らせただけでなく、安全のため、われをも閉じ込める方だからな〟

〝おまえが信用できなかったからではないか〟

　皮ひ肉にくっぽいキーレンの声。

　魔神は笑った。凄すご味みのある声だ。

〝そのわれを信用しているのは、どこのどいつだ。まあ、だれかがなにかの拍ひよう子しにわれの呪文を破やぶり、あそこへ行って最後の呪文を読み、召喚された魔物を倒せたとしても、それだけでは解放できず、途と方ほうにくれるというわけだ。要は二重三重に安全を講こうじてある。兄神の皮肉なやり方だ。いかにも聖せいらしい嫌いや味みさだな。われを先に呼び出し、前もって解放の方ほう策さくを知ろうとしたのは賢かしこい選せん択たくだぞ〟

〝そんなお世辞にはのるまい。それに、その後の代償の儀式というのもどういう意味だ。どんな代償を払はらうのだ？〟

〝さすがにしつこい男だな。われが、探さぐられれば答えざるをえないのを知ってのことだろうが。よし、気をもたせるのもやめよう。その儀式とは、魔界での代償たる〈必要条じよう件けん〉と同じように考えればよい〟

　その言葉に、キーレンは、やはりというようにうなずいた。

〝つまり、なれに対するように生いけ贄にえを捧ささげる必要があるというわけか〟

〝おう、理解したか、そのとおりだ。だが、代償は大きいぞ。一つの国や〈教きよう皇こう庁ちよう〉をつぶすくらいのな。貴き様さまらが狙ねらっているのは、本来、この牢獄が目的としている最後の大物だろう。われのように聖なる処しよ女じよ一人くらいとはわけがちがう〟

　これを聞き、さすがにキーレンの額ひたいにも汗あせが浮うき出ていた。聞いているリコルすら、寒気がしそうだ。

〈教皇庁〉をつぶすくらいだって？　何を考えているんだ、こいつらは！

〝とりあえず、満月の夜に一度潜もぐって、先に解放の手段を講じておくことだな。それができなければ、すべては絵に描かいた餅もちだ。われは行くぞ。はやく解放されたい〟

　魔神はそう言うと、女を鉤爪でひっつかみ、消えて行った。リコルはあっと思い、なんとかしたかったがそんな暇ひまもなかった。それに、いま飛び出すわけにはいかない。この二人が何を言うかは、まだ重要なのだ。

「キーレン様の言われるとおりでございましたな。まさか、聖エルドの大神にご兄弟がおられたとは。〈教皇庁〉のやつらは知っておるのでしょうかな。やつら、唯ゆい一いつの大神のみを信じよ、つぎに従したがうのはその愛まな弟で子しエルド、とか常つねに言っておりますが」

「限かぎられた上層部は知っておろう。もともとやつらの創そう世せい神話には載のっておったのだが、都合が悪いのか後で削けずられたとも言うからな。そこではこの世を創つくったのは双ふた子ごの兄弟で、後で仲たがいして、片かた方ほうが魔界を統すべるお方になるはずが、兄の姦かん計けいで牢ろうに囚とらわれたと、ちゃんと書いてあったと」

「まあ、いろんな異い端たんの説はありましたが、おおもとはそこに発していると」

「そうしたことを知れたのも、わが守しゆ護ご神のおかげだ」

「ありがたや、ルシ……」

「みだりにその名を出すな。かの方には魔界に敵てきも多い」

「おお、恐おそろしや。サタナキアとか、いろいろおられますからな。で、そのお方は、弟神が解かい放ほうされたとなると、いかがされるのでしょう」

「さあ、魔界の総そう大だい将しようになられるのはまちがいないところだが、一説では、弟神は盲もう目もくだとか、ただの象しよう徴ちようだとか言われておる。いずれにしても、聖せいは強きよう烈れつな打だ撃げきを受けるだろうし、魔界を中心に、この六門を実じつ際さいに支し配はいするのは、あのお方とわれわれということになるのはまちがいない」

「やりましたな。この情じよう報ほうで、ズボラーダ様もお喜びでしょう」

「だから、そうした名前は軽けい率そつに口に出すな。まだまだやらねばならぬことがある。相手は〈教皇庁〉だ。しかも、あの呪じゆ文もんを唱えて〈魂たましいの牢獄〉に潜り、扉とびらに書いてある呪文を唱えて、守護者の化け物と戦わねばならない。それから、とてつもない代だい償しようという儀ぎ式しきがある。とても簡かん単たんではないと思うが──」

　キーレンは、羊皮紙に書かれた地図をしっかりと握にぎりしめた。

　一方、リコルはズボラーダという名前と、〈魂の牢獄〉に入ることのできる呪文をしっかりと頭の中にきざみこんだ。

　二人の魔ま術じゆつ師しは、階かい段だんを降おりていった。

　後には沈ちん黙もくが残る。

　リコルはただ、あんぐりと口を開くだけだった。そ、そんな大それた陰いん謀ぼうが、しかも、この世の創世にかかわる事実が──いま聞いたことをすべて頭の中で整理することは難むずかしかった。

　じっさい、きれぎれに漏もれ聞いた情報なので、それらを論ろん理り立て、それがまっとうなものかどうか考える余よ裕ゆうはとてもなかったというのが実情だろう。

　とにかく、いったんこの場を離はなれたかった。

〝じゃあ、クロック、もういいから戻もどろう。使命は果たせたと思うぞ〟

　リコルは送そう還かんの言葉を唱えた。

　効いたように思えたのだが、意外なことに鳥からは憤ふん激げきの声が返ってきた。

〝ダメだぜ、こりゃ。戻れない。やっぱり魔法の結界の影えい響きようかな〟

　リコルはちょっと焦あせったが、冷静に告げる。

〝まあ、もうすぐ召しよう喚かん時間も切れるから、そうなるとまちがいなく還かえれるさ。そこにいても安全だろうから、いいじゃないか〟

〝嫌いやだ、こんな埃ほこりくさいところに、まだいないといけないのか。あ～あ、リコルを信用したおいらがバカだったぜ〟

　フクロウのこうしたぼやきが、ほんの短い時間で済すんだのは幸いだった。しばらくすると召喚時間が過すぎ、クロックはようやく送還されたのである。




「で、どうでした、首しゆ尾びは？　いえ、答えなくてもわかっています、うまくいったんでしょう。フクロウさんも無事だし。詳くわしくはぜひこちらで──」

　例によってイサキオスがしゃべっていた。ここは組そ織しきのアジトだ。リコルたちが変へん装そうをさせてもらったところでもある。

　リコルはファラータと、あの後すぐここに向かったのだが、クロックはちゃんと健けん在ざいだった。顔をあわせるとフクロウは目をぱちくりとさせたが、それは──もう二度と、その手はくわないぞ──という合図なのだろう。

　しかし、リコルはいま悩なやんでいた。どの程てい度どまでしゃべるべきだろうか。

　たしかに、いったんこの組織に与くみし、キーレンらのとんでもない企たくらみを知った以上、しかも、自分がソラステルに浅からぬ因いん縁ねんがある以上、イサキオスらにすべてを打ち明けるのが筋すじだと思う。でも、そうなったとき、この組織の力を借りてキーレンの陰謀を阻そ止ししたなら、六門世界のバランスはこんどはソラステル側に傾かたむくだろう。そうなればなったで、自分の考えているサザンの状じよう況きよう改かい善ぜんとはまったくちがうことになる。

　思い余あまったリコルは、ファラータにどんなことがあったかをしゃべり、相談した。ファラータの答えは単たん純じゆん明めい快かいだった。

「そんなとんでもないことをキーレンや貴き族ぞくが考えているのなら、わたしたちが阻止すればいいじゃないの」

「そのために援えん助じよしてもらうと、ここの組織やソラステルの思惑おもわく通りになってしまう」

「ホテプトさんがいたら大だい丈じよう夫ぶよ」

「ちがうと思うな。この組織は、ソラステルの中でも対サザン強きよう硬こう派はがやってるんだろう。彼らが知ってしまうと、ぼくたちの阻止を機会に力を得ようとするだろう。本当は、こうした組織が力を持たない方がいいんだ」

「そうねえ。じゃあ、一部だけしゃべって、あとはわたしたちが独どく自じになんとかするしかないんじゃない？」

　仕方ないとはいえ、リコルもその案に賛さん成せいだった。キーレンとレティナンがつながっており、ズボラーダという貴族も深くかかわっていること。彼らが魔の力を得て、〈教きよう皇こう庁ちよう〉に対して陰いん謀ぼうを企くわだて、つぎの満月の夜に何かをする──くらいの話にしておけば、まちがいではないし、この組織の役にも立つだろう。それでお役ごめんになるか、もっと詳しく知ろうとズボラーダ伯はく爵しやくへの調ちよう査さをまかせてもらえるなら、うまくいくんじゃなかろうか。

　そう思って、イサキオスに報告しようとしていると、別室から呼よばれた。なんでも幹かん部ぶ立会いのもと、報告してほしいということらしい。

　リコルはその部屋に向かった。




　部屋に入ったとき、妙みように不気味な予感があった。

　いたのは、イサキオスともう一人だけである。幹部というのは、暗い顔つきの細身の男だった。

「……というわけで、このレイチェル殿どのが単身、召喚術じゆつを駆く使しして、敵てきキーレンの陰謀をつぶさに知ったというわけでございます。フォーリー上司、詳しくは直ちよく接せつお聞きいただければ……」

　こうした組織では、できるだけ偽ぎ名めいが使われる。リコルもここでは〝レイチェル〟だった。イサキオスは妙に媚こびるような笑えみを浮うかべている。

「わかったイサキオス、下がってよい。こうした情じよう報ほうは内ない密みつに限かぎる。おまえはそれなりに聞いているだろうしな」

　リコルは、えらく秘ひ密みつ主しゆ義ぎだな、と思った。イサキオスがいつもとちがう笑みを浮かべているのは引っかかったが、彼がいないとなると、噓うそを少々ついてもばれないだろう。いや、ということは──拷ごう問もんかなにかで、知っていることを全部吐はかされ、処しよ分ぶんされるなんてこともあるんだろうか？

　若わか者ものは身み構がまえた。

「レイチェルさん、そう硬かたくなりなさんな。まあ、そんな危き険けんを承しよう知ちで冒おかす人なら、抜ぬけ目もないから警けい戒かいしておられるかもしれないな。全部をしゃべらせるために、あなた、なにかされるのじゃないかと。いや、手て荒あらなまねはしません。ほんのしばらく、わたしとしゃべっていただくだけで」

　何だ、こいつ、やけに丁てい寧ねいだ。噓発見や真実吐と露ろさせられる能のう力りよくでももっているのか。そうなったらなったで、抵てい抗こうするのか、諦あきらめて全部知らせるか考えないといけないな、と思いつつ、リコルはフォーリーと話しはじめた。

　特に重要なことをしゃべったわけでもない。あらかじめ決めていたように、必要なことを語っただけだ。フォーリーはそれを同意するように聞いていただけ。鋭するどい質しつ問もんも、心を探さぐるような動きもない。

　どういうことだ？

　リコルが不ふ可か解かいに思っていると、やがてフォーリーの顔に嫌いやそうな表情が走った。なにか同意を求められ、しぶしぶうなずくような──

　まるで、これまでにもこうしたことが何度かあって、もう経けい験けんしたくないというような。







[image: ]







　と、机つくえの陰かげから、妙な霧きりが立ち込こめはじめた。

　こ、これは⁉　見たことがあるような……。

　毒物ではない。ガスが噴ふき出すような動きではなく、ぼんやりとしたものがゆっくり形をとるような──それはれっきとした生き物、そう、魔まの生き物にちがいなかった。

「おまえは、カ、カース・エレメンタル！」

　リコルが叫さけぶと同時に、相手からも認にん知ちの叫びがあった。

「われを知るとは、何者？……おまえは……そうか……リコル……リコル・エイキン……まさか、ここで会うとは思わなかったぞ」

　リコルにとっては信じられない偶ぐう然ぜんだった。よもや、積年の怨うらみの相手に、ここで出会おうとは！

　もちろん、それはカース・エレメンタルにとっても同様だった。この魔物は箱から解放され、忘わすれていた頃ころにガスパーニュに出会い、リコルを思い出した。それからまたしばらくして、こんなところで見まみえようとは！

　しかし、カース・エレメンタルがここにいるのは、ある意味必ひつ然ぜんだった。魔物は〈火か炎えん城じよう塞さい〉でゴルムスの命を受け、サザンの攪かく乱らんを狙う作戦の陣じん頭とう指し揮きをとるために送り込まれていたからである。相手の心を探れるこの魔物の価か値ちははかりしれない。むしろ、リコルがここにいる方が偶然だ。

　だが、リコルにそんなことがわかるはずがない。一いつ瞬しゆん、どうしようと思った召しよう喚かん術師だが、この宿敵に立ち向かう心だけはなんとか抑おさえつけた。

　ここは敵てきのアジトだ。しかも、大切な情報を握にぎっているぼくが、ここでどうなるかわからない戦いに賭かけることはできない。後日だ。やつの居い場ば所しよがわかっただけでも御おんの字だろう。そう思って、クロックに思念をとばす。

〝クロック、ファラータを連れて逃にげろ。ここにカース・エレメンタルがいる。ぼくもここは逃げるから〟

〝へえ～、カースだって。信じられないな。なら、やっぱりあれが役に立つよな。あれだぞ、ホーホー〟

　鳥の思念をゆっくり聞いている暇ひまはなかった。霧のようなものはうっすらと部屋を漂ただよい、召喚術師に向かってくる。

〝もともと貴き様さまでなくとも、記き憶おくをすべていただくつもりだった。そうなれば噓うそ偽いつわりなく、何があったかわかるからな。こうなれば、まあ一挙両得か。貴様はどうせ怨みを抱いだいておろうから、返り討うちというのもおもしろい、くくく〟

　リコルは一瞬、敵と力を測はかってみたい気にもなったが、いまはまだだと冷静に心を抑えた。そこで、呪じゆ文もんを唱えるふりをしながら、ローブの裾すそからそれをとりだす。相手はあきらかに防ぼう御ぎよ呪文を唱えようとするはずだ。

「残念だけど、次回にしようぜ、カース」

「あっ、待てっ！」

　リコルは無む視しして、床ゆかにそれを投げつけた。途と端たんに煙けむりがもくもくと上がる。〈カルバレットの煙えん幕まく玉〉の力は絶ぜつ大だいだった。リコルが扉とびらからとびだした後も、煙は廊ろう下かに漏もれ出して、辺りの状じよう況きようをわからなくしてしまう。

　煙みたいなやつには、煙でもくらえ、だ。

　これなら追つい跡せきは無理だろう。

　外では騒さわぎが起こっている。しかし、何が起こったのかわからないためか、ただ人が右う往おう左さ往おうしているのが見えたくらいだった。

　ファラータとフクロウも虚きよをついて逃げ出していた。この二人なら相手を撒まくのも早い。リコルの方はそれほどでもないが、近頃はよくそこに出入りしており、周囲の状況にも詳くわしくなっていた。何とか追っ手もこないだろうというところまで逃げ延のび、クロックと連れん絡らくをとる。

〝ホーホー、例のところにしようぜ〟

　それはこうしたときのために、あらかじめ二人と一羽が落ち合おうと決めていた場所だった。

　しかし、これでイサキオスの組そ織しきとのつながりは切れてしまった。重要な企たくらみを知った以上、これからどうするのか？　リコルは落ち着かない気持ちだった。




　ようやく一行は、その酒場で落ち合えた。

　リコルは息を切らしながらも、さっそく作戦を立てようとした。

「しかし、まいったよ。まさかあいつが目の前に出てくるなんて」

「そうよねえ、偽ぎ名めいだったし、変へん装そうも板についていたからよかったけど」

〝おいらの煙幕玉用意も誉ほめといてくれよな〟

　フクロウは得意顔だ。胸むねの羽う毛もうが膨ふくらんでいる。

「ああ。ところで、イサキオスはすべてわかってたのかな」

「さあ……でも、たぶんリコルの情じよう報ほうがすべてわかるだろうとは思ってたはずよ。急いで全部聞かずに、落ち着いてたもん」

「あいつ、それほど下っぱにも見えないしなあ。ああ、これであの組織には二度とかかわれなくなってしまった。これからどうしよう？」

　リコルの困こん惑わくした顔を見ていたファラータは、ふと思い出した。

「弱気になっちゃ駄だ目めじゃない。だから、最初考えてた方法もあるでしょ？」

　腑ふに落ちない顔をしていた若わか者ものは、やっと思い出した。

　そうか、手がかりをつかむために、最初はジェラコートが駄目なら、ベナウスのいた盗とう賊ぞくギルド、という手も考えていたんだ。うまくいきそうな当てはなかったけれど、たまたまイサキオスに会ったことから、先にそっちのほうにかかわってしまったのだ。

「そうよ、だから、〈囁ささやく耳〉とかに顔を出してみるのも……」

「盗賊ギルドかあ。さっきの組織みたいなところとつながってたらまずいなあ。だけど、このまま逃げ回ることもできないし。どこかで手がかりを見つけないとどうしようもない。行ってみるか」

　賛さん成せい、というように、クロックも羽をばたつかせていた。




　その場所は、うらぶれた賭と場ばの中にあった。ベナウスは、いまではもう使われてないかもしれないが、と言いながら合い言葉を教えてくれたものだ。もっとも彼は、そこで熊くまに変身してしまって大だい騒そう動どうを引き起こしていた。だから、ベナウスとつながりがあると知られてはまずい。リコルはとりあえず、あのズボラーダという貴族の情報を何か聞ければ、くらいに思って訪おとずれてみた。

　賭場はさびれていた。合い言葉を言うと、通じたようだ。召しよう喚かん術じゆつ師し風ふ情ぜいが何の用だといわんばかりに睨にらまれたが、とにかく奥おくの部屋には通そうとする。

　と、そのとき、賭場に入ってきた男がいた。

　背せのすらっとしたやさ男だ。そばに、美女といってよい女もいる。

　男の顔だけなら見まちがいもあろうが、その手に持っている弓を見た途端。

「あっ」

「あなたは──」

〝エンリケだよ、ホーホー〟

　こんなところに、南のピラミッドで別れたままの、そして、何よりもリコルたちが気にしていたはずの、ガスパーニュの相あい棒ぼうの姿すがたがあるとは。

　だがそこには、当然いてよいはずのリコルの弟の姿はなかった。







　第二章　悩なやめる壺つぼ







　時間はちょっと遡さかのぼる。

　ここはサザンのある賭と場ばだ。

「ほら、ガス、もういい加か減げんにしてくださいよ。ぼくたちには使命があったんでしょ？」

　後ろからそうした声があった。

　きかれた男は答えない。自分の手札をじっと睨にらんだまま、黙もつ考こうしている。やおら男は──

「てえい！　これでどうだ」

　手札を一枚まい、叩たたきつけると同時に山札をめくる。出たのは、黒い教きよう皇こう──ルシファージュ──負けだ。

「だあ～、やっとられるか、今日、三回目だぞ。おまえ、札隠かくしてんじゃねえのか」

　男は正面の相手をなじる。

「そんなことがバレたら、ここで食ってけないのは、おまえさんも承しよう知ちだろう。さあ、ぐだぐだ言ってないで、負けを払はらえよ」

　賭けの相手は落ち着いたものだ。

　もうひと勝負だと言いかける諦あきらめの悪い男の目の前に、横から小こ袋ぶくろが卓たくにどさっと置かれた。重たいギルダー硬こう貨かの音がする。

「おい、エンリケ、おまえ、余よ計けいなことを……」

　なおも言いかける男──ガスパーニュ──を、エンリケはぐいと引っ張ぱって、出口へ向かわせた。見た目はエンリケの方がずっとやさ男だ。しかし、その力は侮あなどりがたい。ガスパーニュはずるずると引かれていった。

「さあ、メイファーを捜さがしましょう──」

「ああ、だから、おれは金と情じよう報ほうを手に入れようとしてたんだ。いいか、おれたちゃ、もうひと月以上もサザンで捜してきたんだ。それでも見つからないってことは」

「なら、諦めるんですか。それに、賭場に入り浸びたってばかりじゃ、手がかりは歩いてきてくれませんよ」

　ちきしょう、おれに説教するのか、と思いつつ、盗とう賊ぞくはやさ男の表情を見て、はっと思い直した。こいつ、何か情報を入手したな。これだけつきあってくると、相手の微び妙みような顔つきから判はん断だんして、すぐにわかる。

「おまえ、何か見つけたんだな」

「まあ、ちょっとはね」

　エンリケに引きずられるままに出た先の、ロビーで待つ人ひと影かげ。

「ミ、ミラン……」

　ガスパーニュの口は開いたままだった。はちみつ色の髪かみ。ぱっちりとした瞳ひとみに、人をひきつけてやまない魅み力りよくある微笑。かつてウォーレスで親しくしていて、今回の冒ぼう険けんの発ほつ端たんをともにした女が、そこにいた。といっても、ここサザンに来てから、すっぱりと別れてしまったのだが。

「あら、あんた、しばらく見ないうちにふけたねえ。皺しわが多くなって、苦労してんだ。まあ、あたしがいなかったから、仕方ないんだけど」

「うるせー、おまえがいたらますますひどくなってらあ」

　端はたから見ると、ひどいことを言い合ってるように思えるが、二人ともそう言って、お互たがいを見つめ合ってから吹ふき出した。それから近寄って、抱だき合う。

「寂さびしかったぜ。あれからいろいろあってな──」

「はいはい、挨あい拶さつならいいけど、口く説どくのならまた今度ね。それより、メイファーがいないんでしょ？」

「相変わらず、早耳なんだな。そうか、エンリケが言ったのか。どこでこいつと会ったんだ」
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　ミランダの体を離はなして、やさ男に向く。エンリケはうなずいた。

「サザンは広いですからね。盗とう賊ぞくギルドの網あみだって、なんでもお見通しというわけじゃない。ガセも多いし。それに、ミランダも盗賊ギルドに関係したらやばいというのは、西のウォーレスでも経けい験けん済ずみでしょ。そんなの近寄るわけないじゃないですか」

「おいおい、そんなに得意顔になるなよ。おまえだって、はなからミランダを捜してたわけじゃないだろ」

　その通りだった。二人はメイファーがさらわれたと知って、できるだけ急いでシスを発たち、サザンへと向かった。とはいっても、シスからサザンまでそれなりの日にちはかかる。しかも、サザンに無事着いたとはいっても、確かくたる手がかりがあったわけではない。シスでメイファーを〝誘ゆう導どう〟した召めし使いは、慎しん重ちように身分を隠かくしていた。サザン側からのスパイであることはわかっても、それがどこからの差し金かまでははっきりしない。

　二人はまず、盗賊ギルドをあたり、サザンのどの有力な組そ織しきからなのか、手がかりを得ようとした。しかし、そいつへの指令が国王─宰さい相しよう派はからなのか、〈教きよう皇こう庁ちよう〉なのか、あるいは、軍、〈大学院〉のどれなのか、雲をつかむばかりだ。

　しかも、このところのサザンは各派の勢せい力りよくが入り乱みだれての暗あん闘とうが続いていた。一種のクーデターのような形で、宰相派が蹴け落とされ、国王中心の勢力が築きずかれ、〈大学院〉でも院長の首のすげかえがあったりして、どこがどんな陰いん謀ぼうを仕し掛かけているのかがつかみにくい。

　最初は熱心に後を追おうとしたガスパーニュだが、そのうち疲つかれて、また、金も減へってきたこともあって、最近は賭と場ばへの出入りがほとんどとなっていた。まあ、彼に言わせると、ここでも人の出入りはあるし、盗賊ギルドと近いところから、情報が入りやすいという理由もあったのだが。

　その点、エンリケの方が実じつ際さい的だった。盗賊ギルドで直ちよく接せつの手がかりを探すだけでなく、彼は己おのれの弓きゆう奏そうの技わざを頼たよりに、地じ道みちに演えん芸げき方面からも情報を集めていた。そうした折、あるハープ奏者の集つどいに顔を出すと、なんとそこにミランダがいたというわけだ。

　これはサザンの一部の貴き族ぞくも聴ききにくる集いであり、ミランダはそこで貴族らの相手をする女たちの一いち群ぐんにいた。

　驚おどろいたエンリケがこれまでの事情を語ると、ミランダの方も思いもかけないメイファーについての事実を伝えたのだった。

　それはともかく。

「なあ、ミランダ。おれはもう……」

　感かん激げきの出会いを終え、宿に戻った三人だが、改めてミランダに言いにくそうにする盗賊を見て、エンリケは意外な気がした。これまでのガスなら、虚きよ勢せいもあるが、すぐさまこれまでのことはなかったように、ミランダとよりを戻もどすような態たい度どに出るだろうと思っていたからだ。そうした方が、いろいろ話を切り出すのにも便利なはず。

「わかってるわよ、あたしもいろいろあったんだから。いまさら、あんたと昔のような関係になりたいなんて思っちゃいないさ。それに、メイファーが心配なんだろう」

「まあな。おまえ、何か知ってるのか、できたら……」

「そのために、この人には来てもらったんですよ」

　険けん悪あくな雰ふん囲い気きにならないうちにと、あわててエンリケは口をはさんだ。これまでの経験から、この二人は急に親しん密みつになるかと思えば、口もきかないという事態にもなりかねない。

「たぶん、あたし、メイファーを見かけたよ。うん、あれはまちがいないと思うけど」

「ど、どこでだ？」

　これまで捜さがしてきたのにさっぱりだった手がかりが、こうも簡かん単たんに見つかるとは驚いたが、そんなものかもしれない。ガスパーニュは耳をそばだてた。

「ある貴族のパーティで。あたしはそういうところに行くのが仕事だから、その日もなんの気なしに出てたんだけどね。そこで会ったんだよ」

「メイファーにか」

「たぶん。そこに来た貴族が──ズボラーダっていう有力なやつなんだけど──新しい愛人みたいな感じで引き連れてた」

「あ、愛人だとぅ⁉」

　盗賊の顔が引きつる。

「落ち着いてくださいよ、ガス」

　おやおやと、おもしろそうに見ていたミランダは話を続けた。

「こっちは、別の話をしていて、ふと振り返ったら顔が目に入ってね。化け粧しようが全然ちがってたから、一いつ瞬しゆん誰だれかわからなかったけど、しばらくしたらメイファーじゃないかって閃ひらめいたんだ。で、もっとよく見ようとしたら、向こうも気がついたのか、びくっとした顔をして、そそくさと帰っちゃったんだ。でも、たぶんまちがいない」

「そのズボラーダってやつは、どこに住んでるんだ！」

　かなりの剣けん幕まくに、さすがのミランダもちょっと後ずさった。今度もエンリケが止めにはいる。

「どうも、やつの住まいじゃないね。まあ、立場が立場だから、別べつ宅たくだろ。おやおや、そんなしょぼくれないで、ガスのくせに。このミランダさんが、ちゃんと御ぎよ者しやに行った先くらい聞いておかなかったと思ってるのかい」

「ミランダさんも、そんなもったいぶらないで──」

　エンリケはガスの腕うでを押おさえている。二人のやりとりには、過か去このしがらみからか、お互いを刺し激げきし合うような感覚が残っている。エンリケはちょっとおもしろく感じていた。

「ああ、ロビオーネの別べつ荘そうらしいよ。あそこだと、サザンからちょっと離はなれてるけど馬車で半はん刻ときくらいだから」

「なるほど、それでわからなかったのか！　サザンの中じゃなかったんだ」

　ガスパーニュには納得がいった。と同時に、冷静さも戻ってきた。

「ということなんですよ、ガス」

「ああ、わかった。ミランダ、すまない、ちょっと興こう奮ふんしちまった。なにしろ──」

「わかってるよ、ひと月以上捜して足取りがつかめなかったんだろ。エンリケが言ってくれた」

「じゃあ、これはすまないが」

　金を握にぎった手を差し出すのを、女は押しやった。

「かわらないねえ。というより、かわっちまったのかい、あんた。あたしが、こんなもののために教えに来たと思わないでよ」

　不思議な顔つきのガスパーニュに、ミランダはにこっと笑った。

「あはは、勘かんちがいしちゃいやだよ。メイファーのことでよりを戻したいわけじゃない。あたしは、これでもしばらく貴族を相手にしてきたんだ。このズボラーダってやつはどうもくさいんだ。どう、教えてあげた代わりに、今回もやつのことを調べるのに協力させてもらえないかな」

「喜んで、あなたなら大助かりですよ」

　なにか言いかけるガスパーニュを抑おさえて、エンリケはすばやく告げた。彼がミランダを見つけたことを考えると、盗とう賊ぞくも黙だまりこむしかなかった。

　まあな、ミランダの悪運を頼りにするほうがいいか。

　三人はさっそく相談をはじめた。




　メイファーはズボラーダ伯はく爵しやくからの招しよう待たい状じようを見て、顔をしかめた。また、サザンへ来てもらって、お会いしたいと言っている。相手の男に気があるのは最初からわかっていたし、はじめの頃ころこそ有う頂ちよう天てんだったが、いまは気の迷まよいが生じていた。

　それもこれも、あのパーティが原げん因いんだ。

　サザンへ来てから、男の誘さそいに、いまの立場もあって何度かつきあってはいた。そろそろ決心をつけねばと思っていた矢先、あの出来事があったのだ。

　ミランダ……。

　そう、あの女はミランダと言った。ガスの元情じよう婦ふだ。こうしたレッテルを貼はったとしても、メイファーにはミランダへの悪意はなかった。だって、あのガスパーニュというやつが、いい加か減げんなんだもの。魅み力りよくがないとはいえないけど、いつも自分中心で、わたしのことなんか真剣に考えてくれない。ミランダだって、犠ぎ牲せい者しやなんだわ。

　しかし、そうして心を落ち着かせようとしても、自然に考えはミランダから、その相手だったガスパーニュの方に移うつってしまう。

　シスを飛び出したのはまちがいだったのだろうか。

　あのとき──ソラステルの軍勢がシスを攻めに来たとき──は、本当にもう終わりだと思った。あの嫌いやなセルジュクというハーフオークの差し金なのはわかっていた。逆さからえば、全員が虐ぎやく殺さつされてしまいそうなのも。だから、シス王家にも必死に訴うつたえて、全面降こう伏ふくしようとしたのだ。なんとかそれはかなえられそうになったのだけれど、その後の保ほ障しようはなかった。どうせ、わたしはもうおしまいだ。ガスパーニュだって、どうなってしまったのかわからないし……。

　だから、そのときお付きの者の正体がサザンの工作員で、彼からここで逃にげ出せばサザンに亡ぼう命めいできると聞いて、それに従したがってしまった。何でも、ズボラーダという貴族が〈大学院〉と図はかって、対ソラステル用に忍しのび込ませていたらしい。メイファーの家か系けいはぼかされてはいてもここシスでは知られており（それもあって、ガスパーニュのシスでの活かつ躍やくも認にん知ちされた）、サザンでは相そう応おうの扱あつかいをすると言う。なら、こうしたのも仕方ないではないか。

　確かに、貴族の賓ひん客きやくとしてのサザンは楽しめるものではあった。さすがに六門第一の大都市には興きよう味み深いものも多い。明らかに、出会ったズボラーダは自分に気がある様子だったが、メイファーはなんとかもう少し焦じらして、状じよう況きようをはっきりつかもうとしていた。

　しかし、敵てきもさるもの、詳くわしくは教えてくれなかった。パーティなどで新しいおもちゃのようにひけらかしてはくれるものの、サザンがどうなってるのかはよくわからない。住じゆう居きよも別荘都市に移され、ある意味、囲いものめいた立場だった。ただ、サザンがソラステルを制せい圧あつした折には、メイファーをシスの王家の正式な跡あと継つぎに押おしてくれそうなのはまちがいなかった。もっとも、それには相手の言うことを聞かなくてはならないだろうが……。

　そう、なんだか漠ばく然ぜんと不満に思いだしていた時期なのである。

　そこで、ミランダを見かけた。

　そして──

　招待状の文面を追ったメイファーは愕がく然ぜんとした。そこには、サザン名物のおもしろいオークションとかいうものに出られてはどうか、今回は貴重な品に、モンスターペットや奴ど隷れいなどのほか、古代王国の装そう飾しよく品ひんで〝魔ま法ほうの壺つぼ〟というのが出品されるそうだから、と書いてあった。

　これは啓けい示じだ！

　いや、明らかにガスパーニュからのメッセージだ。ミランダからなんらかの方法で伝わったにちがいない。

　そう、きっとあの人は来る。たぶん、ズボラーダ伯爵が競せり落とした壺の中に入ってくるんだ。

　どうしよう？

　メイファーの心は穏おだやかでなかった。ガスパーニュ──彼はソラステルの人なのよ。わたしはもうここサザンで、近々地位も名めい誉よも約束された王家の人間にとってふさわしい者になろうとしている。そりゃ、あの人にはこれまでいろいろしてもらってきたけれど、わたしだってちゃんとお返ししてきたわよ。そう、何よ、あんなやつ、ケチな盗賊くずれのいい加減なやつじゃない。ズボラーダ伯爵のような本物の貴族とわけがちがうんだから。

　そう思い込もうとしたが、それだけではないのは明らかだった。サザンがこれまでのウォーレスやソラステルと本ほん質しつが変わっているかといえば、そんなことはないとメイファーも見み抜ぬいていた。妙な政せい変へんも最近起こっている。もちろん、王家の人間として、権力闘争の苛か烈れつさは、かつての自分の国エルダースヴェンでも嫌というほど知っていた。何だかあのときと似にているのも、気にはなっていた。どうもズボラーダが権けん勢せいを得てきているらしいのだが、なにかきな臭くささも感じている。

　それに、なによりガスパーニュには、人間として魅力があるのも確たしかだった。

　いい加減に見えるけど、実はまじめそうでもある。能力も高いとメイファーは心の底では感じていた。

　どうしよう？

　思考が堂々巡めぐりをしそうになったので、思いきって、ここはそれを確かめてみようという気になった。それに、もしあれが自分の壺だったら、絶ぜつ対たいに身近に置いておきたい。あれこそ、いまでは数少ない自分と古代の国とをつなぐ絆きずななのだから……。

　でも、もしそうだったら、どうする？

　手に入れたら、あいつを呼よび出すの？

　さすがに、いまはそれをどうするとは決はん断だんできなかった。




　そう、ガスパーニュたちの立てた作戦はメイファーの考えたとおりだった。

「また、これに入るのか、気が進まないんだがな」

　言いかけて、ガスははっとした。

「おい、この壺はメイファーの屋や敷しきの中に行くんだろ？　あそこで彼女が呼び出してくれなきゃ、誰がおれを出すんだ」

　真顔で問いただす盗賊に、エンリケは気づかれたか、と思った。

「そりゃ、ぼくが付いて行って何とかしますよ。メイファーが呼び出さなきゃ、ぼくが忍しのび込んで何とかしますから……それにもし、彼女が買い取っても、そのままにしておくなんて考えられますか？　これを見りゃ、あなたが入っているかもしれないと考えるのは、当たり前でしょ。すくなくとも調べてはみますよ。相手にされないかもしれないと気になるなんて、ガスも弱気になったもんだ」

　挑ちよう発はつに弱いのがガスパーニュの性せい質しつ、と知った上でのセリフだった。

　案の定、盗とう賊ぞくはいきりたった。

「あいつがおれを忘わすれてると思ってるのか。そんなことがあるか！　ちきしょう、てこずらせやがって。あのお姫ひめさまバカに、世の中ってやつを叩たたき込んでやる」

　ようやくいつものガスパーニュらしくなってきたので、エンリケもほっとした。

　二人は、かつて何度も行なった壺を前にしての準じゆん備びに取りかかった。




　サザンは六門世界最大の都市である。聖せいエルド教の総そう本ほん山ざん〈教きよう皇こう庁ちよう〉があり、世界の宗しゆう教きようの中心であるばかりか、魔ま法ほうや学問の中ちゆう枢すう〈大学院〉がある。名高い闘とう技ぎで世界中が盛り上がる闘技場もあれば、六門中の富とみが集つどってくる巨きよ大だいなバザールもある。

　そう、軍事や宗教の中心であると同時に、この都は人々の経けい済ざいの中心でもあった。

　経済──人々の暮くらしの基き礎そとなるもの。それは日々を堅けん実じつに暮らしていくもとともなれば、ちょっとした慰なぐさみ、趣しゆ味みに走る余よ裕ゆうも生み出す。

　そして、中には経済から得た富が突とつ出しゆつし、趣味を超こえる道楽に手を出す者たちを生み出す源げん泉せんともなっていた。彼らは一般の人々が手を出しにくい、高こう価かな品を競きそって追い求めることで己おのれの存そん在ざいを主しゆ張ちようしたがるのだ。

　そうした人種が存在することはまた、貴き商しよう品ひんと呼ばれる、宝ほう石せき、装そう身しん具ぐ、あるいは骨こつ董とう品、装そう飾しよく品などを専せん門もんに扱あつかう組そ織しきもあるということである。

　こうしたものは、普通の商店やバザールでは見かけられなくとも、ちょっと高級な品を扱う専せん門もん店なら売っているだろう。

　その多くは、店が独どく自じに入手するのではなく、ほとんどは高級品を専門に扱う組織から買い取ってきたものだった。

　そう、〈貴商品トレジヤーギルド〉と呼ばれる組織。

　この組織は、ときどき勘かん違ちがいされるが、盗とう賊ぞくギルドとは異ことなっている。

　正当な取り引きの流れの一いつ環かんとして、貴重な品を一いつ般ぱんに流通させる役目を担になっている──この世界では、いまだに古代魔法帝国と呼ばれる時代の、珍めずらしい品が遺い跡せきなどからよく発はつ掘くつされるからだ。そして、それを専門に掘ほり出すことをなりわいとしている者たちもいた。

　トレジャーハンターと呼ばれる連中だ。彼らが収しゆう得とくしたものを正当に評ひよう価かし、買い取る。あるいは、彼らにそうした収得しやすいよう、いろんな装備を調ととのえさせ、指示をだす。その結果、さらにいろいろと情報を収集する。これらが無む秩ちつ序じよなルートに乗ったままだと、特定の国家、宗教に乗じられ、どんな危険な品が現われるかわからない。そうした危険を回かい避ひし、交こう易えきを栄さかえさせるとともに、ある程てい度ど、情報が開示されることを目的とする──〈貴商品トレジヤーギルド〉はこうした考えから生まれ、六門世界になくてはならない組織に発はつ展てんしていた。

　もともとは、盗賊ギルドもそうした品を扱っていたのだが、それではあまりに裏うら商売めいている。かなり以前にサザンやウォーレスの豪ごう商しようたちの肝きも煎いりで、〈貴商品トレジヤーギルド〉が設せつ立りつされてからは、表向きの貴商品の流通はこちらが扱うようになっていた。本部はいまではフューレンにある。

　無む論ろん、盗賊ギルドでも一部はこうした品を扱うが、最近はそれも〈貴商品トレジヤーギルド〉を通してという関係が、サザンのような大都市では確かく立りつされつつあった。

　結果、〈貴商品トレジヤーギルド〉の後こう援えんで、それらのせりがオークションハウス〝ザグリー〟で月に一度、公開で行なわれるのがサザンの名物でもあった。




　メイファーは招しよう待たいに応おうじていた。ただ、自分でまだ決けつ断だんしきれたわけではない。

　できるだけガスパーニュのことを頭から締しめ出し、古代エルダースヴェン王国と自分のつながりを保たもちたいだけ、と心に言い聞かせて、ここザグリーの館やかたに出向くことにしたのだ。

　それに、まだその壺つぼが、自分の所有していた例のものと決まったわけでもない。ただの骨董品かもしれないではないか。

　もっとも、そうした好こう奇き心しんを見せることは、相手のズボラーダに取り入ることでもあり、メイファーにとってはわずらわしいことでもあった。

「ほら、メイファーさん、こちらがかの有名な──」

　口ひげをなでつけつつ、慇いん懃ぎんな態たい度どでオークションハウスを案内するズボラーダ。最初はやさしい人だな、くらいに思っていたメイファーだが、いまでは妙みようにパトロンめいた口調が鼻につくのもたしかだ。

「あら、そうですの。でも、わたし、もっと装飾品なんかの出し物の方が……たとえば、壺とか、ここで出展される品を事前に見せてもらえないのですか」

「それは……さすがのわたしにもなかなか。どうしてもと言うなら、ザグリー夫人に頼たのみ込めばできるだろうが、こんなに時間が迫せまっているとむずかしいでしょうな。何かほしい品でもおありかな」

「いえ、実じつ際さいにどんな品が出るのかと気になっただけですわ」

　ちょっとすねたような表情をしながら微笑ほほえむ。相手はほっとしたのか、表情が少し緩ゆるんだ。メイファーはこうした貴族相手のやりとりには慣なれていたので、ズボラーダの機き嫌げんを損そこねていないのはわかった。しかし、壺や、それにからんできそうなガスパーニュのことは気になったままだ。

　会場にエンリケなど見知った顔はいまいかと、きょろきょろ捜さがしながら、逆ぎやくに見つかってしまってもまずいと思い、あわてて顔をふせたりする。

「どうかしたのですか、気分でも？」

　ズボラーダが心配顔だ。

　ああ、何をしてるのかしら、自分でもどうしたいのかわからないわ。

　気分を変えようとする。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。ところで、オークションには興きよう味みがあるんですけど、どうすればよいのかしら」

「簡かん単たんですよ、席に座すわっていて、ほしいと思う品が出てくれば、教えてください。わたしが合図して、配下の者に値ねをつけさせます。なあに、その手のやりとりにかけては、われわれも慣れたものですから。こちらは貴き賓ひん席から見ていられますし、まわりの雑ざつ音おんなどには邪じや魔まされませんよ。おもしろいものです。後のパーティで、買い損ねた貴族どもに悔くやしい顔をさせるほど、楽しいことはありませんからな」

　こいつはつまらない俗ぞく物ぶつだ、即そく座ざにメイファーは感じた。かつても、この手の輩やからは大勢いた。人に見せびらかすことでしか優ゆう越えつ感かんを得られない──それも、本当に重要なものではなく、つまらなく意味もないものの獲得に全力を傾かたむけている。空くう虚きよさの誇こ示じ──それこそが、こうした貴族の〝俗人とはかけはなれた権力や地位〟を示しめす恰かつ好こうのシンボルとなっているのだろう。

　考えてみれば、〝古代の王国の末まつ裔えいであるお姫ひめ様さま〟というのは、まさしくこうした飾かざりものに似つかわしい。そう感じると、メイファーは自分が本当に存在しているのかどうか、わけのわからない気持ちに襲おそわれかけた。

　こんな知らない時代に、貴族の飾りものとしてしか扱われない存在が、このオークション会場で、壺というさらに古代の飾りものを手に入れてなんになるのだ。

　そうした虚むなしさを壺と一いつ緒しよにイメージしていると、その壺の形がぐにゃっと変わって、ある人物の姿すがたとなった。

〝おい、メイファー、つまらないこと考えてないで、おれと一緒におまえの王国とやらを作っていこうぜ。こう見えてもな、おれは本物だ。そんじょそこらのニセものなんかじゃねえ！〟

〝ガスパーニュ‼〟

　思わず、大声をあげてしまった彼女の顔をズボラーダが怪け訝げんな顔つきで眺ながめている。

「どうかされましたかな。だれかをお見かけになった？」

　あたりをきょろきょろとうかがう。

「いえ、なんでもありません。知っている人かと思って。でも、人ちがいでしたわ」

「そうですか、なら時間だ。そろそろ席に着きましょう」




「うわっ、見つかっちゃったのかと思った」

　柱の陰かげからズボラーダたちをうかがっていたミランダが小声で告げた。その表ひよう情じように、弓使いはびくっと身をすくませる。もちろん、エンリケは変へん装そうしていたものの、こんなところは慣れていないだけに、おっかなびっくりというのも確かだ。ガスパーニュは、当然、いまは壺の中である。出品の準じゆん備びをされている。ここにはいない。

「ええ、メイファーさんなのはまちがいないですね。ここまでわかったのなら、顔を見られたらまずい。早く会場に入りましょう。どうせ、あの人たちは貴賓席だ。中ならわかりませんよ」

　会場は大きなホールになっていた。向こう端はしが高い壇だんになっていて、その前から多くの席が広がるように並ならび、徐じよ々じよにそれはせりあがるように高くなっている。ちょうど闘とう技ぎ場じようの観客席のようなものだ。上方に貴賓席がある。壇上からは少し離れているので、声が聞き取りにくいかと思われたが、そんなことは全然なかった。

　エンリケらが入っていったとき、せりはもう始まっていたが、値付けの声がよく聞こえたからだ。

「すごくよく通る声をしてるんだなあ、あの司会者」

「ちがうわよ、ほらあれを見て」

　ミランダが示すように、壇上の司会者はそれほど大声をあげているようには見えなかった。片かた手てをせりの対象となる品物に向け、もう一方の手を小さなものに当ててしゃべっている。普ふ通つうにしゃべっているようなのに、その音は場内に充じゆう分ぶん響ひびきわたっていた。

「なにか魔ま法ほうの品物なのかな」

　小さな貝がらのように見えるそれをエンリケは指差した。

「たぶん、そうだと思うけど、簡単な魔法よね。だって、会場の人も使うんだもの」

　その通りだった。司会者の紹しよう介かいに続いて、さし値ねが示され、それが会場からの声によって、どんどん上がっていく。その声も同じようによく響くので注意して見ると、場内の参加者もみな同じようなものを持っていた。

「ぼくらもあれを持てないのかな？」

「いいえ、許きよ可かされた代理人みたいな人しか駄だ目めなのよ。ほら、合図してるから」

　場内の暗さに目が慣なれてきたのでよく見ると、どうもそうらしい。会場からの声の主を見てみると、彼らも一様に小さな貝がらのようなものを口に近づけて値を付けている。そして、動作や視し線せんを司会者に向けつつも、ときどききょろきょろと別の場所──多くは貴賓席──に移うつしている。エンリケが貴賓席を見ると、そこでは明らかに値段についての指示と思われる動作が目についた。

「どうして直ちよく接せつ、あそこから付け値をしないんだろう？」

「直接は手を下さない。それがサザンの貴族ってもんでしょ。ここもその典型なのよ」

「メイファーはあそこにいるってわけか」

　エンリケは貴賓席に、かろうじてさっきの貴族の姿すがたを認みとめて言った。

「まちがいないでしょうね。さあ、そろそろ壺が出てくる頃ころよ。よ～く、見てた方がいいわ」

　壇上では司会者が続けていた。「一五〇〇〇……一六〇〇〇……ありませんか？　もう一度言います。これは氷ひよう刃じん山さんの麓ふもと、氷ひよう河がから溶とけ出した魔法の植物、雪せつ女じよ華かと呼ばれる花です。何十年に一度しか咲さかず、しかも人知れず咲くので、めったに採さい集しゆうされません。その分、花の生命力は強く、なかなかしおれず、これを飾ると、いつまでも若わか々わかしくいられるという、まさに若返りの秘ひ薬やく。まして氷河から採とれたとなると、その生命力が抜ばつ群ぐんなのはまちがいなし。滅めつ多たに見られませんよ……」

　こうした口上はどこでも見られるもので、二人も特に感かん銘めいは受けなかった。それよりも気になったのは、次に出てくる対象がたぶん彼らの壺だろうということだ。二人は、それがうまくズボラーダに競せり落とされない場合に備そなえて、防ぼう御ぎよしないといけない。そのためにも、ここに来ているのだ。

　壺はエンリケが、ミランダの紹介でしっかりした貴商品トレジヤーギルドに売った。値打ちは保ほ証しよう付きだし、ザグリーのオークションにかけてほしいということも告げてあった。

　一方、ミランダは知り合いを通じて、このせりでいざとなれば壺の防ぼう御ぎよ買いに出なければならなかった。ズボラーダが興きよう味みを示しめせば、それでいい。財ざい力りよくもあるし、まずまちがいなく手に入れるだろう。それでもいざとなると、せりでどんな強きよう敵てきが現あらわれるかわからない。それをからめ手から妨ぼう害がいするのが一つ。もう一つは、ズボラーダが興味を示さない場合、どこの誰だれともわからない相手に壺が入手されるのを防ふせがねばならない。彼女の知り合いは有力なので、おそらくそうした場合にうまくやってくれるはずだ。

　当然、エンリケは売り主だから、せりで買い手にかかわることは禁きんじられている。こうした自じ己こ売買がばれるとひどい罰ばつ金きんを科されることになるが、それでも高こう額がくの貴商品がとびかうザグリーのせりのこと、そうした事じ態たいは秘ひ密みつ裡りによく見かけられた。

「さて、つぎなる品はこのザクリーでも、めったにお目にかかれません。古代帝てい国こくの遺い物ぶつは数あれど、これは正真正しよう銘めいの逸いつ品ぴん、西はウォーレスの海の彼方かなたに栄さかえたエルダースヴェンより伝来した魔法の壺……」




　きたっ！

　メイファーははっきり感じとった。

　まさか、これほどはっきり由来を述のべられようとは。

　これはまちがいなく挑ちよう戦せんだ。ガスからの。

　司会者はなおも、壺の特徴をつぎつぎと流れるような弁べん舌ぜつで述べていった。参加者は、ザグリーでの買い物に慣れているせいか、これといって特にざわめきのようなものは起こっていない。

　それもそうだろう。壺には表面にびっしりと古代文字めいた装そう飾しよくが描えがかれているが、それもよくある骨こつ董とう品ひんにはおなじみで、取り立てて目を引くような美しさや、おどろおどろしさは感じられないから。

　しかし、古代王国の姫ひめ君ぎみには、見るまでもなかった。

　彼女はそこに、何千年もこもっていたのだから。それこそが彼女の住み処かだったのだから。

　あわてて辺りを見回す。ズボラーダは、ああ、やっとわかってもらえましたか、興味を引かれたようですね、とにっこりする。そこには、自分の思惑おもわくがうまくいくかもしれないという、期待に満ちたまなざしも感じられた。

「あれ──」

「そうです、あれが今回わたしの目をつけた品です。興味がおありでしょうか。たしか、あなたは古代エルダースヴェンの血を引くお方だと聞いておりましたので」

　欲ほしい、喉のどから手がでるほど。そう、そのときのメイファーの心は、ガス云うん々ぬんよりも、壺に引きつけられていた。あれこそ、わたしの存そん在ざいそのものだ。ここしばらく感じていた自分が何者かという不安を打ち消し、この世に自分をつなぎ止めておく確たしかな存在こそ、あの壺なのだ。

　でも、と必死にメイファーは自分をおしとどめた。いけない、ここであまり興味を見せると、ズボラーダに思惑通りととられてしまう。

「ええ、いい品ですわね。わたくしもああいったものをどこかで見たことが──」

「一〇万」「一一万！」「一五万‼」「二〇万[image: !!!]」

　と、見る間に、付け値ねが上がりはじめた。

　買い手ははじめのうちこそ、ああ、よくある古代の遺い物ぶつというやつね、と軽く見ていたのかもしれないが、そこは鑑かん定ていの目め利ききがそろうザグリーのオークション。パトロンが興味を示さなくても、有力な買い手の値の付け方を見て、同業者もこれは本物という匂においを感じ取ったにちがいない。

「おもしろそうです、もし、ご迷めい惑わくでないなら……」

　気が気ではないのを押し殺し、メイファーは軽く聞こえるように告げた。

「そうだと思いましたよ。では」

　と、伯はく爵しやくが軽く合図をする。

「五〇万！」

　場がどよめいた。彼の手下が付けた値は常じよう識しきを超こえた値だったからだ。

　まるで潮しおが引くごとく、どよめきは小さくなり、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが下りる。辺りは、今度は固かた唾ずを吞のむ流れに変わった。これほどの急きゆう激げきな値上げは、そんなにいつもは見られない。伯爵の付けた値は、サザンで豪ごう邸ていが、それも別べつ宅たくを含ふくめて買えるくらいの額だった。これは確実に強力な魔法の壺とでもわかっていなければ、とても考えられない値だ。ただの骨董品なら、初期の値でも上じよう限げんだろう。

「えっ、そんなに」驚おどろくメイファー。

「いやいや、あなたにはそれほどの値打ちがおありだということです。それに、見ていてください。ここからがおもしろい」

　余よ裕ゆうを見せるズボラーダ。しかし、その目はせりを、まるで舌したなめずりして楽しむかのようだった。

　と、それに応おうじるように──

「……五一万」

　誰かが挑ちよう戦せんするように、声を上げたのだった。




「ちっ、やばいよ、これで決まりかと思っていたのに」

　思わず舌した打うちするミランダ。

　エンリケにしても同じ思いだった。明らかにズボラーダの代理人と思える男が、目の飛び出るような値をつけた瞬間、ミランダからの目くばせでそれと知り、よし、第一段だん階かい突とつ破ぱと思ったのに。

「競せってきたやつは？」

「たぶん、いつものライバル貴き族ぞくの代理だね」

　二人が囁ささやいている間にも、付け値は上がっていく。

「五二」「五三」

「五五」「五六」

「六〇」「六一」

「…………」

　しばらく沈黙が続く。明らかに相手は、ズボラーダの少し上の値をつけ、しびれをきらせた伯爵側が切りがいいところまでせり上げた瞬間、また喰くらいついてくる。

「伯爵側が応こたえない。まずい、こちらが割わり込こまないと、別のやつに──」

「ダメだよ、こんなに上がったら、都合がつかないし」

　固唾を吞のんで見守る二人。

「六一……六一……ありませんか……これが最後です……六一……」

　エンリケが思わず叫ぼうとした瞬しゆん間かん、別のところから声がした。

「七〇！」

「七一」

　啞あ然ぜんとする二人。

「誰だ、あの七〇は？　知ってるやつか」

「知らない。七一はズボラーダだけどね」

「七二」「七三」

「七四」「七五」

　今度はしばらく、新たな買い手とズボラーダ側のやりとりが続いたが、ちょっとしてそれも止やんだ。

　結局、落札したのはズボラーダ伯爵の代理人だった。




「よし、こちらの勝ちだ。よくやった」

　ズボラーダは会場の代理人に合図する。

　メイファーはしばらく息もつけないでいた。最初の競り合いでも生きた心地ここちがしなかったのに、まだ後からも追っ手が現あらわれるなんて。

「あ、あれは……あとから入ってきた人は？」

　じっとうかがう古代王国の姫ひめ君ぎみに、伯爵は含ふくみ笑いを返す。

「ふふふ、まあ、自作自演とでも申しましょうか。最後は両方ともこちら側ですよ。最初に競ったやつは、わたしに張り合おうとしているつまらない貴族でしたがね。だから、見せつけて振り切ってやった」

「そんな、どうして？　そこまで高くしなくても」

「そうでしょうかな。人間とは不思議なものでね、姫。熱くなると、代理人は追いたくなくとも、背はい後ごのパトロンが追わせるのですよ。それを振りきるには、競争相手が多く、しかも、それが強きよう敵てきとわかればよろしい。おそらく、七〇以上はわたしが譲ゆずらないという合図と見て、相手の代理人が必死に止めたのでしょう。こうしたことはザグリーでは日にち常じよう茶さ飯はん事じでね。それよりも、あなたにこれだけの価か値ちがあると認みとめていただければわたしは満足なのですよ」

　ねっとりとした笑えみを浮うかべて自分を見つめる相手に、メイファーの気分は落ち込んだ。そこには自じ己この権けん勢せいを見せつけることだけが望みの、かつての黒くろ魔ま術じゆつ師したちと同じ気配が感じられたからでもある。

「壺はすぐに、配下に届けさせましょう。わたしは忙いそがしいので、ここ二、三日はおうかがいできないが、それまで充じゆう分ぶんにごらんになっておけばいい」

　壺を入手できた喜びと、さてこれからどうなるのだろうという不安とが入り交じった妙みような気持ちを彼女は味わっていた。




　メイファーは花びらをつまんでいた。季節は秋。室内に生けてある美しいコスモスの一本だ。

　花びらをひとひらつまむ。

「そうよね、入っていないはずはないわね。そんな無関係に、この壺だけを取り戻せたなんてあるわけないものね」

　そう言って、もう一枚まい花びらをつまむ。壺はかたわらの机つくえに載のったままだ。そちらを努つとめて見ないようにしている。

「じゃあ、呼び出すの？　そうすると、またあの汚きたならしいオークのいる国へと引っ張って行かれるじゃない。とても、途と中ちゆうのすばらしいシスになんて住まわせてもらえないし。わたしが不幸になるのは目に見えている。そのことはここではっきり、あの人に言ってもいい、言ってもいいんだけど……」

　また一枚。

　自信がないのは自分でもわかっていた。いや、ガスパーニュを説得できる自信がではない。そんなことは、なりゆきにまかせてもいい。別れることくらいすぐにできる。

　そうではなく、ガスパーニュを振りきった後の状じよう況きようについての自信である。今日、ザグリーのオークションを見ていて、あの伯はく爵しやくという男の性せい格かくについては推すい測そくがついた。かつて宮きゆう廷ていにいたころにもよくいた手合い。野心が強く、ひとたび成功すれば図に乗ってしばらく権勢をほしいままにし、やがては没ぼつ落らくするか、他者も巻まき込んですべてをろくでもないことにしてしまう連中。安定感はない。

　もちろん、ガスパーニュだって安定感はかけらもなかった。そう思って、くすっとメイファーは笑った。

　でも、あの男となら、楽しい。

　なんだかよくわからない喧けん嘩かをすぐにしてしまうんだけれど、それでもしばらくしたら許ゆるしてしまう。

　いっそ、このまま壺の中へ入って行ってやろうか。そうしたら、あいつ、どれだけびっくりするだろう。

　でも、それこそ究きゆう極きよくの幸せかもしれない。もとからわたしはただ一人、あの中に入って時間が何千年も経けい過かしたんだ。気に入らないことがたまにあっても、楽しい人と壺の中で一いつ緒しよに暮くらせるなら、すべてを忘わすれてしまえる……

　そう思って、花を置き、ふらふらと立ち上がりかけたとき、がたっと音がした。

　壺？　いや、ちがう。

　椅い子すが壁かべにぶつかって、その拍ひよう子しに後ろにかかっていた絵の額がくが外れ、斜ななめになったのだ。

　絵は人物画だった。何ということもない過か去この若わかい男を描えがいたものだが、ふと見つめたメイファーには、それがシメオンのように思えた。

　シメオン……正直、最近はもう、その天才宮廷魔術師の姿は、メイファーの頭の中によぎってはこなかった。沈める島が再ふたたび沈んだ後は、ふっきれたかのように彼のイメージは消え去っていた。それはメイファーに、この新たな世界に生きる気き構がまえができたからともいえた。

「シメオン……」

　はっと目め覚ざめたせいで、彼女の気持ちはいま、それまでのように懐かい旧きゆうの念にふけったり、退たい行こうするようなものではなかった。

　それより、これも啓けい示じにとれた。

『壺から出す呪じゆ文もんを唱えるのです、メイファー』

　絵はそう告げていた。

『そうなんだ、わたしは逃にげようとしていた。だめよ、ここは自分と向かい合わなくては。シメオン、ありがとう』

　メイファーは気をしっかり持って、壺を見つめた。

　壺は何も言わずにたたずんでいる。

　そのとき、もし呼よび出しても何も出てこなかったらどうしよう、という気持ちがよぎった。これまでは、壺にガスパーニュが忍しのび込こんでいると決めつけていた。だけどそれって、思い込みかもしれない。

　ここで何も出てこなかったらお笑いぐさだわ、と思う。

　が同時に、そうなったらやっぱり寂さびしいという気持ちも舞まい戻もどる。

　ああ、何をうだうだと悩なやんでるの！

　再び気を引き締しめ、呼び出しの呪文を唱える。

　煙けむりとともに、高らかな笑い声。

「ああ、メイファー、やっぱり呼び出してくれると思ったぜ」

　両手を高々と広げた、見慣れた男の姿すがたがすぐそばに現われる。

「寂さびしかっただろう？　いや、わかってるさ。誰だれだって、ときには嫌いやな気分になって逃げ出したくもなるさ。もう、大丈夫、このガス様が戻ってきたんだから。あとは気も楽。さ、この壺にお入り。こんなところを抜ぬけ出すなんて、おれにとっちゃ造ぞう作さもない」

　それだけ早口にまくしたてると、嬉うれしそうに駆かけ寄よって、彼女を抱だきしめようとする。

　メイファーは気構えはしていたものの、さすがにこの態度には妙みようにむかつくものを覚えた。

　この能のう天てん気き男！

　わたしがあれだけ悩んで、悩んで、悩んで、やっと決心したのに──

　何よ、その態度。

　だめ、ここでこの男のペースにはまっちゃうと、絶ぜつ対たい元通りだ。いまも、わたしをここに入れて持ち帰ろうとしている。

「ちょっと待って。わたしは自分のものだった壺を買っただけなのよ。あなたにいきなり、どうのこうの言われる筋すじ合あいはないわ」

　もう少しで抱きすくめるはずだった相手にすげなく拒きよ絶ぜつされ、ガスパーニュもむっとした。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよが顔をよぎる。

　ここはおとなしく下手に出て、相手の出方をうかがうべきか。それとも、自分のペースに引き込むために、言葉にせよ、行動にせよ、うむを言わせず強ごう引いんな手段に出るべきか。

　盗とう賊ぞくにすれば、長い時間をかけてようやく居い場ば所しよを突つき止め、やっと元の関係に戻れると思っていただけに、そのやるせない思いがちょっとした憤ふん激げきにとって代わっていた。それでも、必死に自分を抑おさえ、話を聞こうとする。

「なんだ、いきなりな言いぐさだな。おれを呼び出したのだから、てっきりその気かと思ったんだが」

　言い方が悪かった。普段ならもう少し下手に出てうまくなだめるのだが、ガスパーニュにとっては壺から出られてほっとしたのが裏うら切ぎられたような気分で、口調に思わずその感じが出てしまった。

「その気って、どういうこと。わたしがまたあなたの言いなりになって、ソラステルへでも戻るってこと？」

「ああ、そうだ。こんなチンケな街の欲よくボケ貴き族ぞくの囲いものなんかになっていたいのか」

「囲いもの？　そんなのにはなってないわ」思わずかっとする。

「伯はく爵しやくはそんな、あなたの言うような人じゃないわ。そんなこと言いに来たのなら、わたしはもうあなたとはすっきり手を切りたいので、これくらいにして」

　売り言葉に買い言葉になった上、声こわ高だかになっている。ガスパーニュはあまり時間をかけてもまずいと思い、ここはスキンシップを試こころみようとした。もちろん、コツくらいは心得ている。これまでだって、多くの女とはうまくやってきた。まあ、落ち着けよと、肩かたに手を置くなりしてなだめ、それから言葉で口説くのだ。もちろん、いざとなれば隙すきを見て、相手を壺に送りこんだっていい。とにかく、興こう奮ふんされたままなのはまずい。

　ところが、それは逆ぎやく効こう果かだった。

　メイファーもガスパーニュとは行動をともにしてきた。悪い男ではないが、性格がしたたかなのはいやというほど知っている。ここでうまく説得されたら、また言いなりだ。寄せつけないようにしないと。

　それは、まるでいやいやをする姫ひめ君ぎみを、悪あく党とうの盗賊がつかまえようとするかのようだった。

「止やめなさい、その手を離はなして。人を呼ぶわよ」

「そう、嫌いやがりなさんな。落ち着けばおれだって……」

「だめ、もう、☆★○●◎……」「くそ、こうなりゃ、☆★○●◎……」

　甲かん高だかい声。

　呪じゆ文もんはほとんど同時だった。

　一いつ瞬しゆんの後のち、二人の姿はかきけすように、壺の中に吸すい込まれていった。

　と同時に、部屋の中に入ってきた姿がある。

「奥おく様さま、何かあったんですか。誰かが？　奥様、あら、どちらに──」

　呼びかける召し使いの声に応こたえるものは何もなかった。




「──と、いうことだったんだ。開いてた窓まどのそばからのぞいてたらね」

　ここは〈囁ささやく耳〉の近くにある酒場。これまでずっと話してきた楽がつ弓きゆうを背負った男は、喉のどが渇かわいたとでもいうように酒をぐっとあおった。

「で、こっちに帰ってきたと。だけど、あんたも腕うでがあるんだから、忍しのび込んで壺だけかっさらってくればよかったのに」

　と、リコルが言う。

　肩かたに乗っているフクロウも、そうだと言わんばかりに目をぱちくりした。

「できるものなら。ところが、召し使いが騒さわぎ出したのさ。窓の方を見てね。衛えい兵へいとかもすぐに来たし。見つかったので、とりあえず急いで引き返した」

「そんなときに、ここでたまたま会ったなんてね。奇き遇ぐうだわ」

「捜さがしてる相手とは、そうしていつかはめぐりあえるんだろうな、ファラータ」

　と、リコル。

　母親を捜しているリコルにとっては、それは切実なことだった。

「そうですね、ぼくもメイファーを捜してミランダと会ったときがそうだった」

　エンリケはしずかに答える。

　ファラータが振り返ると、ミランダはにっこりとした。すでにどちらも自じ己こ紹しよう介かいはしている。ミランダが続けた。

「そうだね、あたしもついさっき、エンリケに聞いて、何とかできないかと思っていた矢先だったから。よかった、相変わらずあの男の悪運もつきてないんだ。あんたたちに出会うなんて。

　でも、あいつ、ヤキが回ったのかい。たかが小こ娘むすめ一人説得できなくなっただなんて、聞いてて哀かなしくなったよ」

『申し訳わけないが、ミランダさん、ガスにとっちゃ、あの娘が大切なんだ。だからなんだよ』

　エンリケはそう思ったが、黙だまっていた。

「じゃあ、すぐにでも作戦を練ろう」

　一行の思いは同じだった。




　サザンからロビオーネまでは、急げば馬で半はん刻ときとかからない距きよ離りだった。ということは、エンリケがサザンに駆け戻り、それから一行が引き返しても一、二刻ということになる。

　リコルたちは直ただちにメイファーの別べつ荘そうへと向かった。いまのところは、彼女の姿が見えなくなったということで、屋や敷しき周辺の捜そう索さくが行なわれているくらいだろう。が、いつまでたっても見つからないとなれば、ズボラーダがかかわってきて、本格的な捜そう査さになるのは目に見えている。それまでに、壺ごと二人を手に入れなければならない。

　どうするかは道中で、熱心に作戦が練られた。

　どうしようもなければ、強きよう行こう突とつ破ぱを図はからねばならないだろう。だが、幸いリコルの召しよう喚かん術じゆつがある。強大なモンスターを召喚し、敵がそれに気を取られている隙すきに、壺を奪うばい返すという穏おん便びんな手段も可か能のうかもしれない。

　あるいは、御ご用よう聞ききでも装よそおって、ファラータやミランダ、エンリケが室内に入り込み、壺を持ち出す方法も考えられる。

　しかし、屋敷の警けい戒かいが強いようだと、こうした方法も失敗する可能性があるし、もし巧うまくいっても面が割われると、あとあと厄やつ介かいなことになりかねない。

　これはエンリケの考えでもあったが、やはりこっそりと盗ぬすみ出すにしくものはないだろうという結論になった。それも、早さつ急きゆうに。

「そうか、リコル、簡かん単たんよ」

　突とつ然ぜん何か思いついたのか、ファラータが言い出した。

「ほら、あの〈大学院〉でやった技わざ、あれをやればいいじゃないの」

　そう聞いた途と端たん、それまでリコルの肩に乗っていたフクロウがばさばさと飛び上がり、近くにあった並木の上へと姿を消した。

　どう見ても、おいらはもう嫌いやだ、と言っているようにしか思えなかった。

「ああ、召喚してから忍び込ませ、そいでもって送還するというやつか。クロックは嫌がっているように見えるけどね」

〝そう、嫌だね。あの送還は全然効きかなかったから、効果が消えるまでずいぶん大変だったんだぞ〟

　リコルはフクロウの気持ちがよくわかった。こいつはみなが思っているよりも気が小さいのだ。今回は屋敷に魔法なんかかかっていないから大丈夫だよ、と言ってやりたかったが、そのときふっと思いついた。

「クロック、あのやり方じゃない。今回は大丈夫、普段のやつだ。先に忍び込んでもらった後、召喚すればいいんだから。壺はつかんでおけるだろ？」

〝まあ、忍び込みさえすれば、今度は召喚だから、おいらを呼び出すだけと言いたいんだな。壺くらいなら、まあつかめるか。それだと確かく実じつそうだけど……〟

「なるほど、そちらのほうがいいわね」

　話しかけられたと思ったファラータはリコルに答えたが、いつものように少年とフクロウは心の会話を続けていたのだ。

〝だけど、その前に壺がちゃんとあるかどうか、忍び込めるかどうかも調べておいてくれよ。行ってみたらなかった、なんてことはごめんだぜ〟

〝ああ、まかせときな〟

　こうした精せい神しんの会話に慣なれているファラータはともかく、エンリケとミランダには奇妙に見える光景だったが、二人からどうなっているのかときかれることはなかった。

　改めて、リコルは作戦を説明する。

　全員が納なつ得とくしたので、それは直ちに実行されることとなった。




　ナンジ　小サキ風ノ精セイヨ

　盟約メイヤクニ従シタガイテ　ワレノ元ニ　来タレ……
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　よく晴れた秋空に扉とびらが開き、そこに青あお紫むらさきの色に包まれ、小さな羽を持った妖よう精せいが浮うかんでいた。

　一行はまずメイファーの住むロビオーネの館やかたに向かい、そこの警けい備びが強化されているのを知った。屈くつ強きような若わか者ものが二人、門のそばに警けい戒かいして立っている。外からでも、屋敷が慌あわただしそうなのは感じられた。それに、先に飛び立っているクロックからも、屋敷の様子は逐ちく次じリコルの頭に入ってくる。予想通り、館の窓まどは閉しまっていて、中の壺がどうなっているのかはわからない。フクロウは窓のそばの木に止まっておとなしくしている。

　そこで一行は少し館から離はなれ、リコルが偵てい察さつ用に呼び出したのが、そのフェアリーだった。風の妖精は指し示じを聞いてから、ゆらゆらと屋敷に向かう。その姿はフクロウよりも小さく、上空にいれば人の目にはほとんど入らなかった。

「たしかにクロックは、煙えん突とつから入るのはもう嫌だろうしな」

　埃ほこりっぽく狭せまくて暗い煙突を抜けるのは、フェアリーの目を通しても気分のよいものではなかった。幸い食事時でもないし、まだ暖かい時期なので、煙は上がってこない。明るい方向に沿そって進むと、やはり一階の暖だん炉ろに出た。エンリケは、様子をうかがったのは一階だったと言っていた。暖炉から見ると、そこは応おう接せつ室しつらしいが誰もいない。メイファーを捜そう索さく中ということもあってか、部屋の扉は開いていた。

〝ようし、そうだ、そのまま部屋から出て右だ〟

　フェアリーからは、ぼんやりした意い識しきしか伝わってこない。ちょっぴり冒ぼう険けんして、イタズラしたいというような子こ供どもっぽい感覚はある。この生き物も典型的な妖精タイプなのだろう。無む論ろんリコルはエンリケから、メイファーのいた部屋の方向は聞いていた。そちらへ向かう。

　残念ながら、その部屋の扉は閉まっていた。廊ろう下かの角の天てん井じようの陰かげから、そっと様子をうかがうと、部屋の外には見み張はりらしき者が立っている。

　どうしたらいいの、というような感覚が妖精からリコルに伝わってくる。フェアリーのような生き物では正面切って、あの見張りとは戦えない。さっきから、この生き物の力を感じとってきたが、それほど強力な魔ま法ほうがあるわけではなさそうだ。それに相手を倒たおしても、扉が開かない。

〝よし、じゃあ、キミの好きなイタズラをしてもいいよ。でも、できたら、あの部屋の奥おくの方にしてくれ〟

〝わーい、イタズラ大好き〟

　ちょうどそれに応こたえるように、屋敷のどこかの扉がドンと閉まった。

　フェアリーがそれに応えて、軽く腕を振る。

　と意外なことに、見張りのいる部屋の奥からもドンという大きな音が響ひびいた。

「ん？」という不ふ可か解かいな表情が見張りの顔に走る。またも、ドンという音。今度はもっと大きい。

　見張りは急いで部屋の扉を開けた。中に入ってきょろきょろしているようだ。あわてていたので部屋の扉を閉めていない。フェアリーは急いで戸口まで漂ただよって行く。

　ある。

　机つくえの上には壺がなにげなく置いてあった。一方で、部屋の奥をきょろきょろ見回している見張りの姿すがた。

〝さあ、続けて。今度はあの窓まどの外だ〟

〝また、できるんだ〟

　フェアリーは嬉うれしそうに、腕を何度も振った。

　すぐさま窓の外から、同じようなドンドンという音がもっと強く響いた。たまらず、見張りは窓を開いて、外を見る。もちろん、警戒して武ぶ器きは構かまえたままだ。

　ここで間の抜ぬけた相手だったら、リコルはクロックに顔を襲おそえと指示したかもしれない。しかし、武器を構えていたので、〝引っ込んでろ！　窓が開くから〟と指示を送る。

　見張りはしばらく不思議そうな顔をしていた。

〝さあ、これで最後だ。急いで、部屋の戸口の外で、いちばん大きなやつを〟

〝まかせて！〟

　たちまち、見張りが入ってきた部屋の外で、これまででいちばん大きな音が響いた。

　振り返った男は、なんだろうという顔つきで、猛もう然ぜんとダッシュした。戸口の上に漂っているフェアリーになど気がつかない。

〝さあ、クロック、おまえの出番だ！〟〝さあ、キミ、あの見張りを誘ゆう導どうしてやってくれ。危あぶなくなっても大だい丈じよう夫ぶだ。ぼくが送り返してあげるから〟

　召しよう喚かんしているだけでもそこそこ疲つかれる上に、一度に複ふく数すうの精せい神しん会話をするのはなかなか大変なのだが、リコルはいまではそれほど苦にはならなくなっていた。気が張っていたからかもしれない。

「なんだ、おまえは、おい！」

　目の前を飛びまわるフェアリーに、見張りの男はあわてて飛びかかろうとする。その頃ころには、騒さわぎに気づいたのか、別の連中も駆け込んできた。

〝じゃあ、ありがとう、妖精くん〟リコルが送そう還かんの思念を送る。

〝ありがとう、楽しかった。今度はお母さんをよろしくね〟

　フェアリーの別れの思念とほぼ同時に、別の言葉が頭に伝わってくる。

〝よし、つかんだ。頼たのんだぞ、リコル〟

　こちらはクロックだ。鳥は騒動で空になった部屋に窓から飛び込み、壺を足につかんだにちがいない。




　盟約メイヤクニヨリテ　ワレ召喚ス

　知チ恵エノ守リ手タル　翼ツバサモツ小サキモノヨ

　ワレニ従したがイテ　知識ヲ授サズケヨ
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　忙いそがしさのせいで頭がくらっとしかかったものの、リコルはしっかりと召喚符ふを空中に投げ上げた。

　ファラータたち全員が見守る中、召喚符はくるくると風に煽あおられるように漂い──

　そして、扉とびらが開く。

〝ただいま、完かん璧ぺきだったよな、あっ⁉〟

「……おっとっと、危ない危ない」

　フクロウは現われたものの、さすがに重たかったのか足から落としてしまった壺を、エンリケが危あやうくつかむ。

　おいおい、壊こわしてしまったらガスとメイファーはどうなったんだ、と思いながらも、ほっとしたリコルはがくっと膝ひざをついたのだった。







　第三章　骨ほねの迷めい路ろ







　一行は慎しん重ちように拠きよ点てんを移うつした。あまり人目についてはいけないからだ。

　ガスやエンリケにとって、せっかく取り返したメイファーをズボラーダにまた渡わたすわけにはいかない。リコルもファラータも、ソラステル寄よりの地下組そ織しきに目をつけられている上、やはりサザンの当局、〈教きよう皇こう庁ちよう〉や〈大学院〉などに正体をつかまれてはまずい。ミランダも、盗とう賊ぞくギルドにはあまりかかわりあいたくないだろう。

　貴き族ぞく社会、裏うら社会、どちらもヤバそうだったので、それほど質しつの悪くない宿を転々とする羽目となった。さいわい資金に関しては、ソラステルを出るときに、リコルたちが充じゆう分ぶん備そなえておいたので、当面大だい丈じよう夫ぶだ。

　壺つぼから呼よび出されたガスとメイファーは、口論の最中に吸い込まれたかと思うと、また呼び出されたようなものなので、最初は興こう奮ふんしていたものの状じよう況きようがわかると落ち着いた。

　特にメイファーは、ソラステルの状況が変わり、あのセルジュクというハーフオークの皇こう帝ていが失しつ脚きやくしたと聞いて、大いに喜んだ。しかし一方で、ズボラーダという貴族がここサザンでの陰いん謀ぼうの中心にいることも知り、落ち込こんだ表情になった。薄うす々うす感じてはいたものの、そこまで悪あく辣らつな一いつ派ぱだったとは。これでは、やはりシスからの逃とう亡ぼうが軽はずみな行動だったと思われても仕方ないだろう。

　ということで、メイファーの信しん頼らいを勝ちえたガスパーニュが喜びいっぱいだったかというと、こちらもあまり浮かない顔つきだった。

　リコルにサザンの状況を聞き、大きな陰謀が企たくらまれているので、それを阻そ止しする──これはいい。彼にとってはまさしく冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが用意されたようなもので、相手にとって不足はないからだ。

　しかし、リコルといま充分に語りあうことで、自分の過か去こが蘇よみがえってくること──これは、あまり触ふれてもらいたくないことでもあった。

「おふくろのことかい」

　顔を斜ななめに向ける。

「あまり、話したくないな」

　盗とう賊ぞくにとって、この召しよう喚かん術じゆつ師しは常つねに気にかかる存そん在ざいだった。もちろん、嫌きらいなわけではないし、力量は認みとめている。かつて、ホテプト三世の墓はかに向かったとき、リコルらとは存分にやりあって、その腕うで前まえはわかっていた。いや、そもそも事の発ほつ端たんになったウォーレスでサンジェリコ師に会いに行ったさいも、実は待合室ですれちがったのがお互たがいだったと今ではわかる。あのときから、二人は、そう、絆きずなのようなものを感じとっていた。

　だが、母親のことになると……。




　ガスパーニュにとって、それは消してしまいたい思い出だった。母親はいつも苦しい思いをしていた。ものごころついたときから、そうだったと思う。

　カース・エレメンタルにサザンの下町の廃はい屋おくで記き憶おくを呼び覚まされた場面。幼おさないあのときは、まだ小さくてよくわからなかった。ただ、やさしかった父さんが動かなくなって、母さんがとても哀かなしそうに泣いていたことだけは、強きよう烈れつに嫌いやな思い出として残った。

　そのとき思った。夢ゆめだったんだ。そう、怖こわい夢だった……思い出したくない。彼は幼心に必死にそう願った。

　そう〝思い込み〟〝入れ込み〟のガスは、なんとかその記憶をどこかに押し込めるのには成功した。

　でも、その記憶が鎮しずまってからも、母子にとっては辛つらい人生が待っていた。

　母さんに、どこかちがう場所へ連れていかれた。そこでは、あまり嫌なことはなかったけれど、自分にとってやさしかった母さんはもういなかった。言葉がきつくなり、よく叱しかるようになった。あの綺き麗れいで、やさしかった母さんが。

　しばらくしたら、そこも離はなれて、二人でウォーレスへと行ったのだ。そこでも生活は大変だった。住むところもろくになく、母の帰ってくるのを、ただ待つ日が多かった。そして帰ってきても、母は不ふ機き嫌げんなことが多かった。やがて、その母もふっといなくなってしまった。

　意外なことが起こり出したのは、それからだった。どこからか保ほ護ごの手が差し伸のべられ、生活は楽ではなかったものの、なんとかやっていけるようになった。そして、なにか自分が、日に日に大人になっていくように感じた。これは曰いわく言いがたい。周りが急にはっきりと見えはじめ、同年ねん齢れいの子こ供どもより大人びて、少しずつ成長が早くなったような気がする。

　とはいっても、子供にできることは限かぎられていた。街中で見かける不幸な子供たちのように、ものごいや簡かん単たんな使い走り、はてはかっ払ぱらいや盗ぬすっ人と行こう為い。もう少し大きくなると、目はしが利きくので墓盗っ人や堕だ胎たいの手伝いなど、人が嫌がる実入りの多い行為。ポン引きみたいなこともよくやっていた。見た目はそれなりによかったし、口もたつので、年上の女には好かれるのだ。

　もちろんこうした裏うら社会で年とし端はもいかないと、危き険けんなことも多い。あわやということは何度もあったが、不思議なことにガスパーニュはそれらを間かん一いつ髪ぱつでかわせるのだ。大きな成功にめぐりあうのではない。危あぶなくなってもなんとかなる、ということだ。

　少し気味が悪くなった彼は、たまたま知り合いの老ろう婆ばに占いをしてもらったこともある。

「あんたには……おお……母親の霊れいがついとるな。いや、母親じゃない……母親の影えい響きようで、妙みような魔ま物ものがついておる。そいつが見守っとるのじゃ……おそろしい……」

　けっ、何をわけのわからんことを。おれにはもう、父も母もいない。天てん涯がい孤こ独どくの身の上よ。だからこそ、なにか大きなことをいつかやってのけてやる。そんな因いん縁ねん話はごめんだぜ。

　それからのガスパーニュは、自分で隠してしまった記憶の切れ端など見たくもないというように、自分の身の上については一いつ切さい無む視しするようになった。

　それがいま……。




　切れ切れに苦しそうに語る義ぎ理りの弟の話を聞きながら、リコルは愕がく然ぜんとしていた。

　風の長おさルクエリに頼たのみ込んで、〈知識の冠かんむり〉を被かぶって見た幻げん覚かくのシーン。いや、それはあまりに生々しく、とても幻覚とは思えなかったのだが、そこで見た母親の顚てん末まつが頭をよぎる。

　まさか、あれは実じつ際さいに起こったのか？

　では、やはり母親はガスパーニュ、そしてリコルを救うため、自分を犠ぎ牲せいにして〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉に囚とらわれに行ったのか？

　母はまだ生きている？

　そして、ガスパーニュやリコルはそのおかげで、魔界の保ほ護ごを受けている？

　思い当たる節もある。

　ガスパーニュの言う、幼い頃に母を失った後、どこからか保護が差し伸べられた件けん。

　あのソラステルで錬金生物にいまにも踏みつけられそうになったとき現われ、窮きゆう地ちを脱だつする助けになってくれたゴースト。そのゴーストはそもそもヒッポスで、リコルたちにソラステルに向かえと誘ゆう導どうしたではないか。

　あいつがそうなのか？

　自らが魔界とかかわっているのはオティスだけだと思っていた召しよう喚かん術じゆつ師しにとって、こうしたガスからの話は衝しよう撃げきでもあった。

　しかし、魔界というものもいまだよくわからない。あのカース・エレメンタルというのもかかわっているようなのだが、やつはリコルとガスパーニュの関係をよく知っていなかったようにも、いまの話からだとうかがえる。

　オティスにしても、自分の保ほ護ご者しやだというのは何かちがう気がする。あの対たい応おうは、むしろお互いのやりとりを楽しむかのようで、保護というほど確かつ固ことしたものではない。常にリコルを試ためしているような……。

　魔神たちがすべて自分にかかわっていると考えるのは、少々おおげさかもしれない。

　ただ、少なくともオティス以外に、ルシファージュという強力な魔神もガスパーニュ経けい由ゆでかかわっているのはまちがいなさそうだ。

　その一方、いまサザンでは〈大学院〉のキーレンと宮きゆう廷てい魔術師レティナン、ズボラーダ伯はく爵しやく、そして、おそらく〈教きよう皇こう庁ちよう〉をも巻き込んで、とんでもない陰いん謀ぼうが進められつつある。

　リコルはこのサザンという街に、別に恩おん義ぎを感じているわけでもないし、それをいうならむしろ逆で、これまでひどい目にしか遭あってこなかった節もある。

　だが、それを正さなくては、という気持ちも大いにあった。

　サザンの〈大学院〉、もともとあれはこんな状じよう況きようを生み出すためにあったわけではない。知の集積として、もっと立派なことができる殿でん堂どうであるべきだ。それをいうなら、〈教皇庁〉だって同じだろう。

　さらには、母親のことも気にかかるし、それに、まっとうな人たち、たとえば、宰さい相しよう派はのジェラコートらの安あん否ぴも気き遣づかわれる。

　それに、この世界を転てん覆ぷくさせかねないキーレンの陰謀。

　これは絶対なんとかしなければ──

　もちろんファラータも同じ思いだったし、ガスパーニュやメイファーにしても程てい度どの違ちがいこそあれ、そうした考えに変わりはなかった。




　そこで、拠きよ点てんの宿を替えつつ、これからどうするかについての議論が続いたのだが、簡単に打だ開かい策さくは見つからなかった。

　とにかく、つぎの満月の夜、キーレンたちが何か行なう、少なくとも〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉に潜もぐることだけはまちがいないだろう。

　それを何とかしなければ……。

　だが、〈魂の牢獄〉とは何で、どこにあるのかは見当がつかなかった。リコルはあの幻覚で知った〝聖せいの本拠地〟という言葉から、サザンの〈教皇庁〉ではないかと思ったが、そんな牢獄が現実のあの大伽が藍らんにあるとはとても思えなかった。別の場所を象しよう徴ちよう的てきに言ったのだろうか？　場所さえはっきりわかれば、そこへの道を開く呪じゆ文もんはリコルとクロックが頭に留めたこともあって、キーレンらを追えることは確実だろう。会話の様子から、不可解な場所で、進んでいくのは大変かもしれないが、連中を追っていけば何とかなるようにも思えた。

「だから、キーレンたちに目をつけておけばいいじゃない。満月の日に行動するのはまちがいないんだから」

　常つねに楽観的なファラータが言う。リコルはそんなに簡単とは思えなかった。

　案の定、ガスパーニュが反論する。

「どこにその〝なんたらの牢獄〟があるのかわからないのに、無理だろう。それに、あんたら、そのキーレンとやらに目をつけられてんだろ。追っかけるほうが、追いかけられだしたら、目も当てられない」

「だから、ガス、彼らに知られていないぼくたちに、いまから追いかけてほしいということなんですよ」

　エンリケは察さつしがいい。

「ばか、相手は〈大学院〉長クラスの力のあるやつなんだぞ。しかも、そいつにはソラステル系けいの盗とう賊ぞくギルドも目をつけてるんだ。やぶへびでおれたちが見つかっちまう」

「ソラステルの手先の盗賊ギルドなら、あなたたちだって協力できるんじゃ──」

　リコルは深い考えもなく言った。

「だめだめ、あんたは後からソラステルに入ったんで知らないかもしれないが、その手の盗賊ギルドの元もと締じめは〈火か炎えん城じよう塞さい〉のゴルムスだ。いくらホテプトやジャルダンが力を握にぎったといっても、手ごわい。そんな組織に行ったら、そのうちおれなんざ皇こう帝てい派はだと面が割われて、寄ってたかってやられちまう」

「直接つながってない〈囁ささやく耳〉にしても、やばそうですしね」と、エンリケ。

　それはリコルも知っていた。ソラステルは元の皇帝の力が復ふつ活かつしたといっても、前からの過か激げき派、サザン憎にくしの元げん凶きようである〈火炎城塞〉の連中は、将軍のゴルムスを中心として、いまだに皇帝派の目の上のたんこぶである。ジャルダンが討とう伐ばつでもしない限り、完全にホテプトが一元化して支し配はいできたとはとても言えない状況だ。サザンで破は壊かい工作をしているのは、こうした手先なのだ。

「どこまでいっても、どうどうめぐりね」

「そりゃ、おれたちにキーレンてやつを見み張はれというのならできるが、〈大学院〉の中にこもられちゃったりするとな」

　否ひ定てい的なことばかり言うのも気が引けたのか、ガスパーニュもいろいろ考えている。

「おい、エンリケ、いい案ないのか、いつものように」

「いかんせん、これだけいろんな相手ににらまれてるとなると、ここでは情じよう報ほう網もうが使いにくいですしね。ミランダさんの貴族のツテにしても、逆にズボラーダの注意を引きそうです。かと言って──」

　ミランダも、そうだというようにうなずく。

「──満月まで、あと二日しかありませんしね」

　そうだった。キーレンらが〈魂の牢獄〉に潜るといった期日まであと二日だ。もともと一行がそろってから、あまり日はなかった。

「いつもの壺つぼを使う作戦というのも、不ふ確かく実じつ性せいが高いでしょう？」

「ダメだ」「ダメです」

　期せずしてガスパーニュとメイファーの双そう方ほうから声が上がる。やっぱり、壺に閉じ込められるという不安感は、ストレスがかかるものらしい。気持ちが通じあったのを感じてか、ガスとメイファーは互たがいににっこりした。エンリケはほっとする。この関係が、このまま続いてほしいものだ。

　エンリケの〝不確実性〟という言葉をきいて、リコルははたと思い当たった。

　そう、不確実だから作戦を立てにくいのだ。わからないのは〈魂の牢獄〉の場所だけではない。そこに何があって、敵てきがどうするのか、具体的には見えない。少なくとも、もっと情報がなければ行動に出られないじゃないか。

　こうなると、ぼくがいちばん嫌いやがっていることをやらないといけないだろう。

　これだけ期日が迫せまり、状じよう況きようが厳きびしいのなら、もっとも意味のある手がかりを得られるのは、オティスに教えてもらうことだ。

　しかし、それはリコルにとって、気の進まないことでもあった。謎なぞめかした現あらわれ方や答え方しかしない魔ま神じんを相手にするのは、いつも神しん経けいをすり減へらす。この種の交こう渉しようは魔術師にとって命の危き険けんをも伴ともなうので、できれば避さけたいが、こうなってはやむを得ないだろう。

「わかった、ぼくにまかせてくれ。なんとかする」

　ファラータが心配げな顔をしたが、彼女もわかったのか、それ以上何も言わなかった。




「じゃあな、クロック、はじめるぞ」

　目の前に秘ひ儀ぎ書しよを据すえ、リコルは集中した。相変わらず、その不気味な本には奇き怪かいな文字が並ならんでいる。一いつ瞬しゆん、ほんとに呼び出せるのかなという疑問がわいたが、案じるまでもなかった。呪じゆ文もんを口にすると、本の字がのたうちはじめ、やがてそれが本から浮き上がるように見えたとき、眼がん前ぜんにあの奇怪な哄こう笑しようする姿すがたがあった。

「なんだ？」

　機嫌がいいとも、悪いともわからない。ただ、口調から興味はあるようだ。

　こうした魔神には直接的な質問はよくない。はぐらかしつつ、思わず答えようとするような問いかけをしなければ。

「あなたが興味を持ちそうな情報を知った。それを伝えたいが、こちらもよくわからないことがあるので、少し教えていただきたい、知識ある方よ」

「まだまだ傲ごう慢まんな言葉だが、魔界のやり方を少しは理り解かいするようになったか。で、情報とはなんだ。つまらなければ、それ相そう応おうの代だい償しようを払はらってもらうがな」

　そこで、リコルはキーレンらの陰いん謀ぼうを語った。ただ、〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉の場所がわからないと。

　オティスは表情も変えなかった。

「まあ、予想したことではあるが、おもしろい。しかし、おまえはまだ〈魂の牢獄〉がどこにあるのか気づかぬのか。それでは余よが教えても、おまえたちの企たくらんでいることはかなわぬな。残念だが、知らぬ方がよい。そもそも、余には教えられぬしな」

　相変わらず、突つき放した言い方だ。

　おそらくこの魔神にはなんらかの思惑おもわくがあるか、そうしたことを直接教えるのは禁きんじられているのだろう。それくらいはリコルにもわかった。

「それをなんとかしていただきたいのだが」

　答えが返ってくるとは信じもせずに、リコルは告げる。

「ならぬ、自ら考えよ！」

　声が轟とどろきわたる。

　さすがにその剣けん幕まくには、リコルも身の毛がよだった。

　必要以上に強い調子だ。いつもとちがう。リコルの頭にかすかに閃ひらめきが生まれた。

　……自分で考える？　ということは、推すい測そくがつくということか？

　リコルは必死に考えた。

　あのときたしか、母に〈魂の牢獄〉へ向かえと伝える魔神ルシファージュは、その場所を〝聖せいの本ほん拠きよ地ち〟と言った。それは当然〈教きよう皇こう庁ちよう〉を意味するかとも思えたが、現実の〈教皇庁〉にそんな場所がないことは明らかだ。聖魔法で隠かくされているのかもしれないが、あれほど巨きよ大だいな伽が藍らんを隠したりできるのか──〈教皇庁〉と対たい称しようになるくらい大きなものを──対称？

　対ついとなる……。

　たしか、あれは逆を向いていた！　地下の奥深くへというように。まさか⁉　地下だというのか？　〈教皇庁〉の地下にそんな巨大なものが──

「どうした。わかったのか」

　啞あ然ぜんとして口を大きく開けたリコルに、皮肉っぽく魔神はたずねた。

「まさか、〈教皇庁〉の地下に‼」

「魔を囚とらえるには、最さい適てきかもしれんな。まあ、逆ともいえるが。あくまで可か能のう性せいとして」

「感かん謝しやする、オティスよ！」

「馬ば鹿かな、余は何も言ってはおらん。それよりも、骨ほねの迷めい路ろは心しておけ、それだけだ」

　煙けむりとともに、魔神は消えた。




〝気になるな、リコル〟

　クロックがしつこく言っている。

　リコルは早さつ速そく、一行に事実を伝えた。場所がわかったのだから、これでキーレンたちを見み張はっておけばいいと。向かうは〈教皇庁〉とその地下なのだと。

　だがよく考えれば、いろいろ腑ふに落ちないこともあった。

「考えてみると、〈大学院〉の長がどんな風にして〈教皇庁〉の秘ひ密みつの地下に潜もぐるのでしょうね」

　エンリケが楽がつ弓きゆうをつまびきながら言う。

「あいつら犬けん猿えんの仲なのに、そんな中ちゆう枢すう部においそれと怪あやしい行こう為いをしに行けるとも思えんがな」と、ガスパーニュ。

「でも、これまでと状況がちがうわ。宮きゆう廷ていを覆くつがえしたので、〈大学院〉は国王側から教皇に進言できるでしょうし、ズボラーダも力を持っていて〈教皇庁〉への影えい響きよう力りよくもかなりのものじゃないかしら。入っていく機会くらいはあるかも」

　メイファーは、かつて自分の王国での黒魔術師たちの暗あん躍やくを思い出しているかのような顔つきで反はん論ろんした。ミランダはわからないという表情だ。

「それはともかく、リコル、〈教皇庁〉の地下には、あの怪しい実験室はあったけれど、そんな大伽藍なんてなかったわよ」こちらはファラータだ。

　いろんな意見をきいていると、さすがにリコルも自信がなくなってきた。あの幻げん覚かくでは〈魂の牢獄〉は逆向きの大伽藍に見えたが、地下というよりは、どこともしれぬ暗黒の空に宙吊りになっているイメージも残っている。実じつ際さいに上に〈教皇庁〉がかぶさっていたわけではない。

「魔法で隠されているか、別の次元にでもあるんだろうか」

〝かもしれないな。それよりも〟

　フクロウはじっと考え込んでいる。

〝オティスが言ったという、最後の言葉の方が気にかかるぞ〟

「骨の迷路か。なんだろう？　そういや、キーレンたち、呼び出した魔神から羊よう皮ひ紙しみたいなものを手に入れてたな」

〝おいらは覚えてるが、『最さい下か層そうまでの地図』とかなんとか言ってたはずだ〟

「だから、それが〈魂の牢獄〉の地図なんだろ。それにしても、骨の迷路だなんて──あっ！」

〝そうだ、地下にある骨だらけの場所といえば──〟

「カタコンベか。たしかに〈教皇庁〉にも近いし」

「でも、あそこから〈教皇庁〉に入るのは、ふつう無理だとイサキオスは言ってたわ。覚えてない？　それができるなら、とうに自分たちがやってたと」

　ファラータは慣なれたもので、クロックとの心の会話でつい声に出してしまうリコルの言葉尻じりを捉とらえた。

「ぼくたちはできた。偶ぐう然ぜんなんだろうって」

〝だから、そんな偶然を、あの呪じゆ文もんが行なうんじゃないか？　それに、今回は〈教皇庁〉に入るんじゃなくて、〈魂の牢獄〉に入ることになるんだが〟

「だけど、カタコンベって広いぞ。まあ、後をつけていけばいいけど……」

　なんとなくミイラとりがミイラになりそうな気もして、リコルは不安だった。他のみんなもそうした気分なのはまちがいない。

　追つい跡せきというのはむずかしい。たとえば、盗とう賊ぞくが一人で行なうならそれほどでもないだろうが、これから行なおうとする追跡には、リコル、ファラータ、ガス、エンリケ、メイファーと少なくとも五人はいる。追跡者の数が多い場合はむずかしいし、見つけようとする方が見つかったら、たしかに目も当てられない。

「まあ、気づかれても、当面実行を阻そ止しできれば、敵てきにはそう機会は多くないんだから、意味はあるか」

〝ホーホー、だから、このクロックの言葉をよく聴ききなって。おっと、夜目が利きくから追跡はまかせろっていうんじゃないぞ。あのカタコンベの記録を前もってさがしておけばいいんじゃないか。昔、おいらの言ったこと覚えてるかい〟

　リコルはさっぱり覚えていなかった。馬ば鹿かにしたように、フクロウの胸むねが膨ふくらむ。

〝だから、リコルは魔法バカになるより、もっといろいろ勉強しないとダメなんだ。あのとき言った『六門都市列伝』なんかにも、カタコンベの記き述じゆつはあるけれど、この街がそんな場所を認みとめているのなら、そこをある程てい度ど調べて記録してあるはずさ〟

「だから、先に調べておけってか。でも、どこで……ああ、〈大学院〉か」

　リコルはキーレンのいるところになど戻もどりたくはなかったが、クロックの言うのももっともだと思い、アカデミアの大図書館を調べておこうと考えたのだった。




「へー、こんなの借り出せたの。すごいな、けっこう詳くわしく載のってる」

「地下二層くらいまでだけどね。これがそのまま〈魂の牢獄〉ではないだろうけど、これでカタコンベの入口で迷まようことはまずないだろう」

「その、もう一冊さつはなんだ？」

　本と聞くと顔をしかめるガスパーニュが、もう一冊を見てきいた。

「クロックが言ったんだけど、〈魂の牢獄〉が〈教皇庁〉と対ついと考えられるのなら、〈教皇庁〉の内部のだいたいの見取り図もあったら推測がつくかもしれないって。そりゃ、詳しくは載ってないけど、これでもそこそこ構こう造ぞうはわかった」

　それはサザンの主要な建物の見取り図集だった。

　その日の夜はもう満月だった。〈大学院〉で調べるのに手間取り、こうなってしまったのだ。

　しばらくして準じゆん備びを整えた一行は、夕ゆう刻こくにサレンの地下へと向かった。先に入口で潜ひそんでおくつもりだ。

　この地下へは以前にも来たが、不気味なことには変わりなかった。

　地下グロツトの地図を調べてみると、メインの入口はやはりリコルたちが知っている郊こう外がいのそこになるらしい。

　いま、フクロウは〈大学院〉の周辺を見み張はっていた。もし、キーレンが別のところに向かうというなら、早めにリコルたちに連れん絡らくをする算さん段だんだ。

　やがて、そのクロックから報ほう告こくが入りだした。

〝ホーホー、予想通りだ。やつは学院を出たぞ〟

〝途と中ちゆうでレティナンらと出会った。四人ほど連れている。レティナンはすぐに別れて戻った。今回は加わらないらしい。こいつらは、キーレンの護ご衛えいかな〟

　地下に潜る敵が合計で五人というのはリコルには少ないようにも思えたが、極ごく秘ひ裡りに行動したいのかもしれない。それなら秘ひ密みつを知る者は少ない方がいい。

〝ホーホー、やっぱりサレンの地下に向かってる。あと半刻ほどしたら着くぞ。隠かくれる用意をしておくんだ〟

　リコルたちは入口の奥おくの隠れられそうなところに集まった。

　地下での尾び行こうは、そうした技わざが得意なガスパーニュが肩かたにクロックを乗せ、運動神しん経けいのあるファラータと同時に進む。その少し後からリコル、エンリケ、メイファーが続くという計画だった。リコルは夜目の利きくピクシーを召しよう喚かんしておいて、ファラータたちがよく見えるようにした。夜目の利く者は多い方がいい。明かりは使えないからだ。ミランダは緊きん急きゆう時じ用に入口に残ることになっていた。まったく役に立たないかもしれないが、追つい跡せきは数が多ければいいとは限らない。

「来た！」

　たいまつの明かりが見える。頭数はクロックの言ったとおり五人だ。ここで不ふ意い討うちを掛かけても倒たおせるかもしれないが、敵も手だれだろうし、警けい戒かいしているだろう。やはり何をするのか追っていったほうがいいはず。

　敵が通り過ぎていった。目指す場所ははっきりしているのか、脇わき目めも振らない。

　メイファーがぴったりとガスパーニュに身を寄せるのがわかった。これまで冒ぼう険けんをいくつも潜くぐり抜けてきたとはいえ、この夜の行動はとても大切だとわかっている。不安でたまらないのだ。ガスパーニュはもちろん、安心させるようにじっと彼女の肩かたを抱だいた。

　リコルはファラータをちらりと見た。こちらは逆に〝大だい丈じよう夫ぶよ〟と言わんばかりに片かた目めをつぶる。彼女らしい割り切りだ。エンリケは無表情だが、敵を追う目は鷹たかのように鋭するどい。

「じゃあな、ミランダ。あとは頼たのむ」

　一行はガス、クロック、ファラータをちょっと前に、リコル、エンリケ、メイファーを少し後にして、その場を出た。ミランダはほほ笑みを浮うかべ、黙だまってうなずいただけだった。




　骨ほねがうずたかく積んである。最近はサザン当局のチェックが強まったせいか、ソラステルの手先もここを利用するのは止やめているようだ。

　はじめて潜ったときのことを思い出し、リコルは落ち着いてきた。最初の踏ふみ固められた地下の道が、やがてこの人じん骨こつの積み上げてある〈死者の間〉の通路に変わり、そこからは墓はかがいっぱい並ぶ地下墓ぼ地ちになっていくはずだ。

　最初にイサキオスに連れて来られたときには、未経験の不安と骨そのものの不気味な感じに落ち着きをなくしていたものだ。

　いまは全然そうした感かん触しよくはない。そういえば、クロックはフクロウ特有の性質で、方向感覚はしっかりしていると前も言っていた。

　と、前方のファラータらがこれまでとちがう方向に分かれた。明らかに敵は、地下墓地へと続く広い通つう廊ろうから、分ぶん岐きしている骨の道をたどったようだ。曲がってから、ファラータらより奥おくに目をやると、ちらちらと先に見えるたいまつがそれを表わしている。

　骨の通路はこの時点でもすでに迷宮と呼ぶにふさわしく、脇道が突とつ如じよとして出現したりする。

〝そうか、地下墓地へは向かわないんだ〟

〝ああ、脇道からもう一階層下へ向かうんだろ。あの地図にもあった方向だよ〟

　クロックから心の声があったが、リコルはちゃんと地図を覚えていなかった。一瞬、追えるかなという気持ちになる。それでもエンリケとメイファーは、彼の衣ころもをつかみながらなんとか付いては来ている。

　急な傾けい斜しやを下って、しばらく行くと少し広くなった場所に出たようだ。急いで地図を取り出して見てみると、たしかに一階層下の広間になっているところだ。そこから通路は四方向に道が分かれて、さらに複ふく雑ざつな構こう造ぞうになっていた。

　広間にいた敵の一行が、少し後こう退たいした。前にはキーレンがいて、奥に向かってなにやら唱えている。

　あの開放の呪文だなと、リコルは思った。

　と、妙みようなぎしぎしという音が聞こえ始めた。

　なんだろうと見守っていると、そうした音とともに、周囲の骨の山が動きだしたではないか。

　まるで垣かき根ねのように積まれていた骨の壁かべが、踊おどるように個々に動いている。

　よもや、アンデッドを組み立てだしたのか？　スケルトンの創そう造ぞう？

　死霊術師ネクロマンサーには、そうした魔の技わざを駆く使しするものも多い。キーレンという輩やからは、これまでのやりとりを見ても、いかにも死霊術を操あやつりそうな性質にも思える。こんなことをはじめるとは、前にいるファラータらが見つかったのかとリコルは身構えた。

　しかし、そうではないような気もした。

　これまで、カタコンベには骨だらけという異質な感はあったが、アンデッドが出現しそうな呪のろわれた不気味な感かん触しよくまではなかったからだ。

　現に以前も、リコルたちはそうした目に一度も遭あっていない。

　注意深く見ていると、やはりそれはスケルトンの創造ではなかった。

　骨が動いて、ゲートのようなものを組み立てているではないか！

　もともと、その広間からの出口は四方向に開いていた。リコルたちが追ってきた道を含ふくめると五方向に開いており、リコルたちから見て正面の骨の壁だけには通路がなかった。

　そこの骨がいま押おしのけられ、それらが組み立てられて門を造つくり、奥に新たな通路が開いている。

　キーレンは完成した門を見てそれを指差し、くぐっていった。下がっていた手下の四人もすぐさま続く。門はしばらく輝かがやいていたが、やがて崩くずれだし、元の白い骨の壁に戻った。

　のぞいていたリコルたち一行は、敵が戻ってくる気配もないので広間へと進む。

「完全に消えちまったぜ、あの門」

　ガスが周辺を調べている。

「これは押しのけられませんね」

　エンリケが弓で大量の骨をつつく。

　実じつ際さい、しっかりと組まれたように骨の壁はびくともしなかった。

「ほんとだな、全然動かないぜ、これ、あっ、痛いたっ！」

　骨をつついたつもりが、頭ず蓋がい骨こつに手を突つっ込こむことになって、ガスパーニュはかすり傷きずを負った。

「やめなさい、これも元は生きていた人の亡なき骸がらでしょ。恨うらまれるわよ」

　死人には落ち着かない気持ちになるファラータがとがめる。ここがはじめてのメイファーはまだ落ち着かないのか、目をそむけているようだ。

「それにしても、とてもあんな門があったなんて思えないわ。リコル、開けられるの？」

「あの呪文なら覚えたけど……」

　リコルには自信がなかった。

「だけど、唱えて開かなかったときはどうしようもないな」

〝大丈夫だ、リコル。おいらの覚えてた呪文といっしょだったぜ。唱えてみなよ。早く行かないと、やつらを見失うぞ〟

　フクロウからの声に勇気づけられた召しよう喚かん術じゆつ師しは、キーレンと同じ場所に立ち、その言葉を唱えた。

　しばらくは何も起こらないように見えたが、やがて骨が動きだす。踊るようなその動きはやがて、さっきと同様の門を形作った。

　すでに、キーレンたちが消えてから数分が経たっている。見失っては大変と、一行はその門を抜けていった。




「どうしたんだ、いつもの感じじゃねえな。震ふるえてるぜ」

「大丈夫よ」

「たしかに、なんだか気持ち悪くてまいるけどな。あ～あ、完全に見失っちまったぜ。おい、フクロウ、どうする、明かりをつけるか」

〝そうだね〟というように、ガスの肩のフクロウは首をこっくりとする。

　先行する盗とう賊ぞくと女格かく闘とう家かは、もはやあきらめ気分だった。

　クロックから、こうした情じよう報ほうを聞いた後ろのリコルは、前に追いつこうと後ろの二人に小声で告げた。

「敵てきを見失ったみたいだ。前に追いつこう」

　入口で手間取ったせいか、入ってから前のキーレンたちの明かりはほとんど見えなかった。ときにチラッと見えたりするものの、道を曲がったのかすぐに消える。急いでその曲がり角まで進んでも、またすぐに消えてしまう。クロックやピクシーにはもう少し先まで見えたが、暗くら闇やみの中で地図を持っている敵を追いかけるのは非ひ常じように困こん難なんだった。

　そのうち、まったくわからなくなってしまった。

　それに足が鈍にぶったのは、この骨ほねの迷めい路ろの不気味さのせいもある。

　道の状じよう態たいはこれまでと似にたようなものだった。

　だが、ちがうのだ──雰ふん囲い気きが。

　最初見たときは外見から、〈死者の間〉にはじまる積み上げられた骨の壁は不気味な感じを与あたえる。ただそれは、慣なれないものを目にした驚おどろきであり、また死者に敬けい意いを抱いだくゆえの、ある種感かん慨がいめいた気持ちによるものだ。そうしたものなら、しばらくして慣れると不気味さは薄うすまっていく。死者たちはそこでははっきりと〝死者〟であり、見た目はむごいが骨という物理的な存そん在ざいだ。

　だが、門をくぐってからのここではちがった。

　生きている、いや、生きていたときの感情だけが残され、そう、怨おん念ねんと呼べるものが付着しているのだ。別に骨が動きだしたり、なにか害意のあることを仕し掛かけてくるわけではない。だが、明らかにこれまでの通路とはちがって、〝気〟のような感情の残り滓かすめいた雰囲気が漂ただよっているのは感じ取れた。周りはほとんど見えないのに。

　ファラータはこうしたことがすごく苦手だ。メイファーもそうらしい。悲ひ惨さんな光景を見慣れているガスやエンリケにしてすらが、この渦うず巻まく怨念のような存在には気づいていた。

「もう、無理ですから、明かりをつけましょう」

「…………」

　メイファーは言葉を出す気力もなかったようだが、うす黄色の炎ほのおがともったときには、ほっとしたようにため息をついた。だれもが同じ思いだった。

「だいたい、無理なんだよな。おれはこんな闇の中でも動き慣れてるといっても、フクロウみたいに見えてるわけじゃないから」

「ここは邪じや悪あくですわ、なんでしょう、この感じ」

　メイファーがおずおずと言う。

「わかるわ、ここには骨に霊れいみたいなものがくっついてる。そう、まだなにかに執しゆう着ちやくして、囚とらわれているみたいな」とファラータ。

　囚われているという表現に、リコルはどきっとするものを感じた。ここはもう〈魂たましいの牢獄〉なのか。

　母親はここに？

　いや、そんな自分のことにかまけている暇ひまはないだろう。当初の計画はいま頓とん挫ざしかけているのだから、そちらを立て直さなくては。

「もう、わからなくなっちゃうのかな、敵の動きは」

〝だめだろう、おいらが飛んで追いかけてもいいが、ここじゃ方角もつかめないし、迷うのがおちだ〟

「地図とかはどうなってんだ。そのためにあったんだろ？」

「いや、さっきから見てるんだが、どうもあの入口からは全然役に立たないみたいだ」

　明かりにかざしながら巻まき物ものを見て、リコルは首を振ふった。

「なんでえ、役に立つとか言ったんで信用したんだぜ」

「あれは実じつ際さいのカタコンベの地図でしたからね。もう一冊さつの大伽が藍らんの見取り図はどうですか？」

　仮か借しやくのない盗賊に比くらべると、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの意見の方が建けん設せつ的だ。

「そういえば、こっちの方が通路や壁めいていて、なんだか似にてるような気もするな」

〝そうだよ、ほら、この図を見なよ。もう一階上の階に行くと、真ん中に天てつ辺ぺんまでの螺ら旋せん階かい段だんがあるだろ。それで一気に上に行ける。〈魂の牢獄〉は逆と考えると、やつら、向かうのは最下層とか言ってたから、こんな階段を使ってまっしぐらに行きたいはず。前から、おいらが言ってたとおりなんじゃないかな〟

「そうか、大伽藍は一階は真ん中が吹ふき抜ぬけになってたな。その上の階にメインの階段があるんだ。じゃあ、ここじゃ、一階下へ行ける階段を見つけて、それから真ん中の螺旋階段へ行けばいいと」

〝だから、ここの真ん中が吹き抜けになってれば、まちがいないだろ？　まず、それを確かめることさ〟

　リコルがこうした意見を全員に説明して、真ん中に向かう承しよう認にんを得る。

　怨念の不気味さも、明かりがある今となっては少々薄うすらいできたようだ。しかし、その明かりも風があるのか、ときどき揺ゆらいで消えそうになる。

「これって、風かしら。あの亡ぼう霊れいさんたちが息でも吹きかけて消そうとしてるんじゃないの」

　ファラータは気味が悪いのか、迷めい信しんじみたことを言う。

「そんなことないさ。ぼくの妖よう精せいに聞けばわかる」

　リコルはピクシーに問いかけた。

　ピクシーの感覚に、弱いけれども実際に風が吹いているのが感じられる。

「ほらみろ、ファラータ。こわいこわいと思ってるから、実際に風が──あっ！」

〝そう、実際に風があるのなら、その吹いてくる方角が真ん中だ〟

　こうしてピクシーの感覚を頼たよりに進むと、一行はやがて広い空間に出た。そこではこれまでよりも強い風がたしかに吹いている。まわりには骨ほねが壁ではなく、散ったり、小山を作ったりしていた。

「ここって、どこなんでしょう？」

　不安げにメイファーがきく。

「やっぱりだ、ここがあの大伽藍の中央になるんだ！」

　ふと気づくと、その広い場所の真ん中に、見も知らぬ像がある。それは骨だけの彫ちよう像ぞうで、不気味な鎌かまを手に、一行を威い嚇かくするように立っていた。

「何か攻こう撃げきしてこねえだろうな」

「わからない。ガーゴイルでもいろんな種類がいますからね」

　エンリケも、楽弓を手に警けい戒かいしている。

　しかし、リコルはかつて大伽藍を訪おとずれたときを思い出し、それが聖せいエルドの像のまがまがしい対たい照しよう物ぶつではないかと感づいていた。

　これこそ〈魂の牢獄〉にちがいない。大伽藍が逆向きになっているのだ。

　じゃあ、風の吹く方向へとさらに歩いていくと？

「ちょっと、リコル、どこ行くのよ」

　見切ったように進む召喚術師にファラータが追いついてきた。

「待った、危あぶない！　ほら、ごらん、ここからどうなっているか。ぼくは推すい測そくがついたし、ぜひ知りたかったんだ」

　リコルは下を見た。

　地面がそこから切れたように消え、見下ろす果ては虚こ空くうだった。

　何もない。差し出す明かりに照らされ、墨すみを流したように暗黒の空間が下方へと広がっている。

「〈知ち識しきの冠かんむり〉をかぶって垣かい間ま見たとき、この外の宙ちゆう空くうに浮ういていた」

「じゃあ、やっぱりここが〈魂の牢獄〉なのね。下向きに大伽藍になってるっていう」

「まちがいないだろう。そっくりだ、感覚が」

「そうすると、あなたのお母さんもここに閉とじ込こめられてることになる？」

「うん、もっと下のほうだったけどね」

「どうするの、リコル、お母さんを助けてあげないと」

「…………」

　リコルには答えられなかった。キーレンたちは最下層に向かい、そこで強大な神を解かい放ほうするための、前もっての行こう為いを行なうはずだ。それを阻そ止ししなければならないが、同時に自分の母親をなんとか救出したいという思いもある。

　まず行なわないといけないのは、前者なのはわかっているが、母親の状じよう況きようを考えると……。

〝とにかく、下への階かい段だんを見つけるのが大事だぜ、ホーホー〟

　クロックの言葉にほっとしたリコルは、急いでそこを離はなれ、その吹き抜けの間から新たな入口へと進んでいった。




　骨の螺ら旋せん階段はずっと続いていた。

　吹き抜けの間から新たな入口をくぐった一行は、そこで下の階への階段を見つけ、再び真ん中へ向かうと、予想通りそこには下へとまっすぐに延のびる螺旋階段が待っていた。

　明らかに、キーレンたちはここを下へと向かったのだろう。

　それまで妨ぼう害がいらしい妨害には出会っていなかったものの、周囲の不気味な感かん触しよくは相変わらずだった。ときたま、青白い火の玉のようなものが分かれた通路の向かい端はしに見えたりしたが、慎しん重ちようにそうしたものは避さけてきた。また、いかにも建物の内部らしく、さまざまな部屋や扉とびらがあったものの、一行はそうしたものに目もくれず、まっしぐらに螺旋階段までたどり着いたのだ。

　そして、そこを降おりはじめたのだが──

　行けども行けども階段は続いている。

「何階くらい降りないといけなかったんだっけ」

「え～と、五十くらいかな」

　リコルは〈教皇庁〉の大伽藍の見取り図を参照して告げる。

「もう半分はとっくに越してるわよ」

「で、真下まで行くわけか。どうもさっきから妙みように薄うすら寒いんだけどな」

　そのとおりだった。階段自体も欄らん干かんに骨の装そう飾しよくがある趣しゆ味みの悪いものだが、それだけではなかった。

〈魂の牢獄〉に入ってから感じた不気味な雰囲気が、階を降りるにつれ強くなってきている。それはいまや、背筋にぞくぞくと這はい上ってくるようにも感じられた。

「ちょっと、休みましょう。お嬢じようさんたちがきつそうだ」

　エンリケが二人の女を気き遣づかって言う。たしかに、ファラータもメイファーも、顔色が悪いといっていいくらいだ。

　リコルも疲つかれていたが、何か憑つかれたように足を止めたくなかった。心の奥おく底そこで、どこか自分の向かいたいところに吸すい寄よせられていくように、足が進む。

　と、急にそうした焦しよう燥そう感がなくなった。同時に、疲ひ労ろう感がどっと押おし寄よせてくる。

「そろそろ休もうか。だけど、階段の途と中ちゆうというのもなあ」

　踊おどり場からは、その階への通路が延びている。

「ちょっと脇わきに入って、休きゆう憩けいしようぜ。喉のども渇かわいたし」ガスの声。

　リコルたちは階段からそれた。注意深く周囲を見回すが、通路の先には何も見えなかった。通路の角まで行って、安全そうなところを選び休憩する。水を飲み、食料をかじった。生き返った気がする。

「おい、エンリケ、どこに行ってたんだ」

　少し姿すがたの見えなかった吟ぎん遊ゆう詩し人じんが戻ってきたのを見て、盗とう賊ぞくが問いかけた。

「いや、怪あやしいやつが何かいないかと思って。この辺りには、いませんね。この奥おくは広い場所になってますが。では」

　そう言うと、エンリケは楽弓を下ろして水を口に含ふくみ、それから低い音で曲をかき鳴らし始めた。

　おいおい、こんなところで、何もいないといっても敵てきに聞こえるかもしれないぞ、と言いかけたリコルだが、そのセリフは喉の奥で止まった。

　実に心地ここちよい。

　エンリケの楽器からは、人を慰い撫ぶし、勇気づけ、自分が何をしなければならないかを思い出させるようなメロディが響ひびいてくる。

　リコルやガスパーニュなど男だん性せい陣じんは力が湧わくのを感じた。ふと見ると、メイファーが涙なみだを流している。もう疲れ果てて、気力も萎なえてしまったのかと思ったが、そうではなかった。それは喜びの涙だった。

「すばらしかったです。思わず昔の宮廷詩人の曲を思い出して、泣いてしまったけれど、そうなったら何か気分が晴れて──もう大だい丈じよう夫ぶですわ」

「おい、おまえ、そんな曲弾ひいてたのか？」

「ええ、エルダースヴェンの曲というのは、まだいくつも伝わってますし、ぼくは好きですから」

　エンリケはすましたものだ。

　一行が明るく、再ふたたび活力を取り戻しかけたそのときだった。

　ファラータが耳をそばだてて、真しん剣けんな顔つきをしている。
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「どうしたんだ、ファラータ」とリコル。

「しっ、聞こえない？　だれかが泣いてるわ」

　全員が押し黙った。

　たしかに聞こえる。すすり泣くような、哀あい切せつを帯びた声が。それはとても低く、ファラータのように鋭えい敏びんな感覚をしていないと聞き逃のがしそうな声だった。

〈魂の牢獄〉に入ってから、それまでにも亡ぼう霊れいじみた〝気〟に怯おびえてきた一行だが、それらはこんな実じつ際さいの音を立ててきたりはしなかった。

　なにか化け物が近づいているのか？

　緊きん張ちようした一行だが、リコルだけはちがった。

「母さん‼」

　その声の主がわかった。あの幻げん覚かくのシーン、あそこで聞いた声そのままだ。では、母はこの階に閉じ込められているのか。

　おそらく、そうだろう。階段を降りてきたこの辺りは、あの下方だった塔とうの窓まどの位置にほぼ該がい当とうする。

　リコルは呪じゆ文もんを即そく座ざにかけた。感覚を鋭するどくする呪文。おもに視し覚かくを拡かく大だいすることが多いが、聴覚に作用させることも可か能のうだ。そして、その方角にピクシーを飛ばす。

「こちらよ……助けて……だれか……」

　声はすぐ側からだった。ピクシーの視界を頼りに、通路の角をまわると、そこに扉があり、部屋はちょうどリコルたちと壁一つしか隔へだてていない。声は壁を伝ってきたのか、それとも角の奥の扉から漏もれてきたのか。いずれにしても、相手が壁を隔ててすぐ側そばにいることはわかった。

　一行はそこへと向かった。

「母さん、そこにいるのか！　いま、なんとかするよ」

　扉とびらにはプレートが貼はってあり、そこには見たこともない呪文が書いてあった。

　読むことはできる。だが、何の意味かはさっぱりわからない。

「だれ……母さんって……まさか」

「リコルだよ、やっと見つけた。ガスパーニュもいる。いま開けるから、ここに呪文が書いてあるけど、どうすればいいかわかるかい？」

「リ……リコル……まさか、あなたなの？……そんなはずないわ……そう、またわたしを苦しめる気なのね、亡霊たち……」

　声の調子は弱かった。かろうじて聞き取れるくらいだ。

　リコルは焦あせった。鍵かぎ開あけの呪文を唱えようかとも思ったが、おそらくここは魔ま法ほうの牢ろう獄ごくだ。そんなもので開くはずがない。

　そのとき、頭にひらめいた。キーレンたちが魔神と交かわしていた会話が。

「そうか、逆ぎやくに唱えることで、なんとかなると言ってたな。よし！」

　リコルは即座にその呪文を詠よみはじめた。読むことはできる。ただ、正しい音調になるかどうか──

〝だめだ、リコル、それを唱えると、ガーディアンか何かが出てくるとか、あいつら言ってなかったか〟

　フクロウからの警けい告こくは届とどく暇ひまもなかった。




　ごそごそと不気味な音がした。

　広間にこれまでと同じく並ならんでいた骨ほねの山が、見る間に組み上がっていく。よく見ると、なんの形かわからなかった頭ず蓋がい骨こつや、巨きよ大だいすぎる肋ろつ骨こつ、大だい腿たい骨こつなどがつぎつぎと現われ、それが模も型けいのように、ぴったりと造ぞう形けいされていくではないか。

　大きな背せ骨ぼね、そこから肋骨が何本も伸のび、四つ脚あしと尾おが形成され、頭はまるで鳥のように口先のとがった頭蓋骨。

　そして、両りよう肩かたからは折りたたんだ翼つばさに該がい当とうする傘かさのような骨が張り出し……

　そう、その巨大なスケルトンの山が完成したとき、本来の肉が付いていたときの姿は誰だれの目にも明らかだった。

「ド、ドラゴン」盗とう賊ぞくが驚おどろく。

「いや、普通のドラゴンじゃない、ガス。あれは──」吟ぎん遊ゆう詩し人じんはあえぐ。

「ボーン・ドラゴンか」

　召しよう喚かん術じゆつ師しは、その姿からまちがいなく敵てきを知った。

　ボーン・ドラゴン──死してもなお怨おん念ねんを残したドラゴンは、骨の形でも蘇よみがえるという。そうしたアンデッドのドラゴンが総そう称しようしてボーン・ドラゴンと呼ばれているのは、リコルも承しよう知ちしていたが、それでもこんなに巨大でおぞましいものだとは想そう像ぞうしていなかった。推おし量はかるに、これなら生せい存ぞんしていたときも、巨大なドラゴン族だったことだろう。

〝リコル、気をつけろ。こいつらは毒の息を使ってくると聞いてるぞ……〟

　クロックがお得意の知ち識しきを使って、ボーン・ドラゴンの特とく徴ちようを早口で教えてくれる。リコルはそれを急いで全員に伝えた。いくつかはリコルも知っていたが、その魔の怪かい物ぶつ特有の凄すごみには思わず怖おじ気けづきそうにもなる。

〝定じよう命みようのものよ、わが王国に何用だ。この牢を守るものと知ってのことだな〟

　魔の生き物から、心に声が響ひびく。それは怒いかりに満ちたものだった。

　そしていま、それは羽ばたき始めた。

　こいつは空も飛ぶのだ。そして、ここは思っていた以上に広い。

　接せつ近きん戦せんだけしかできないメンバーにとって、不利は否いなめないだろう。

　リコルは眼がん前ぜんの強敵に、ただちにピクシーを送そう還かんし、新たな召喚符を飛ばした。

　ここに呼び出せるのかどうかわからない。でも、ぼくのよく知っている飛べる強力なやつといえば──




　盟約メイヤクニ従シタガイテ　我ワレノモトニ来タレ

　猛タケキ空ノ王者ヨ　ソノ爪ツメト嘴クチバシモテ

　ワガ敵ヲ倒タオサン
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　頭の中にかすかに応こたえるものがある。その思念は力を増まし、いつもの感覚となって蘇った。

　投げられた召喚符が門を形作り、そこからはグリフォンが羽ばたきながらやってきた。

威い嚇かくするようにボーン・ドラゴンに向き合う。

　お互いのにらみ合いは一瞬だった。

　骨の竜りゆうは、たちまち魔力で羽ばたき、宙に浮うく。天てん井じようはそれほど高くはないので、かろうじて武ぶ器きは届きそうだったが、それを知ってか竜は一行から距きよ離りをとろうとしている。

　そして、その骨の口が徐じよ々じよに開かれ──

〝毒の息を吐こうとしてるぞ。攻撃で止めるんだ！〟

　クロックの心の叫さけびがリコルに届く。

「ファラータ、跳とぶ準じゆん備びだ！」

　リコルは呪じゆ文もんを女格かく闘とう家かに向かって唱えた。その姿が軽く浮く。〈浮ふ遊ゆう〉の呪文だ。

　ちらっとうなずいた彼女は、足取りも軽く斜ななめに駆かけ出すと、壁かべを蹴けった。そのまま臆おくせず斜め上に飛び上がり、強きよう烈れつな蹴けりを竜にくらわせようとする。

　グリフォンも時をおかず、敵を急きゆう襲しゆうした。

「くらえ！」盗賊からは、いつものまがまがしい短たん剣けんが飛んだ。

　そして、弓の得意な吟遊詩人は、少しの間、矢や筒づつを探さぐっていたが、すぐに一本の矢を取り出し、それを弓につがえている。

　メイファーは、一心不ふ乱らんに後ろで祈いのっていた。

　三か所から同時に攻撃を受け、ボーン・ドラゴンも行動に移うつった。

　大きく開けた顎あごから、強烈な毒の霧きりが噴ふき出されようとする。

　だがその瞬間、放たれたエンリケの矢は狙ねらいたがわず、いままさに竜が吐こうとしていた口の側で破は裂れつし、強烈な煙けむりを撒まき散らした。

「なんだ、いまの矢は。見たことがないぞ」

「毒をもって毒を制す。やつの強力な能力が何であれ、それをつぶすための毒煙えん幕まくですよ。トキシンの矢って呼んでますけど、一本きりだからなあ。もっと買っとけばよかった」

　その効こう果かを止めようと、ドラゴンはなにか呪文を唱えようとしたが、無む駄だに終わったようだ。激はげしくせきこんでいる。矢には、たしかに特とく殊しゆな効果があるようだ。

「骨だらけのやつが、あんな有様を見せるたあ、滑こつ稽けいだな」

「よかった、生きた心地ここちがしなかったんですけど、わたしたちの力も通じるようですね」

　目を開いたメイファーが、ほっとしたように言う。

「ありがとう、メイファー。あなたのお祈りのおかげか、ぼくにも力が湧わいてきましたよ」

　全員が同じような思いだった。

　しかし、リコルは安心していなかった。たまたまいまはうまくいったが、この敵はとてつもなく巨大だ。こちらの攻撃は、それほど通じていない。

　しかも、いやらしい毒使いであるばかりか、魔法の技わざにも長たけている。おそらく、メイファーの祈りの効果が、エンリケの矢を止めようとした敵の呪文を阻そ止ししたのだろう。

　あの体力を使われ、毒の息を何回も吐かれたら、いつかはこちらは一人また一人と倒れていくのじゃないか。

　たしかに、ようやく息をつけるようになったドラゴンは、再び毒の悪あく夢むを見み舞まおうと、口を開き始めている。

「そんなもの、くらってたまるか」

　自分の飛び道具では役に立たないと思ったのか、ガスパーニュは脇わきから細い鋼はがねのロープを取り出し、それを竜に向かって投げた。

「エンリケ、もうその矢がないなら、とにかく援えん護ごしてくれ。おれはいつもの技をやるから」

　盗賊の投げたロープは骨だらけの体には、巻きつきやすい。たちまち絡からむのを見て、盗賊はそれをぐいと引くと、ダッシュしてまるでぶらんこのように宙に浮き、一回転しながら敵に飛び乗ろうとした。しかし、わずかなところで目標を外してしまう。

「ありゃりゃ、ガス、なにやってるんですか。しかたない、こいつが当たれば景気づけになりますかね」

　吟遊詩人の指がまたたくまに二の矢をつがえ、それを放つ。が、通つう常じようの矢では、それほど打撃はなかったようだ。

　ファラータの攻撃も、そう簡かん単たんには効果を上げていないようだ。

　唯ゆい一いつ、グリフォンだけは、はげしく骨の胴どう体たいをついばんでいる。やはり、空中にある化け物を地面から攻撃するのはむずかしい。

「メイファー、頼たのむ、あの息を止められるのは、あなたの祈りくらいだ。ぼくたちを守ってくれ。ぼくは魔法でやつをなんとか地面に引き下ろす」

　一行は竜が正面から力押しで向かってきたなら、散開して、数で対たい処しよするつもりだった。しかし、この老ろう獪かいなボーン・ドラゴンは知ち性せいも高いらしく、数が多い敵てきには体力に任まかせて直接攻撃するよりも、毒息でまとめて被ひ害がいを与あたえた方が得とく策さくと考えたらしい。

　自分は魔法に通じている。敵には僧そう侶りよもいるようだ。聖せいなる加か護ごの魔法を使われると、直接のダメージは効ききにくい。それなら毒の息を撒まき散らし、呪文を四方八方に飛ばすのが最さい適てきだろう。自分は宙に浮いて、攻撃を受けにくいからだ。たとえ、軽い攻撃が来ても、そんなものは強きよう靱じんな骨が撥はね返す。

　だからいま一行は、竜のそうした多数への遠距離攻撃をなんとかしなければならなかった。

　リコルはまたも呪文を唱え、腕を軽く振った。

〝強き風よ、渦うず巻まきて敵を切り裂さけ！〟

　周囲に強い風が渦巻き、それはまっしぐらに小さな竜たつ巻まきとなって竜の体を包み込んだ。怪物の骨がきしむ。かなりの衝撃を与えたようだ。

　たまらず、竜は翼つばさのバランスを失い、体を斜めにかしげて地面に落ちた。とはいっても、数メートル上からだったので、それほどの衝撃はない。

　竜は飛び上がろうとはせず、怒いかりに満ちた動作で首を掲かかげ、顎あごを開き、再ふたたび毒どく霧ぎりを吐はき出そうとするかに思えた。

「メイファー‼　頼たのむ！」リコルの叫さけび。

　古代の姫ひめ君ぎみ、神しん聖せいなる魔ま法ほうの使い手である彼女は、真しん剣けんな面おも持もちだった。自分の魔法はリコルのように知識を使い、技わざを制せい御ぎよしてかけるのではない。神に祈り、その真剣な思いが達したときに、はじめて効果を顕あらわすものだ。だから、相手を攻撃するような技には慣なれておらず、普ふ段だんなら自信もなかった。

　だが、いま一行の危き機きを前にして、彼女の内なる力は増ましていた。一心不ふ乱らんの想おもい。

「お願いです、聖なる神よ、あの怪物をお撃うちください」

　黄金色の光が彼女の姿すがたを包み、その光プのラ粒ズ子マが滝のような流れとなって、一直線にボーン・ドラゴンを撃つ。

　激しい衝撃に、竜の尾おと片かた脚あしが吹き飛んだ。

　しかし、敵はまだ致ち命めい傷しようを負ったわけではなさそうだ。

〝ぐっ、あくまでわが毒の息をおそれるか、ならばこれだ〟

　あえなく息を吐き損そこねた竜は、その身をぶるぶると震ふるわせる。それは断だん末まつ魔まの痙けい攣れんではなく、骨ほね全体が緑の瘴しよう気きに包まれだした。

　そして、その全身から霧の雲のようなものが漂ただよいだす。

　それは、竜の近くにいたガスパーニュ、グリフォン、そして、離はなれているメイファー、エンリケの方へと流れた。

〝まずい、毒ガスの呪じゆ文もんだ。あれを吸い込むと、毒にやられて気を失うぞ〟

　クロックからの声を聞くまでもなく、リコルにはわかった。敵はあくまで毒で勝負してきている。

　あわてて身をそらそうとしたガスパーニュやエンリケだったが、もはや遅おそかった。二人とも声もなく、地面に倒たおれ伏す。グリフォンまでもやられたのか、地面にばさりと落ちた。メイファーだけは神に守られているのか、何とか耐たえたようだ。

「リコル、なんとか敵の動きを封ふうじて。あいつまた、飛び上がるわよ」

　ファラータは離れていて無事なようだ。

　一瞬、どうしようか、別の召しよう喚かんをしようか、と考えたリコルだが、彼女の言葉に迷まよいは吹き飛んだ。こんな異い界かいでは、召喚が何度も効くかどうかわからない。

〝茨いばらの壁かべよ、強く育ち絡からまりて、敵を抑おさえよ〟

　片脚を失い、地面の移い動どうは不利と見て、再び飛び上がろうとするボーン・ドラゴンの体の側から、緑の蔦つたがうねるようにわきだした。それは茨を持ち、みるまに骨で隙すき間まだらけの竜りゆうの体にまとわりつく。ぎりぎりと締しまりだすその緑の鞭むちに、ドラゴンは必死に身をほどこうと試みる。

　それを知り、周囲に倒れている味方を顧かえりみることもなく、ファラータは突進した。

　一方、メイファーはそれどころではなかった。

「ガス‼」

　あれだけ元気だった盗とう賊ぞくが体を痙攣させながら倒れ伏している。明らかに毒にやられて体が麻ま痺ひしているのだ。気も失っているらしい。命に別べつ状じようはないのだろうか。

　必死に駆かけ寄より、手をかざす。

〝神よ、この人を助けたまえ〟

　彼女の手からまるで浄じよう化かをするように、青い水がほんの少し滴したたりだした。

　それが額ひたいを打ったとき、盗賊の目が開いた。

「うおっ、なんかとっても気持ちがよかったぜ、メイファー。ちょっとめまいと吐き気がしたんだけどな。おまえ、とってもいい技、知ってんだな」

　なにごともないように起き上がった盗賊は、たちまち状じよう況きようを知るや、両手にナイフを取り出すと、茨にもがくボーン・ドラゴンに向かって忍しのび寄っていった。

　その向こうではファラータが必殺の鉄てつ拳けんを見み舞まおうとしていた。そこに竜の思考が高速で飛び込んでくる。

〝娘むすめ、こい、わが暗黒の力をお見舞いしてやろう〟

　開き直ったように、竜の骨がきらめいたかと思うと、ファラータの心に強烈な呪文の一撃がお見舞いされる。それは、激はげしい生命力の喪そう失しつ感だった。

　自分が何をやっても無駄なような、このまま骨の迷めい路ろで朽くち果てていくような想おもい。おもわず、こぶしから力が抜けそうになる。逆ぎやくに、そうした想いを知ってか、ドラゴンは力を回かい復ふくしていくようだ。

　そのとき、リコルからの声が飛んだ。

「このまま茨でぼくが押さえ込む、ファラータ、がんばってくれ」

　いけない、自分に言い聞かせる。リコルも精せい一いつ杯ぱいのことをしてるんだ。わたしがここで弱気になってどうする。メイファーだって、エンリケだって、必死なんだ──横目で見ると、メイファーが介かい護ごしたのか、エンリケが起き上がるのが見えた。

　よし、もう少しなんだ。こぶしに力が蘇よみがえってきた。

　でも、ガスは？




　ガスパーニュは潜ひそんでいた。これまでにないくらい気配をそっと消して、ボーン・ドラゴンをうかがう。

　こいつの弱点はどこだろう。そのまま、力を振ふるってもよいが、竜にはよくあると聞く弱点にできるなら渾こん身しんの一撃を見み舞まいたい。

　うかがっていると、ファラータがなにかの攻撃を受けたらしく、体がよろめいた。

　そのとき、呪文によって白い骨が黒く脈動するなかに、一か所だけ色が変わらない部位が見えた。首くび筋すじの後ろ、そこの骨だけがどこかちがうようだ。

　盗賊は心を決めた。

　あそこか、決めてやるぜ。

　盗賊は短たん剣けんを両手に振りかざし、一直線にそこを目指す。

　同時に、ファラータも打ちかかった。

　リコルは必死に茨の呪文をかけ続ける。

　暗い部屋に、白い閃せん光こうが走ったように思えた。

　今度こそ、まさしくボーン・ドラゴンの断だん末まつ魔まの喘あえぎだった。

　後には、白はつ骨こつの山が何事もなかったかのように散っているだけだった。




　一行は少しの間、休息をとった。あまりにも戦いが激しかったせいもある。エンリケもガスもメイファーのおかげで、毒の影えい響きようはほとんどなかった。グリフォンも傷きずを負っていたもののなんとか命をなくすことなく送そう還かんされた。

　ほっとした彼らは、再び扉とびらの前に立った。

　ガスパーニュが扉の鍵かぎを探さぐる。見たところそのようなものはない。扉はやはり開かなかった。

　がっかりするリコルの必死の呼よびかけに、扉の内からかすかに声が聞こえたような気がした。

「リコル……ガスパーニュ……本当なのね……でも、母さんはもう生身の体じゃない……助けに来てくれたのは嬉うれしいけれど……」

「そんな、こんなところに閉とじ込こめられてちゃいけない。なんとか自由にならないと」

「無理でしょう……それに、そんなことをしようとしたら……恐おそろしい代だい償しようが」

「なんだって？」

「いえ、いいの……わたしはあなたや、ガスパーニュにひどいことをしてしまった……一時あまりに苦しかったので……でも、それをやってはいけなかった……ガスパーニュにはその報むくいで、生きる時間が短くなってしまうくらいの呪のろいが……ごめんなさい……もう、放ほうっておいて……」

「だめだ、なんとかするから、母さん」

　声はどんどん小さくなっていく。

　そのとき、ガスパーニュが割わり込んだ。

「おふくろ、おれは恨うらんだりしちゃいねえ。あんたが苦しくて必死だったのは、今じゃよくわかる。頼たのむ、リコルのためにも、どうすればいいのか教えてやってくれ。あいつは、いや、おれもだけど、あんたをなんとか楽にしてやりたいんだよ！」

　ガスパーニュの言葉に、しばらく沈ちん黙もくがあった。

「……だめです、そんなことをするには、大きな代償が必要……あなたたちがどんなことになるか……」

　リコルはどう言ってよいかわからなかった。だが、気の短いガスパーニュは切れてしまった。辺りにわめく。

「取り引きや代償がなんだってんだ！　そんなもの──おふくろが、それじゃ浮うかばれないじゃないか。よし、わかった、おれが、ここで誓ちかってやる。そのルシファージュとやらをおれがへこましたなら、さすがにおふくろも解かい放ほうされるだろ。ここを作ったという聖せいのやつも恩おんにきるだろうからな。わかったか、それがおれの誓いだ」

　リコルは一いつ瞬しゆん、ぞくっとした。ガスパーニュの勇気には感動したが、そうしたことは言ってはならないことだ。特に、こんなどこともしれない異界では。それを裏うら付づけるかのように、遠くで哄こう笑しようが聞こえたかのような気もした。

　どうすればいいんだ、ぼくだって、ガスパーニュのように叫さけびたい。だが、それはあまりにも危き険けんだ……ぼくだけでなく。

　そのとき、階かい段だんを見み張はっていたクロックから、心に声が届いた。

〝リコル、キーレンらが階段を戻もどってきたぞ。いま通り過すぎて上っていく。だいぶ、激しい戦いをしたみたいだ。仲間は一人しかいなかったし、服ふく装そうもぼろぼろだ。すごく急いでいたみたいだし、早く追いかけないと〟

　これを聞いて、リコルの心はますます沈しずんだ。戻ってきた、それも激しい戦いの跡あとがあるということは、目的を達したのだろうか？　敗やぶれて出なおそうとしていると期待したいが、おそらくそうではないだろう。もう、だめだ、これでは世界はどうなってしまうんだ。

「どうしたの、リコル。顔色が悪いわよ」

　フクロウからの伝言を伝えると、ファラータは即そく座ざに告げた。

「追いかけて、なんとかしないとだめでしょうね。あいつら、目的を達しようとしてるんだわ」

　全員が同じ想おもいだった。一行は、即座に螺ら旋せん階段に向かった。

　リコルは後ろ髪かみを引かれる思いだった。やっと、見つけたのに、母さん……。




　敵てきの足取りは、外見は疲ひ弊へいした様子だというのに、思いのほか速かった。

　何かから逃にげているのか？　それほどまでの慌あわてふためきぶりではない。しっかりしたペースで、急いで上っていく。

　リコルたちは例によって、クロックが先せん導どうして敵を確かく認にんし、リコルにそれを伝えるという形で追っていた。今回は少々離れていても、向かうところはわかっているので気は楽だ。最後には追いつかないといけないだろうが。

　リコルたちも休息をこころゆくまでとれたわけではないので、疲ひ労ろうは完全には回復していなかった。それでも、ボーン・ドラゴンとの激げき闘とうの後、ひと息入れられたのは大きい。

　あのまま激闘のすぐ後に、キーレンたちと出会っていたらどうなったことか。

　しかし、それはお互たがい様かもしれない。

　ガスパーニュは母親とのやりとりがあってからは、むっつりと押おし黙だまっている。自分が思わず立ててしまった誓いのことを気にしているのだろうか？

　リコルはそのことも含ふくめ、もう少し時間があればと残念だった。キーレンらが最さい下か層そうで何をしたのか、おそらくリコルたちと同じように、そこに閉じ込められたものを解放しようとして、恐るべき敵と戦ったのだろう。生き残っているということは、たぶん勝利を得たのだろうが、その結果どうなるのか？　彼らが急いでいる理由は？　かつて、キーレンの屋や根ね裏うら部屋で聞いたような、代償の儀ぎ式しきのためか？

　代償──嫌いやな言葉だ。魔界のものは常つねにこの言葉を持ち出す。まるで、それが取り引きの基き本ほん、通つう貨かでもあるかのように。

　そう、囚とらわれていた母親の解放にしてもそうだった。ガーディアンとなるボーン・ドラゴンを倒しても、扉は開かなかった。きっと、ここでも代償が必要なのだ。それはなんだろう。代償という言葉が嫌なのは、それがたとえば生いけ贄にえのように、理り不ふ尽じんに残ざん虐ぎやくなものであるせいもあるが、それよりも、価か値ちがわかりにくく、特定できないという理由もある。母の解放の代償とは何なのだ？　ただ、憶おく測そくするに、それがリコル個こ人じんにとっての重要と思われるものの喪そう失しつ、諦あきらめのような形をとるだろうことは想像できた。

　そんなことをすると誓うなんて、ガスパーニュらしいなと心配だった。なんとか、彼に災さい難なんが降ふりかからないように注意してやろうと、リコルは自分に誓っていた。

　それに、キーレンらの行なう代償というのはなんだろう。彼らが急いでいるのは、そのためなのか？　それに、ここは聖が魔を囚えるために作ったはずだ。聖なるものが解放に代償を要求するというのも、あまり誉ほめられたものじゃない、という気もした。

〝いや、あの会話から類推するに、聖が一部の魔にこの牢ろう獄ごくを作らせた、と解かい釈しやくするのが正しいんじゃないかな。魔を囚えておくには、魔をいちばん理解しているやつがいい、という逆説の論理かもしれないぞ。それなら、魔は常に代償を要求するからそうなってるんだ〟

「そうかなあ、ぼくには、聖は魔をひっくり返しただけ、じつは表ひよう裏り一体のようにしか思えないんだが」

「それこそ魔の論理です。わたしの国にはそうしたことを唱える輩やからが多くいました。一見もっともそうに見えますが、彼らが実じつ際さいにやったことはただの破は壊かいです。リコルさんが、そんなことを言うなんて悲しいです」

　メイファーが自分に問いかけられたのかと、勘かん違ちがいして反論する。彼女にしてみると、自分の身に現実に起こったことゆえに、リコルの考えは論理の上だけの観念論に思えるのだろう。

〝もうそろそろ上に着くぞ。足を速めたほうがいい〟

　かなりの階段を上ってきたので、疲つかれてはいたものの、ここで遅おくれてはならじと一行は歩を速めた。追いつくのは、こちらの数が多いのだからあの一階の広い吹き抜けの間がいいだろう。

　明らかに敵もそうした進路を取っているようだ。

　扉を開けて吹き抜けの間に出たとき、クロックからの通つう報ほうどおり、向こう端はしに明かりをともして足早に向かう敵二人の姿があった。

「待て！」

　その声に相手はぎょっとしたように振り返る。当然だろう。まさかこんな異界にまで、だれかが追つい跡せきしてこようとは思ってもいなかっただろうから。

　キーレンはじっとこちらを見ていたが、リコルだとようやく勘かんづいたようだ。ちなみに、一行は薄い〝化け粧しよう〟をしていた。

「なにか、ねずみがかぎまわっているようだな」

「おまえたちこそ、ねずみのようにこそこそ下まで行って何をしていた？　成功したのか」

「つまらぬ、見ればわかるだろう。われに不ふ可か能のうはない。おい、やってしまえ、援護はしてやる。われは急ぐのだ」

　キーレンは脇わきの男にそう言うと、懐ふところから何かを取り出し、ばらばらと周囲に振りまいた。

　と、見る間に、周囲の骨ほねの残ざん骸がいが、ボーン・ドラゴンのときと同じように音を立てながら自動的に組み上がりだした。それは骸がい骨こつ戦せん士しの形をとるや、一行に向かって動き始める。三体もいた。

〝リコル、こいつ、やっぱり死霊術師ネクロマンサーだ〟

　若わかき召しよう喚かん術じゆつ師しは、それくらいは覚かく悟ごしていたが、やはり相手が魔まに冒おかされた男であるのを目まの当たりにして衝しよう撃げきを受ける。死霊術師ネクロマンサーは死の領りよう域いきに触ふれるため、魔にも傾かたむきやすく、一いつ般ぱんにあまり正体を明かすことはない。

「そして、これがわれの挨あい拶さつ代わりだ、くらえ‼」

　リコルたちが何かをするよりも早く、キーレンの舌したが高速で回り、強烈な呪文を形作った。

　周囲の空気がざわめき、沸わき立ち、混こん沌とんの黒い雲を生んだように見えた。その黒い混沌の刃やいばのような衝撃が、リコルたち全員に襲おそい掛かかる。それは、吹き抜けの間すべてを嵐あらしのように襲う、突風めいたすさまじさだった。

「神よ、聖せいなる光もて、救いたまえ」

　メイファーが必死に祈いのっている。明るい光の輪が一行を取り囲んだように見えたが、たちまちそれも混沌の暗黒に吞のみ込まれる。

　リコルは瞬時に身み構がまえた。ぼくならメイファーの魔法が効きけば耐たえられる。だが、他のメンバーは？　これは相当な衝撃だろう。

　そう思ったとき、口は勝手に動いて、指はファラータをさしていた。

〝砂すなの壁かべよ、わき立ちて、この者を守りたまえ！〟

　女格かく闘とう家かの前に魔法の砂のカーテンのようなものができ、それが混沌の雲を押しとどめる。

　ファラータも必死だった。後ろにはメイファーがいる。彼女は魔力をもう使い果たしてしまったかもしれない。とても、この魔法の攻撃には耐えられないだろう。彼女はメイファーを必死に守るように立ちはだかった。わたしの気力で何とか助けないと。

　それぞれの思いを込めた瞬間が過すぎ、混沌の雲はその効果を顕あらわした。

　リコルは歯を食いしばった。ここで倒たおれるわけには……倒れるわけには……。

　しかし、その思いもむなしく、疲れ果てた体には、耐え切る力は残っていなかった。

　頼たのむ、ファラータ、それに、クロック。キーレンを止めてくれ。

　その消え行く意い識しきに、敵の声がぼんやりと聞こえていた。

「さあ、二人ほどくたばったぞ、後はおまえたちにまかせよう。われは急がなくてはな」




　意識が戻ってきた。目の前にかがみこんでいるファラータの姿が見える。

　体を起こした召喚術師は状じよう況きようを把は握あくしようとした。

　どうやら、一行はあの難なん局きよくをしのいだようだった。混沌の雲によって、倒れたのはリコルとエンリケのみ。歯を食いしばって耐えたファラータやガスパーニュの活かつ躍やく、ファラータによって危険をしのいだメイファー、クロックらの後方支し援えんもあって、敵の残党と骸骨戦士の一いち団だんを何とか倒すことができたらしい。敵はただの手下風で、手がかりはたいしたことはなかった。ただ、キーレンが急いでいたのは、サザンで大規模な叛はん乱らんが起こり、〈大学院〉を含ふくめ、緊きん急きゆうに防ぼう衛えい策さくをとらねばならなくなったかららしい。死霊術師ネクロマンサーには、こうした異界でも六門世界と連絡をとる術すべはあったようだ。

　ガスパーニュが毒づいていた。

「ったく、今回は気き絶ぜつしまくりだからな、エンリケ様ともあろうものが」

「まあまあ、すぐにメイファーに起こしてもらったし。ぼくの弓でとどめをさせたんでしょうが」

「キーレンのやつ、どこに行ったんだろ」

「まあ、元のところに門を開けに行ったんでしょう。もうだいぶ経たつから、逃にげ切ったわね」

　ファラータが答える。

　メイファーは全員が無事だったので、ほっとしている様子だ。

「リコル、そろそろ戻りましょう。あまりこんなところにいても、やつらが戻ってくるかもしれないし」

「戻るといっても、道はわかってるのかい？」

　リコルの声に、全員がはっとしたような顔になった。

　そう、あのときはこんなところにいきなり来るとは思わず、また、キーレンらを追って急いでいたので、どこから来たのかいまとなってはよくわからなかった。

「おい、クロック、場所の想そう像ぞうはつくかい」

〝さあ、いくらおいらに知識があるといっても、ここではね。大伽が藍らんの見取り図でも、あまり確たしかじゃないなあ〟

　しかたなく、一行は自らがたどってきた道を当て推ずい量りようで引き返し始めた。もし、大伽藍と構造が似にているとしても、ここ一階はかなり広い。とてもではないが、正確な位置は見つけられそうもなかった。

「もう、だいたいこの辺でいいから、リコルの呪文でなんとかならないかしら」あきらめの早いファラータが言う。

「おい、そんなにいい加か減げんで大丈夫か」

　さすがに盗賊も、心配そうだ。

　しかし、リコルには別の心配もあった。ここに入ってからかなり時間が経っている。気絶して回かい復ふくした時間も含めるとかなり長い。入るときの条じよう件けんには、〝満月の夜〟というのがあったはずだ。戻る場合に夜が明けてしまっていたら、呪文自体が効果を顕あらわさないかもしれない。ここは、急ぐことも必要だ。

「わかった、やってみよう」

　それらしき場所に立ち、記き憶おくにとどめた呪文を逆に唱える用意をする。自信はなかった。その呪文が効果を顕さないことも大いに考えられる。そうなったときには、ここをどうして脱だつ出しゆつするのか。それだけではない。呪文が効果を顕そうとするときに、どこかずれていたなら、妙な災さい難なんを引き起こし、大惨さん事じになってしまうかもしれない。

　不安なことばかり考えるんじゃない、と召喚術師は自分を叱しかった。

　みんな、ぼくを信用してくれてるんだ。ここはなんとしてもゲートを開けて、元の世界に還かえるぞ。

　一行が固かた唾ずを吞のんで見守る中、しばらくすると、骨ほねが動き始めた。

　それは入ってきたときと同様の門を形作る。

「さあ、急いでくぐろう」

　皆みんなも同じ思いだった。こんな不気味な異界からは一いつ刻こくも早くおさらばしたかったのだ。




　走り抜けた先には──骨はなかった。

「どこなの、ここは？」

　ファラータが不思議そうな顔つきで振り向く。

　周囲には骨の迷めい路ろはない。どうもどこかの部屋、それも物置のような造つくりになっているところらしい。傍かたわらに扉とびら、そして、奥おくにも扉がある。あたりには、はっきりと悪い臭しゆうがあった。物の腐くさった臭においと、獣けものが放つ異臭とがいりまじったような臭い。

「ここはどこだ？」

　ガスパーニュが不ふ審しんげに眉まゆをひそめる。

　リコルはなんとなくこの場所には以前も来たような気がしたが、そのときだ。

「あっ、ここ知ってる。あの生物改かい造ぞう室よ！」ファラータが告げた。

　そう、ファラータにとっては忘わすれもしない場所だった。

　かつて、地下組そ織しきとかかわりあい、その会かい議ぎの途と中ちゆう、サザンの特とく務む衛えい兵へい隊たいに襲われ、そのあげくおぞましい人体改造処しよ置ちを施ほどこされそうになった場所だ。

　言われてはじめてリコルの頭にも、その記憶がまざまざと蘇よみがえってきた。

　まちがいない、ここは魔法の扉を抜けて侵しん入にゆうした先にあった最初の物置だ。

　となると、この奥には、あの改造された動物の入れられた檻おりがあり、その先には実験室があるはず。

　二人は一行にそれを説明した。

「どうして、わたしたちそんな場所に出たのかしら？」

　メイファーが不思議そうにきく。

「そりゃ、ちがったところで呪じゆ文もんを唱えたからでしょうね」

　エンリケの答えは簡かん単たんだ。

〝たしかに、微び妙みようにちがったので、ヘンな風に同調したのかもしれないな〟

　クロックがリコルの頭にささやく。リコルも同じ意見だった。戻って来られただけましかもしれない。

「で。どうするんだ。こっちの扉を開けると、またあの骨の通路へとつながってんのか？」

　ガスパーニュは逆ぎやくの扉を指し、その質しつ問もんにリコルは答えた。

「そうなるかな。そちらからここへ来るのは、〈教きよう皇こう庁ちよう〉だけが知っている呪文でも使わないとむずかしいらしいけど、こちらからなら簡単に行けるとはきいた」

「なら、ここから逃げ出した方がいいかもな。あのキーレンって野や郎ろうが気になるし」

「でも、こんな来にくいところへ来られたのなら、ちょっと調べておいても──」

　ファラータは相変わらず元気だ。

「そうだな、ちょっと見るだけなら」

　リコルも気にはなった。

　一行は、危あぶなくなったらすぐ逃げ出すということで、とりあえず奥の扉へと向かった。

　改造された動物たちの檻が並んでいるのは、以前来たときとまったく同じだ。

「この奥があの実験室だったよな」

「そう、わたしはあそこで」

　ファラータが顔を赤らめる。

「よし、ちょっと探さぐってみらあ」

　盗とう賊ぞくはたちまち扉に忍しのび寄より、耳を押おし当てた。

「何人かいやがるな。どうしよう」

　盗賊のつぶやきも、その後に起こった激はげしい物音に、たちまちかき消されてしまった。争いの音や爆ばく発はつの音が隣となりから響ひびいてくる。

　一行は何事かと気け色しきばんだが、しばらくすると、それもおさまった。

　こっそりと扉を押し開けて、全員が中をのぞく。

　そこは、激しい戦いの後始末をする者たちが動き回っていた。何人か倒れている者がいる。ひっくり返っているさまざまな器具。あわただしい動き。

　そして、その陣じん頭とう指し揮きをとっているのは──

「あっ、あのカース・エレメンタルがとりついていたやつだ」

　まぎれもなくそこにいたのは、この前イサキオスの組織の上司として、リコルの報ほう告こくを聞き、その後カース・エレメンタルが滑すべり出てきたあの男、フォーリーだった。







　第四章　弟神の復ふつ活かつ







〈火か炎えん城じよう塞さい〉は相変わらずの偉い容ようを誇ほこっていた。その作戦司令部で、ゴルムスはある男の到とう着ちやくをいまかいまかと待っていた。

　いや、男といってよいかどうかはわからない。その存そん在ざいに性せい別べつがあるかどうか、そもそも通つう常じようの物理法ほう則そくが通用するかどうかもわからなかったからだ。

「御ご前ぜん」

　黒い衣ころもに包まれた姿すがたが、眼がん前ぜんに現あらわれる。ゴーストのブレイゾンだ。少しは慣なれたとはいえ、急にその姿が実体化するのには、ゴルムスはいまだ不気味な感かん触しよくを覚えるのだった。

「どうだ、首しゆ尾びは？　サザンの様子は？　あいつはうまくやっておるのか？」

「サザンの攪かく乱らんについては、まさしく狙ねらい通りに進んでおります。各組そ織しきは全力を挙げて、市内に騒そう擾じよう状じよう態たいを作り出しており、このままでは抑おさえがきかなくなり、戒かい厳げん令れい、さらには地方に派は遣けんしている各軍の一部引き上げを余よ儀ぎなくさせる日が近いと思われます」

「そうか、あいつの行動がうまくいっておるのだな」

「その通りです。ただ……」

　いつもは歯に衣きぬを着せぬブレイゾンが珍めずらしく言いよどんだ。

　ゴルムスはおやといぶかしんだが、続けさせた。

「閣かつ下かのみならず、あの方にも聞いていただかねばならぬ重要な情じよう報ほうをあれが入手いたしました」

「それほど大事なことか」

「そうです。しかも、事は急を要します」

　自らの仕つかえる魔ま神じんを呼よび出すことには、いつも畏い怖ふを覚えるゴルムスだったが、ブレイゾンのただならぬ気配にすぐさま承しよう諾だくし、地下への階かい段だんを進むことになった。

　このゴーストがそう言うのなら、まちがいはないだろう。しかし、それほど重要な手がかりとは何だ？

　将しよう軍ぐんの懸け念ねんは高まり、呼び出されて不ふ機き嫌げんそうなサタナキアを見ても、それほど動じないほどだった。

　ブレイゾンはてきぱきと要点を告げた。

　カース・エレメンタルに全体的な叛はん乱らんの指し揮きをとらせる中、ブレイゾンは別組織を使い、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのレティナンをうまくおびき寄せ、現在サザンで進行中の他の権けん力りよく闘とう争そうについての情報を得ようとしたこと。つまり、カース・エレメンタルに彼の頭の中を探さぐらせることができたのである。

　そこで企くわだてられていた陰いん謀ぼうは驚おどろくべきものだった。

　成り上がったキーレンという〈大学院〉長が、レティナン、および、ズボラーダという貴き族ぞくと手を結び、サザンの政せい府ふや〈教きよう皇こう庁ちよう〉の転てん覆ぷくどころか、この世界の創そう造ぞうの根こん幹かんにかかわる魔の大神、聖せいの兄神に対する、魔の弟神の解かい放ほうを画かく策さくしていること。

　いや、すでにそれは成功一歩手前にまで達していることだった。

　また、このキーレンやズボラーダの陰謀はそれのみにとどまらず、レティナンや政府からの口ぞえという形で、かつてリコルらが知った〈教皇庁〉の秘ひ密みつ研究を推すい進しんし、その生命改かい造ぞうの技ぎ術じゆつで作り上げた怪物を使って、早々にソラステルをはじめとした六門世界の制せい圧あつに乗り出そうとしていること。

　この二つは、かたや聖の〈教皇庁〉への抵てい抗こうであり、かたや魔と〈教皇庁〉との共きよう闘とうでもある。一見矛む盾じゆんする方向性を持つ陰謀だが、この二つはどこかで微び妙みように絡からんでいると思われる。それがどうつながっているのかまでは、まだ解明できていないこと。中心人物はあくまでキーレン、そして、ズボラーダであり、レティナンは脇わき役やくにすぎない。

　とりあえず、騒乱状態にあるサザンについては、そそのかされた〈教皇庁〉を中心に、改造生物を投入してまでも鎮ちん圧あつしようという動きもあること。

　こういったことだった。

「そうか、よくぞ入手した、ブレイゾン」

　この守しゆ護ご神しんにしては珍しい誉ほめ言葉だったが、ゴルムスは自分よりもブレイゾンの方が重ちよう用ようされているようでおもしろくなかった。

「サザンはやはり、ソラステルに対してろくでもないことを企てておるではないか。思ったとおり、あのぼんくら皇こう帝ていホテプトにまかせてはおけぬな」

　ゴルムスのこの愛国的なセリフに、サタナキアからはそれほどの賞しよう賛さんの答えは返ってこなかった。

「では、そちはこれをどうすればよいと考えおる」

　その声にはただの問いではなく、己おのれの力量を見定めてやるといわんばかりの響きがあった。

　ゴルムスにとっては、サザンがそうした内ない紛ふん状態にあるのは願ってもなかった。ただ、問題はホテプトの信しん頼らいが彼にはなく、いつでも解かい任にんされかねない状態にあることだ。

「これをソブリニに連れん絡らくして、サザン討うつべしと進言しても、あの煮にえ切らない軟なん弱じやく皇帝には拒きよ否ひされるに決まっておりますな」

　自分で確かく認にんするかのように、将しよう軍ぐんは言った。

「ゆえに、余よはみずからがサザン討とう伐ばつの作戦を練ることが重要と思われます、賢けん明めいなるサタナキアよ」

「具体的には？」

「そのサザンの当面の戦力になりかねない改造生物とやらを、まず破は壊かいするか、こちらに利用できないかを考えるべきだと思いますが」

「利用する？」

　ブレイゾンが聞きとがめる。

「ソラステルにも、現在は凍とう結けつされている錬金生物という開発途と上じようの技術がある。一部でもやつらの知ち識しきを獲かく得とくできれば、やがてはこちらの研究とあわせて強力な兵器ができるかもしれぬ。それがむずかしい場合には破壊すればよい」

「ほう、なかなか考えておるではないか、将軍よ」

　サタナキアから今度は賞賛めいた言葉があったので、ゴルムスはほっとした。自分がこれまで低く評ひよう価かされてきたのではないかという疑ぎ念ねんは、まだ残っていたが。

「さらに言うなら、もしそれをいま使えるのなら、サザンの騒そう擾じよう状じよう態たいをさらに煽あおれるのではないか、ブレイゾン」
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　調子に乗って、ゴーストに同意を求める。

「そううまくいくか、どうかは」

　ブレイゾンは渋しぶい顔になった。

「いや、いくぞ。そして、もしサザンが手に負えなくなればだな、おまえが先ほど言っていたように、ブレイゾン、前線の軍に一部帰き還かん命令を下さざるを得なくなるだろう。そうしたときこそ、ここ〈火か炎えん城じよう塞さい〉から打って出て、一気にサザンを落としてしまう好機だ。もう、あのバカ皇帝には何も言わさん」

　いまやゴルムスは興こう奮ふんして、口から泡あわを吹ふかんばかりだった。

　守護神はそうした様子を知っても、特に抑おさえはしなかった。代わりに、ブレイゾンに告げる。

「まあ、将軍の案にも一理はある。おまえは直ただちにサザンに向かい、カース・エレメンタルを指し揮きして改かい造ぞう生物の研究施し設せつに侵しん入にゆうするなりして、それを奪だつ取しゆ、もしくは破壊するのだ」

「たしかに、レティナンという男を使えば、その施設にも潜もぐり込こめそうですな」

　ゴーストはそれを聞いて考えこんでいた。

「して、そのキーレンとかいう輩やからの大それた企くわだてはどういたしましょう？」

　サタナキアの答えには、あえて想おもいを押おし隠かくすような感かん触しよくがあった。

「そちらは匂におうな。わが魔の世界からの干かん渉しようも。おそらくはあやつの後押しだろうが……とにかく、改造生物の件けんが先だ。そこさえうまくいけば、一気に雪崩なだれをうってサザンは崩ほう壊かいするだろう。いずれにしても、事は急を要するぞ、存ぞん分ぶんに戦え、ゴルムス、ブレイゾン」

「はっ、たしかに‼」

　熱ねつ烈れつな誓いの言葉を告げる将軍に対し、ゴーストは無言で一礼しただけだった。




　その改造室だった。

「何をしている！」

「あっ、リコル、いま開けちゃ──」

　召しよう喚かん術じゆつ師しを止めようとするファラータの動きは間に合わなかった。

　──いや、いいんだ、ファラータ。こいつはある距きよ離りからなら人の心を読める。隠かくれていたって見つかってしまうから。

　リコルはそう考え、正面からの対決を挑いどんだのだ。

　それに、なんらかの戦いが直前に起こった雰ふん囲い気きもある。〈教きよう皇こう庁ちよう〉と抵てい抗こう組そ織しきのぶつかりあいか？

　きな臭くさい。おそらく改造生物をめぐってだろう。それなら、ドサクサ状態にあるいま、この宿しゆく敵てきの不意をつくのがいちばんだ、という計算もあった。

　若者の手から召喚符ふが飛ぶ。




　ワレ召喚ス　金色ノ鎧ヨロイニ身ヲ包ミ

　死ノ武ブ器キモツ　聖セイナル女騎キ士シヨ

　来タリテ魔ヲ倒タオサン
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　忽こつ然ぜんと、全身が金色に輝かがやく騎士の身なりの姿が室内に現われる。ワルキュリアだ。

　たしかに、ここは聖の本ほん拠きよ地ち、なら、ワルキュリアはいつでも呼よぶことができる。

　その召喚する姿を見て、カースのみならず、フォーリーも相手が誰だれかわかったらしい。

「きさま、こんなところでまた。〈教皇庁〉の手先になっていたのか？」

　抵抗組織の長は、以前のおとなしい口調などかけらもない様子で告げる。

　リコルはそれを無む視しした。

　眼がん前ぜんにいる敵は彼も含ふくめて四人。だが、そのそばで、霧きりのように広がっている存そん在ざいは無視できない。そいつが不気味にゆらめいた。リコルらを認にん識しきしたようだ。

〝ほう、兄弟揃そろってのお出ましか。どうあっても、おまえたちとは浅からぬ因いん縁ねんがあるようだな、餌えさども〟

　侮ぶ蔑べつもあらわな思考が頭に響ひびく。どうやら、ガスパーニュにもそれは届とどいたらしく、彼も油ゆ断だんのならない目つきになった。

「ここで何をしている。それに、おまえたちはどうしてこの場所に入れた？」

　リコルは、まず状じよう況きようを明らかにしておきたかった。

　あたりを見ると、以前とは異ことなっているところもある。何よりも、標本の数が多くなっていた。しかも、巨きよ大だいにもなっている。おぞましい姿の巨大な合成生物だらけの小動物園といってもよいくらいだ。

　聖の本拠地で、こうした研究が依い然ぜんとして続けられているのを見るのは、たまらなく嫌いやなものだった。

　こうした研究室の存在そのものは、以前からリコルらの報ほう告こくで抵抗組織は知っている。しかし、さすがにそこへの侵しん入にゆうはむずかしかったはずだ。

「そんなことには答えられぬが、やっていることは見ればわかるだろう。聖とか称しようして、おぞましい研究を続ける輩の本拠地を破は壊かいするために決まっておる。それより、〈教皇庁〉の犬でないなら、おまえたちこそどうしてここへ来られた。おまえは妙みような能力を持っているようだな。どうだ、おまえも元はわれらの仲間なら、改心してもいいぞ。おとなしくわれらに従したがえば、それなりの扱あつかいをしてやってもいい」

　クサいな、とリコルは感じた。こんないかにも見え透すいた従じゆう属ぞくを強しいるやり方より、自信があればカースに襲おそわせればよいだけのこと。抵抗組織のメンバーの中にはそれなりに筋すじの通った者もいるが、こうした組織の長は、ただの信しん条じようの奴ど隷れいと成り果てた者が多いのは、これまでの経けい験けんから気がついていた。

　あるいは、いまの戦いで苦戦したのか。

　リコルはちょっとかまをかけてみた。

「破壊とは言ってるが、一部を利用しようとしてるんじゃないか。いま見ていると、持ち出そうともしていたようだが」

　その言葉には、霧の方から返答があった。

〝バカな。いま調べてわかったが、こいつらにはろくな知能はない。こんなものは制せい御ぎよできぬし、力はあるかもしれぬが、いまはまだただのガラクタだ〟

　しかし、ガスパーニュはリコルの思惑おもわくなど無視して、フォーリーの問いかけにきっぱりと答えていた。

「へっ、おまえたちの陰いん謀ぼうくさいやり方は、よくわかってるぜ。おれはここの〈教皇庁〉なんてのは大だい嫌きらいだが、おまえたちソラステルの犬どもも、結局は同じ穴あなのむじなだ。おれたちから情じよう報ほうを得たいのか、時間稼かせぎだかはしらないが、とっとと決着をつけろよ。とくに、そこでとぐろを巻まいているヘンな魔物の野や郎ろう‼」

　そう言うが早いか、ブーメラン状の武器を霧に向かって投げつける。それは霧をかすめて切り裂さいたかと思うや、盗とう賊ぞくの手に弧こを描えがいて戻ってきた。魔法のブーメランだ。

　カース・エレメンタルには若じやつ干かんの傷きずを与あたえたらしい。霧が怒おこってうねるように漂ただよいだした。

〝ほう、貴き様さま、記憶を取り戻もどしてやったというのに、われに歯向かうのか。おもしろい。なら、くらえ‼〟

　薄うすく広がった霧の触しよく手しゆは、たちまちその場で立ち向かうリコルたち五人とワルキュリアに向かって伸のびてきた。クロックだけはどこかに潜ひそんだらしい。

　それぞれは、同時に敵と対たい峙じしていた。

　メイファーは神に祈いのり、エンリケは弓を構かまえてカース以外の敵を狙ねらう。ファラータもそうした敵兵にとびかかっていった。魔物には通つう常じようの武器が効きくかどうかわからなかったからだ。明らかにカース・エレメンタルは、リコルとガスパーニュを狙っているような雰囲気もある。その前に敵兵を倒してしまおうという作戦だ。

　しかし、その霧は全員を押し包もうとしていた。

〝ふふふ、苦しめ。己れの痛いたみをさらけ出し、それが強いものほど、これにはがんじがらめにされる。おまえたち兄弟は特に苦しむだろうな〟

　リコルはたちまち心の闇やみをさまようこととなった。




〝こんなことになるのなら、やっぱりのぞき見するんじゃなかった〟

　後こう悔かいの念が襲おそってくるが、もはや手て遅おくれだった。

　黒い霧きりのような魔物が、辺り一面を取り巻まいている。

　魔物を透すかして、部屋の向こうにある扉とびらを見ることができる。すぐそばだ。霧をすりぬけて、あそこから逃にげ出せばいい。

　しかし、体がしびれて言うことをきかなかった。

　それはまさに金かな縛しばりというのに似にていた。なんともいえない焦しよう燥そう感が、心の奥おく底そこからどうしようもなく湧わいてくる。

　けれども、なんとかしようとすればするほど、どうしようもない無力感に包まれ、いてもたってもいられない気分になるのだ。

　少年のリコルは十歳さい。

　禁きん断だんの父の召しよう喚かん室しつに忍しのび込み、書見台にある魔法書に載のっている〈真の名〉を、何とも知らずに唱えてしまったのだ。

　それがこんな魔物の名だったとは。

　魔物はカース・エレメンタルと名乗り、人の脳のうの記き憶おくを喰くいものにする存在だった。そいつはじりじりとリコルの心に忍び込み、母親の記憶を見つけると、それを旨うまそうに啜すすりだしたのだ。

〝嫌いやだ──〟

　少年の絶ぜつ叫きようが木こ霊だました。




　ガスパーニュの心の中をまさぐる感触がある。

　思い出したくない……父や母と裕ゆう福ふくとはいえないが、それなりに普ふ通つうに暮くらしていた頃ころ。

　ぼんやりとどこかの街角で父母に連れられていたときだ。突とつ然ぜんの母の悲鳴と、父の苦く痛つうの叫さけびが響ひびく。なんだかわからないが、激はげしい人の動きがあった。

　そして、母親がくずおれて泣いていた。母親が裸はだかにされ、そのそばでは父親がぴくりともせず、冷たくなっている。

　ガスパーニュは父親にはそれほど愛着を感じていなかったが、母親が哀かなしい目に遭あっているのを感じるのは嫌だった。

　自分までとんでもなく悲しく恐おそろしい気分になる。

　いやだ、こんな忘わすれたいと思っていた記憶がどうして蘇よみがえってくるのだ。

　まるでこの世の中は、自分に犠ぎ牲せいを強しいるだけの苦界のような気持ちにさせるこんな記憶が。夢ゆめのはずだ、これは、悪い夢なんだ。

　だが、目の前に立ちはだかる悪意に満ちた男は、ガスパーニュと母親をいたぶるように延えん々えんと悪あく態たいを吐つき続けている。

〝やめろっ‼〟

　心の必死の叫びも、むなしく闇の中に響くだけだった。




　メイファーは真しん剣けんだった。

　いま強く父に迫っているのは、自分の血を分けた兄弟なのだ。

「ですから、父上、退たい位いされるのがいちばんです」

「そうです、ぼくも兄を助けていきます。それに、この大だい僧そう正じようのお力ちから添ぞえがあれば、危き機きは乗り越こえられます」

　父は悲しそうに、その二人を見つめるだけだった。苦く悩のうから目が落ち窪くぼみ、もはや病やまいに冒おかされたその体は長くはもたないだろうと、誰だれの目にも明らかだった。

　母も先に逝いってしまった。

　お父さん、大だい丈じよう夫ぶ？　気をしっかり持って──メイファーは必死に祈いのった。

　しかし、父の眼がん光こうには、まちがったことはしたくないという強い意志がまだ残っていた。

「ならぬ。それはわが国を魔の力に陥おとしいれることになるのみ。いや、おまえたちが魔だというわけではない。おまえたちの周囲で影えい響きよう力を振るうものが──」

「そんなことはございませんでしょう、御ご前ぜん」

　蛇へびのようにねちっこい声が割わって入った。本来なら聖せいなる神に仕つかえる大僧正の身でありながら、魔に魂たましいを売り渡してしまった男。

　表向き、父王はこの男に反対することもできず、ただねめつけただけだが、メイファーは怒りのあまり口を開かざるをえなかった。

「いえ、父の言うとおりです。あなた方は、魔に冒され、その言いなりになろうとしています。どうして、父やシメオンのようにしっかりとできないのですか」

　兄たちの表ひよう情じように妙みような笑えみが浮うかんだ。いかにも小ばかにしたような顔つきだ。

　大僧正が代わりに応こたえる。

「はっ、あんな若わか造ぞう。少々才能があるからといって、あやつの言いなりに、それこそなってもらっては困こまりますな、お嬢じよう様さま」

「メイファー、おまえはあの男に小さい頃から教えてもらってきたからな。特別な感情があるのだろうが」

　兄が口を開く。

「妙な気持ちになってもらっても困るから、ここで打ち明けてしまおう。いいか、シメオンはこの大僧正のお嬢さんと、近々婚こん約やくされるのだよ」

　次兄が言葉を継ついだ。

　衝しよう撃げきが襲おそった。

　そんな……。

　シメオンに対して思し慕ぼの情がなかったといえば噓うそになる。だが、彼こそは、ここエルダースヴェン王国の聖の領りよう域いきを守るために残された数少ない一人。メイファーにとっては父と同じくらい、シメオンが最後の心のよりどころだった。それが、こんな黒僧正の言いなりになってしまうとは。

〝うそよ、絶対に噓！　父さん、噓だと言って〟

　しかし、父は顔を横に背そむけたままだった……




　リコル、ガスパーニュ、メイファーの三人は、その場に固まってしまったかのように動けなかった。

　ファラータとエンリケにも強い衝撃が心の中を吹ふき荒あれたが、それでも二人は何とか耐たえた。

　そこに敵てきが襲い掛かかってくる。ファラータはなんとか互ご角かく以上にわたりあえるが、エンリケは接せつ近きん戦を挑いどまれると不利だろう。

　それに、いつまでこうしたカース・エレメンタルの攻こう撃げきに自分たちが耐えられるかもわからない。

　はやく、この雑ざ魚こどもを倒たおさなくては。二人の心に焦あせりにも似にた気持ちが芽生える。

　一方、ワルキュリアも困こん惑わくしていた。その美しい顔立ちの騎き士しは、魔またるものの魂を狩かりにこの世に遣つかわされた。一いつ瞬しゆん、敵が眼がん前ぜんにいるようにも思えたのだが、いまこの状じよう況きようをどう解かいすべきだろう。彼女にささやきかける〝魔を倒せ〟という呼びかけは消えてしまったばかりか、自分のそばにいる三人にも、わずかながら魔の刻こく印いんが感じられたりする。恐きよう怖ふ、憎ぞう悪お、怨おん念ねん──こうした刻印が容よう易いに魔に結びつくのは、周知の事実だ。

　どちらが魔なのか？　どちらもなのか？

　彼女は一瞬躊ちゆう躇ちよし、敵を見み極きわめようとした。




「おまえたち、はやくやってしまえ。おれがこいつらを抑おさえておく」

　カースからのそうした思考をフォーリーが伝える。

　渦うず巻まく霧はなおも濃こさを増ました。




「だめだ、できない！」

　召しよう喚かんした魔物からの思考の流れが強い渦うずとなってリコルを襲う。それは、自由になりたいという獣けものの純じゆん粋すいな思考だった。

　だめだ、ここで手た綱づなをゆるめたら、ぼくは召喚した魔物の言いなりになってしまう。かつて、妙な魔物に金縛りにあって、父さんに助けてもらわないといけなかった。あのとき、父さんはとても厳きびしい顔をしていた。今後、そうしたことを行なうときには、絶ぜつ対たいに気を許ゆるしちゃだめだと。だから、何としてもこいつを抑おさえ込こまないと。そうしないと、ダメなんだ。

　だが、荒あれ狂くるう魔物の思考は、召喚術師の制御の領域をはるかに超こえていた。自由になりたい、勝手にされてたまるか、そうした思考にリコルの心は弾はじき飛ばされてしまう。

投げられた召喚符ふは燃もえ尽つき、後にはまた失敗したという苦い思いだけが残されていた。

　もう嫌いやだ、こんな苦しい思いをしてまで、どうして魔法なんかの修しゆ行ぎようをしないといけないんだ……。




「やめてくれ～」

　逃にげ惑まどう盗とう賊ぞく。そのそばでは、教師であるサンジェリコ師が苦い面おも持もちで、ガスパーニュを見つめていた。

　おかしい、どうしてこうなってしまうんだ。おれは師の唱えるように、呪じゆ文もんを唱えたはずだ。こんな鳥くらい、だれだって呼び出せて操あやつれるはずだ。現に呼び出せたじゃないか。どうしてこいつらはおれの言いなりにならない。おかしいじゃないか。ほとんど成功しているというのに、おれは正確にマネをしているだろう？　もう、こんな恥はじをかいて嫌な思いをしたくはない。

〝もう嫌だ～〟




　かたわらで頭をかきむしるような苦く悩のうをたたえるリコルやガスパーニュ、メイファーを尻しり目めに、ファラータとエンリケは真しん剣けんだった。

　敵に傷きずは与えているものの、なかなかしぶとい。こちらはさして傷を受けていないので、何とかできるだろうとは思うが、それもリコルたちが目覚めてくれればだ。

　そのとき、我が慢まんできないように、黒い魔物がうごめいた。

〝ええい、何をしている。こいつらを押さえ込んでいるうちに、はやく片かたをつけんか。時間がたつほどまずいというのがわかっているのか！　しかたがない、おれが助けてやろう〟

　薄うすい霧きり状じようの魔物が脈動すると、そこから墨すみをはくように、もっと黒い帯めいた流れがファラータとエンリケに向かった。その範はん囲いに入ったファラータは、急に脱だつ力りよく感かんに襲おそわれた。とても、相手とは長期戦で勝てるような気がしない。しかし、このまま自分とエンリケが倒れてしまったら、リコルらが目覚めてくれない限かぎり、後は敵の思うがままだ。

　そのとき、目の片かた隅すみに意外なものが現あらわれるのが映うつった。

　黒い衣を着た宙ちゆうに浮く姿すがたが、突とつ如じよとして実体化したのだ。

　ファラータはその存在をすぐさま思い出した。ブレイゾンと名乗ったゴーストだ。

　ヒッポスで、リコルたちにソラステルへ向かえと指し示じし、そこでの錬金生物との戦いでも、妙な形でかかわってきた存在。

　敵なのか、それともひょっとして味方？

　しかし、その淡あわい希望もたちまち打ち砕くだかれてしまった。そいつはカース・エレメンタルに、なにをぐずぐずしているのかと問いかけたからだ。しかし、その場の状況を知ると、たちまち口をつぐんだ。

　敵に援えん軍ぐん？　もう、ダメだ。

　リコルたちが目覚めてくれない限りは。

「リコル、起きるのよ、頼たのむから」

　敵が追撃してくるにもかかわらず、ファラータはリコルに駆かけ寄より、その手を握にぎった。

　しかし、彼女の呼びかけにも召しよう喚かん術じゆつ師しの若者は反はん応のうせず、夢ゆめの世界をさまよったままだった。




　もちろん、クロックも気が気ではなかった。リコルの心からのイメージが流れ込んでくる。それはまさしくカース・エレメンタルによって強化された人のトラウマを引きずり出し、拡かく大だいする幻げん影えいだった。これにかかっているうちは、いくら呼びかけても応こたえてはもらえない。本人がそこから何かのきっかけで外界に注意を戻さないと、永えい遠えんにそこに浸ひたったままなのだ。ちょうど〝金かな縛しばり〟そのもののように。

　リコル、思い出せ、あんたを救えるのは、そう、あれしかない。

　鳥は必死の思いで、隠かくれていたところから飛び立った。リコルに何とか思い出させなければ──




　闘とう技ぎ場じよう。

　そこでは恐おそるべき戦いが繰くり広げられていた。

　ばらばらにされたハーフエルフの少年。

　そしていま、前には雲の巨きよ人じんを従したがえた女賢けん者じやガシュラールがいた。リコルは不思議なことに、この賢者を倒たおしてしまうことを知っていた。彼女はリコルのためにわざと力を温存し、雲の巨人を蘇よみがえらせなかったのだ。なぜ、そんなバカなことを。ぼくなどよりも、ガシュラール師しの力の方が遥はるかに上だったはずだ。ぼくなんかが生き残る価か値ちはないのに……。

　しかし、そうした思いは、やがて意外な光景に変わっていった。

　倒れたはずの雲の巨人が、のそりと体を起こしたのだ。そいつはいま弓を捨すて、のっそりとリコルに近づいてくる。やがて前に立ち止まったそいつは、両りよう腕うでで召喚術師の首をつかみ、高々と掲かかげた。

　苦しい、首が絞しまる。巨人の白い衣をまとった姿を目にしながら、リコルはなんとかその腕を振ふりほどこうと首に手をやった。

　首に鎖くさりのようなものがかかっている感かん触しよくがあった。

　これはなんだ？　思わず伸のばした手の先に──

〝これは、ペンダント⁉〟




　リコルははっと気がついた。自分の握にぎりしめているもの、それはルクエリが魔ま力りよくを込めてくれた白いペンダントだった。それはいま、若わか者ものの手の中で、熱く光っていた。ふと脇わきを見ると、クロックがやっとわかったかい、というようにウインクしている。

「そうか、おまえが鎖くさりを引っ張ぱってくれたのかい。それで、首が絞まって、あんな幻覚を見てたのか」

「リコル、よかった……」

　ファラータは、それ以上声に出せなかった。

　しかし、三人には和なごんでいる暇ひまはなかった。

　目の前の黒い霧は、リコルが縛いましめを破やぶったと直ちに気がついたようだ。

〝そうか、貴き様さま、防ぼう護ごの方法を持っておるのか。なら、手っ取り早く片をつけてしまうまで〟

　薄い霧がまるでボーン・ドラゴンと同じようにきらめき始める。それは一種の呪じゆ文もん行こう為いであり、そして混こん沌とんの魔物が唱える強力な呪文といえば、リコルには想像がついた。

「まずい、混沌の雲だ！」

　そう思うと同時に、自然と手が掲げられていた。

　召喚術師の腕にある白いペンダントから、まばゆい閃せん光こうがほとんど同時にほとばしる。

　だが、ぼんやりとしていたリコルの動作は一瞬後おくれをとった。周囲には、かつて吹き抜けの間のキーレンとの戦いで、最後に巻き起こった混沌の雲の強烈な衝しよう撃げきが拡かく散さんする。

「うわっ‼」

「リコル！」

　ファラータが必死に召喚術師をかばう。フクロウも逃にげ遅おくれた。

　敵味方をとわず、悲鳴が上がる。これまで疲ひ弊へいしていたエンリケ、そしてその敵たちもたまらず、その場に倒れ伏ふす。ワルキュリアも倒れ、そして消えた。

「ファラータ──クロック──」

　気き絶ぜつはしているが、どうやら即そく死しではないようだ。

「なんということを。敵味方もなく、自じ爆ばく覚かく悟ごか」

　その卑ひ劣れつさに、リコルの胸むねは怒いかりにかきたてられた。

　意い識しきを保たもっているのは、もはやリコルとカース・エレメンタル、そして、不気味な存そん在ざいのゴーストのみとなった。

　しかし、先ほどリコルの手から放たれた白い閃光はカース・エレメンタルをとらえ、それによってこの魔物は、もはや自由に行動することができないようにも思えた。

　いま、はじめて優ゆう位いを得たはずのリコルも疲つかれ切っていた。ワルキュリアを喪そう失しつした心の痛いたみもある。それ以上に、自じ己この魔力をペンダントの威い力りよくに吸い取られている思いもする。ここで残りわずかな自分の力を使えばカースは倒たおせるだろうが、とてもこのゴーストまで相手にはできないだろう。

　それを見切ったように、カース・エレメンタルはささやいた。

〝いまだ、ブレイゾン、おまえの力でなんとかしろ。部屋の外へ見み張はりにやった者たちを呼んで来てもいいぞ。残っているのはこいつだけだ〟

「ことわる」冷静な声。

　驚きよう愕がくしたのは、リコルも同じだった。

　仲間割れか？

「貴き様さまどうして？　まさか、裏うら切ぎるというのか」

「残念ながら、故ゆえあって、われはどちらにも手を貸かせぬ。決着は自分たちでつけることだ」

「待て、貴様、まさかルシファージュの手先……」

　リコルには、その場の状況がどうなっているのかよくわからなかった。しかし、このゴーストはかつての錬金生物との戦いのときのように、間かん接せつ的に助けになってくれるのかもしれない。

　とにかく、この好機を見み逃のがすわけにはいかなかった。召しよう喚かん術じゆつ師しはもはや限かぎられた魔力で最後の呪じゆ文もんを唱えようとする。

　それを見て、相手から問いかけがあった。

〝待て、貴様、われの喰くった自分の記き憶おくを取り戻もどしたくはないか？〟

　明らかに、こいつは取り引きを求めてきている。

〝そうだ、おまえの母親の記憶を戻してやるぞ。なんなら、おれの蓄たくわえている、この膨ぼう大だいな知識をくれてやってもよい。おまえも魔術師なら、それがどんなに魅み力りよく的かわかるだろう〟

　よくある〝最後の誘ゆう惑わく〟だ、リコルはそれを必死に拒きよ絶ぜつしようとした。しかし、母親の記憶については──心が揺ゆらぐのも事実だった。

　だが……目の前で、自分をかばって倒れ伏ふしているファラータやクロックを見ると、そうした思いは消えていく。

　こいつのために、どれだけの人が犠ぎ牲せいになってきたことか。そうした人たちの思いを無にしてはならない。

　リコルは決けつ断だんしていた。

〝渦うず巻まく風よ、死の鎌かまとなりて、直ちに敵てきを切り裂け〟

〈かまいたち〉が薄い霧を襲う。それは、竜たつ巻まきのように広こう範はん囲いに爆ばく発はつを巻き起こすものではない。激はげしく、鋭するどく、対象に一直線に向かっていく空気の刃やいば。

　白い光に囚とらわれ、行動を起こすことができず、薄暗い霧は辺りを切り裂くその空気の渦に身を委ゆだねるしかなかった。

〝おのれ、貴き様さまのような若わか造ぞうに、このおれが……〟

　その体は溶けていくようにも思われたが、と同時に、不思議な光をも発していた。

「失われたものを取り返すのはいまだぞ」

　ゴーストが謎なぞめいた言葉を贈おくる。

　リコルははっとした。危き険けんも感じたが、これはと閃ひらめき、その光に近寄る。

　一つのきらめきが自分の心に飛び込んできた。それは実じつ際さいには、記憶の塊かたまりではなく、ただカース・エレメンタルが喰い荒あらした脳のうの一部を活かつ性せい化かさせるものだったのかもしれない。

　いずれにしても、そのきらめきに触ふれたとたん、記憶が蘇よみがえってきた。

　一家は幸せに包まれていた。父親は宮きゆう廷てい魔術師の地位を目指して自他共に認みとめる実力者だったし、母親はサザンの名門マロリング家の出身だ。リコルは生まれてからしばらくは、なに不自由のない暮くらしをしていた。

　しかし、それも父が宮廷魔術師の地位争いに敗やぶれるまでのこと。父親は地位に未練のないタイプだったので、そう気にしている節は見受けられなかったが、母親の落らく胆たんは子こ供どもにも感じられるくらいだった。その頃ころから、リコルはむしろ父親になついていった、というべきかもしれない。

　わかってみると、他愛たわいのないものだった。ぼんやりとした幸せだったときの記憶。それは子供、いや、幼よう児じにのみ許ゆるされるユートピアかもしれない。

　それでも、欠けていた自分の一部が取り返せたことは嬉うれしかった。さらに、そんなことよりも、魔まの恐おそるべき敵てきを撃げき退たいしたことも。

「こうなったからには、早期に撤てつ退たいした方がよさそうだ。おまえたちもそうするのがよいだろうな」

　ブレイゾンがまた消え去ろうとしている。

「待て。あなたはいったい何者なんだ。どうしてぼくたちにかかわる？　あんたはガスパーニュの言うぼくたちの守しゆ護ご者しやなのか」

「そうしたことを明かすわけにはいかぬ。ただ……」

「ただ、なんだ？」

「魔界には、複ふく雑ざつな契けい約やくや代だい償しよう、関係がある。それは心しておくことだ」

　例によって謎めいた言葉を残したまま、ゴーストは去った。

　リコルには、どこかで聞いたようなその言葉に考え込む時間はなかった。ぐずぐずしてはおれない。いつカースの残ざん党とうが、あるいは、〈教きよう皇こう庁ちよう〉が踏ふみ込こんでくるかわからないからだ。

　直ただちにファラータや残ったメンバーの介かい抱ほうに向かう。そして、全員は足早にその場から立ち去った。




　それから半月後。

「ものども、直ちに打って出よ。サザンの暴ぼう虐ぎやくなる帝てい国こくはいま沈しずみつつある。この機を逃のがさず、まずこれらの地ち域いきから敵を掃そう討とうするのだ」

　ゴルムスの威い勢せいのよい指し揮きの下もと、〈火か炎えん城じよう塞さい〉の大軍はいま、かつてのサザン軍の前ぜん哨しよう地点である川向こうへと進軍していた。

　待ちに待っていた瞬間だった。

　サザンでの叛乱は日ひごとにその勢いきおいを増まし、ついに戒かい厳げん令れいが敷しかれたばかりか、この〈火炎城塞〉の麓ふもとで向かいあっていたサザンの前線部隊にも、その多くに都への帰き還かん命令が下されたとの情じよう報ほうが入っていた。

　もちろん、軍が動くにはそれなりの準じゆん備びが必要でもあり、特にソラステルとの直ちよく接せつ境きよう界かいにいる大軍ともなれば、時間がかかる。

　だが、よほど急を要したのか、サザン軍は一週間をかけず、一部の守備軍を残し、撤てつ収しゆうを始めたのである。

　ゴルムスはこうした兆ちよう候こうのみならず、サザンからの情報も念入りに調べていた。

〈教皇庁〉の改かい造ぞう生物を狙ねらった工作が失敗に終わり、カース・エレメンタルを失ったという報告は痛かったものの、ブレイゾンを中心とした抵てい抗こう組そ織しきの叛はん乱らんは日を追うにつれ激はげしさを増していた。

　結局、市の軍だけでは抑おさえが利きかず、周囲から軍を帰還させることで、一時的に叛乱勢せい力りよくを抑え込もうとしているらしい。ソラステルとの関係は、ホテプトの穏おん健けんな政せい策さくを見る限かぎり、このまま休戦状態が続いて大丈夫と踏ふんでいるようだ。逆ぎやくに、いったんサザンに一気に軍を結集させ、新たな六門世界への展てん開かいを考えているのかもしれない。

　おれ様がいるのを忘わすれてもらっちゃ困こまるな、とゴルムスは一人悦えつに入っていた。

　敵が尻尾しつぽを巻まいて逃げようとしているのだ。そんな場所はもらったも同然。なんならこのままサザンまで追つい撃げきしていって滅ほろぼしてやってもいいのだが、さすがにそれは無理だろうという理性も働いた。とにかく、サザンでの叛乱と、逃げていく前線部隊という、一種の挟はさみ撃うち作戦が図に当たったようで、気分のよいことこの上なかった。

　守備部隊など二日もあれば征せい服ふくできる。敵はさすがに近ければ戻ってくるかもしれないが、もう三日も経たっている。こちらの攻撃にはジレンマに陥おちいるだろうが、とにかく首都から呼び出されているのだから、そちらを優ゆう先せんするだろう。

　やつらが態勢を整え、逆襲に打って出てくるまでに、こちらは完全に周辺地を制せい圧あつしてしまう。それこそがいま求められていること。

　ゴルムスは自信に満ちた顔つきで、さらなる進軍命令を下した。




　サザンの都は、ここ二、三か月というもの混こん乱らんを極きわめていた。

　初期には、下町や繁はん華か街がいで騒さわぎが散発的に起こるという小規き模ぼなものだったが、やがて、それは街頭での抗こう議ぎ活動になり、もっと大規模な叛乱に近いものも日にち常じよう茶さ飯はんに起こる。

　最初は、軽く見ていた当局も、抑え切れないものになってきたことから、一部で軍を動員して鎮圧に乗り出さざるを得なくなっていた。

　抗議は主として、政せい変へんで追い出された旧きゆう宰さい相しよう派はの復ふつ権けんを求めるものが強くなっていた。もちろん、サザンは六門世界の中心であるという中ちゆう華か思想も相変わらず強いので、南の強国ソラステルへの圧力を強めよ、という旧きゆう来らいの要求も見られたが、最近のソラステルが穏健政策を採とっていることから、少数派の意見にとどまりがちだった。

〈教皇庁〉も〈大学院〉も旧来の自分たちの権けん威いが弱まっているのを感じつつあったが、なぜそうなったのかは理り解かいしかねることだった。この二つの力がサザン自体の発展を生んだことは確かだが、それが一方で大きな歪ひずみも生じさせ、それが大きくなりすぎて自じ壊かいへの道をたどりはじめたということに、権力者たちは気づいていなかったのである。

　もちろん、〈火か炎えん城じよう塞さい〉を中心とするソラステルの過か激げきな一いつ派ぱによる抵抗活動の扇せん動どうもあるだろう。旧宰相派はある程てい度ど、これらの情報を握にぎっていたのだが、それが政変によって覆くつがえされ、対たい諜ちよう報ほう活動が鈍にぶったことも混乱に輪をかけたことは否いなめない。

　いわば、サザンは繁はん栄えいがいきつくところまで進み、内部の空くう洞どう化かが止めようのない状態になりかかっていたのである。

　こうしたときには、僭せん主しゆが現あらわれかねない。それはまさしく、奥おく深ふかく隠かくされていた場所に潜ひそんでいた者となることだろう。




「ということで、教皇猊げい下か。例の件けんについては、よろしくご勘かん案あん願います」

　教皇グラーフⅠ世は、新たな〈大学院〉長であるキーレンが深々と頭を下げるのを見て、苦い面おも持もちとなった。

　どこまで厄やつ介かい事ごとが続くのだろう。

　いま終わったばかりの軍議についても、難なん題だいは山積していた。

　サザンで目下起こっている騒そう擾じよう状態は一向に解決の目め途どが立たず、本来の街の警けい備び兵へいのみならず、軍や〈教皇庁〉の神官部隊を差し向けなければならない有様だ。

　かつてのソラステルのヒッポス奇き襲しゆうから、軍はサザンから南にシフトしており、手て薄うすになっていたことは認みとめざるをえない。

　しかたなく、前線でソラステルと向かい合っている精せい鋭えい部隊の帰き還かん命令を、軍が出さざるをえなかった。そうした折り、よもやと思った〈火炎城塞〉から、その前線を狙って敵軍が侵入してきたというではないか。

　ソラステルはホテプトが実権を取り戻してからおとなしくなっており、サザンとしては好都合だったので、ヒッポスに対する賠ばい償しよう要求も控ひかえめにしたのに、これでは裏切られたようなものだ。やはりホテプトめ、きゃつは、サザンに対する拡かく張ちよう欲よく望ぼうを抑えられなかったのか。

　このところの騒動も、聞くところによると、ほとんどがソラステルの差し金らしい。街での騒動の要求には、ソラステルからもっとふんだくれというものがあった。それを抑えることで民みん衆しゆうの欲求不満を募つのらせたあげくに、このざまだ。

　こうなると、全面的にソラステルと事を構かまえなくてはならないが、とにもかくにも足元のこの騒乱を鎮しずめねばならないだろう。

　それに、あのぼけた国王にも困こまったものだ。たしかに、旧きゆう宰さい相しよう派ははわれらや〈大学院〉にいくぶん距きよ離りをとっていて、扱あつかいにくくはあったが、サザンの民衆をそれなりには把は握あくしていた。それを一部の貴き族ぞくに煽あおられて、自分を担かつぎ出してもらおうとクーデターまがいのことを実行してしまうなんて。あの頃ころから、抗こう議ぎ活動が活発化してきて、手に負えなくなってしまったではないか。

　一いち応おう、旧宰相派は幽ゆう閉へいしているが、いまさら旧来には戻せまいし、かといって彼らを処しよ分ぶんなどして、それが明らかになれば収しゆう拾しゆうがつかなくなってしまう。

　貴き族ぞくの振ふる舞まいにも困ったものだ。あのズボラーダというやつはいちばんの野心家だが、彼はまだ〈教皇庁〉にも気き遣づかいをしておる。キーレンという新〈大学院〉長にしても同じだ。問題は頭も切れないのに、権力闘とう争そうにだけうつつを抜かす輩やからどもだ。彼ら貴族が世の混乱をいいことに、警備兵や軍を一部私し兵へい化かしているのも気にくわん。おかげで、割さける兵力が弱体化して、われわれまでてんてこ舞まいだ。

　撤てつ収しゆうさせた軍が到とう着ちやくすればサザンでの問題は収おさめられるだろうが、問題はそれからだ。

　ソラステルにどう討うって出るか。

　もともと、サザンの対外的な問題には、この〈教皇庁〉が先頭を切って対処してきた。聖なる神の御み旗はたさえあれば、敵などいないも同然。

　とはいえ、ソラステルは強敵だ。なんでも情報によると、錬金生物という新たな技ぎ術じゆつによる強化生物を発はつ展てんさせ、対サザン用に考えているという。これは通常の兵の十倍以上の力を持つらしい。〈教皇庁〉の聖のご加か護ごや、〈大学院〉の怪あやしい術による魔法や召しよう喚かん生物によって、わがサザンはこれまで無敵ではあったものの、この錬金生物が加わるとなると、勝敗の帰き趨すうは読めなくなる。

　やはり、ここはあのキーレンという男の案も考えなければならないのだろうか。

　グラーフⅠ世の思考は、つい先だっての会話を呼び覚ましていた……。




「改造生物という案件はどうなっておるのか？」

「それが……」

　側近は言いよどんだ。

「つい先ごろ、実験室に敵と思われる者たちの侵入があったと聞く。狙ねらわれるということは、それだけ研究が進んでおるのではないのか」

「たしかに、進んではおるのですが。これまでにない大型の生物も完成は間近でして……」

　やはり、何か煮にえ切らない。

「どこに問題があるのだ」

「お答えしましょう。しかし、それを解かい決けつするには、猊げい下かにもお覚かく悟ごをしていただかなければなりません」

　先ほどから黙だまってそばにいた新〈大学院〉長キーレンが語りだした。

「覚悟？」

「これには代だい償しようが必要だからです。改造生物がいまひとつの成果しか上げられていないのは」

「そ、そこまで言うのは」教皇の部下が抗こう議ぎした。

「いや、まちがいない。この計画には〈大学院〉も当初から参画していた。結局、生物としては創そう造ぞうできるのだが、足りないものは知性、ヒトとしての感覚なのです」

「で、どうしろと？」

「われわれが理解しているところに沿えば、これを改かい善ぜんするには、改造生物に人間の脳のう、それも倫りん理り、信念など高度な抽ちゆう象しよう思し考こうまで理解できる人物の脳を移うつさねばなりません」

「誰だれのことを言っている」

「猊下のもとに集つどっておられるような高こう僧そうの方々です」

　キーレンは言い切った。はっと息を吞のむかのような声が周囲で上がる。

「なぜ、〈教きよう皇こう庁ちよう〉の者を。知能が高いだけなら、魔法使いとか学者、官かん僚りようでもよさそうではないか」

「それは、聖せいの心を常つねに宿す者の祝福、信念がなければ無理だからです。いくら入れ物やこざかしい知識の集積で組み上げても、それではただのでくの坊ぼうしかできあがりません。それに──」

　そこで微笑ほほえむ。それは唇くちびるの端はしがつりあがった皮ひ肉にくな笑みともとれる表ひよう情じようだった。

「これだけの力ある生物には、教皇猊下その方の意思に沿ってもらわねばなりませんしな」

　見事な論理だった。グラーフは配下たちに確かく認にんしてみたが、たしかにヒトの脳を移さねば、こうした生物は逆に凶きよう暴ぼう化かしたり、痴ち呆ほう化して役に立たないらしい。

「なんと、もう移したのか？」

　おぞましく思いながらも教皇はきいた。

「はい、模も範はん囚しゆうを。まあ、たちの悪い習しゆう癖へきは直りましたが、やはりまだ知能が足りないようです」

「一般人ではそのレベルどまりですな。徳の高い者でないと。まさしく人間性が問われるのです」

　貴様にそんな言葉を使われたくはない、と思いながらも、教皇は考え込まざるをえなかった。

　そして、今日軍ぐん議ぎの席上、都の叛はん乱らんが鎮ちん圧あつされたなら、ソラステルに対してサザン軍の最精せい鋭えいの部隊を結集し、反撃に出ることが確認されたのだ。

　さらに、キーレンは改造生物のことも話題に出し、教皇の一いち存ぞんで、その最新兵器の投入が可か能のうになるかもしれない、と周囲に期待をにおわせたのだ。

　どうするのだ？　これは神をも恐おそれぬ行こう為いなのか？

　いや、そんなことはない。これは聖を守るために、絶ぜつ対たい必要な〝儀ぎ式しき〟なのだ。何事にも犠牲は必要だろう。わたしだって、一度は暗殺の憂うき目をみた。みな、それくらいの覚悟はあってしかるべきだ。

　教皇は顔をひきしめ、キーレンに近々会ったときには、その儀式を執とり行なうと告げる決心をした。




「どうだった、なにか手がかりは？」

　日課のようになったファラータからの質しつ問もんに、ガスとエンリケは首を横に振る。

「盗とう賊ぞくギルドじゃ、わかってる範はん囲いのことか、なんだかよくわからない騒そう動どうの噂うわさくらいだな。もっとも、あんまりこちらも深くかかわれないからしかたないけどな」

「近ちか頃ごろは社会が不安だから、演えん奏そう関連も不景気みたいです。たいした情報はつかめてませんよ」

　ファラータもメイファーもがっかり顔だ。

　リコルは〈大学院〉の方に調べものに行っている。こちらもキーレンの動きをつかみたいのだが、敵てきもさるもの、簡かん単たんにはわからなかった。リコルにしても目立ちたくはないので、どうしても手て探さぐり状じよう態たいになる。

「ミランダさんなら、貴族関係でなにかつかめたんじゃないですか」

　エンリケが振り返って、立っているミランダを見る。キーレン追つい跡せきの夜、地下の入口で待っていた彼女はその後、一行と合流していた。

「それが全然。相変わらず、ズボラーダの羽は振ぶりはいいみたいだけどね。でも、貴族も街じゃ危あぶないというので、自分とこの警けい備びばっかり増ふやしたりしてるよ。ところで、あんた、メイファーがまだ見つからないので、それはちょっと噂になってたけどね」

「ただいま」

　リコルがクロックと戻ってきた。

　召しよう喚かん術じゆつ師しも特に何もつかめなかったようだ。

　リコルたちは、キーレンが〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉から帰還した後、何をするのだろうと気が気ではなかった。リコル個こ人じんとしては、そこで母の霊れいに会い、しかもその後、宿敵カース・エレメンタルとの死し闘とうを制せいしてほっとはしたものの、いちばんの問題はとんでもない陰いん謀ぼうを企くわだてているキーレンの動向だ。

　とにかく、彼は〈魂の牢獄〉で所期の目的を果たしたようなので、なにか試みようとするのはまちがいないだろう。何をするのだろうか？

　あの屋や根ね裏うらの会話では、どうも何か大きな代償を捧ささげる行こう為いによって、〈魂の牢獄〉からの解放が果たされるということらしかった。

　しかし、それが何なのかはいまだつかめていない。もう、なされてしまったのだろうか？

「へ～、メイファーの件けんでまだご執しゆう心しんなのか、あきらめの悪いやつだ」

　ガスの声が聞こえる。

　悩なやんでいたリコルは、それであることを思いついた。

　が、しばしまた悩む。これは言うべきだろうか。メイファーの気持ちを考えると──

　しかし、若者は決意した。いつまでも悩んでいるわけにはいかない。

「ガス、メイファー、お願いがあるんだ」

「なんでしょう」メイファーはリコルの改まった口調に不ふ審しんな顔をした。

「手がかりを得るために、もう一度、ズボラーダのところに戻ってみてくれないか？」

　メイファーは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔つきをした。一方、ガスパーニュは考え深げだった。

「なるほど、毒をもって毒を制せいす。いや、毒食わば、皿までか。いや、どっちだっていいが、相手の懐ふところに飛び込めってことだな」

「そんな、メイファーが大丈夫なの？」

　ファラータは不安げだ。彼女が姿すがたを消してからもう二週間以上、かなりの時間が経たっている。今ごろひょっこり戻ってきても、怪あやしまれないだろうか。

「う～ん、不安といえば不安ですけど、他ほかに方法がないのなら」

　健けな気げに言いかけるメイファーに、ミランダが勇気づけるように告げた。

「いや、まだ脈はあると思うね。どうも貴族のパーティで聞いてると、ズボラーダ側は、ソラステルかシスがあんたを取り返しにきたと疑うたがってるね。だから、あんたがきっぱり嫌いやだと言って、解放してもらったということにすれば、ズボラーダのやつも自分の魅み力りよくにまいってるんだと勘かん違ちがいすると思うよ。少なくともパーティではまだ、諦あきらめきれてないという風評だった」

「でも、わたし、うまくお芝しば居いできるかしら」

「楽勝、楽勝、その辺のコツはあたしが教えてあげるから。それにエンリケやファラータをお気に入りのお付きとして紹しよう介かいしてあげるし」

　それを聞いて、メイファーの顔つきはぱっと明るくなった。

「おい、おれ様の名前がないんだが」不満げなガスパーニュ。

「だから、あんたはただの盗賊だろ。エンリケには演えん奏そうという技わざがあるし、ファラータは女だからいかにもお付きで通るんだけど、あんただと怪しまれかねないから」

「なにを！　言わせておけば」

　相変わらずのやりとりだ。

　リコルはそのとき、もう一つのことを思いついた。

「ガスも今回の奪だつ回かい作戦では顔は知られてないだろう。ちょっと思ったんだけど、ぼくらはいざとなったら、壺つぼに納おさまっていればまちがいないんじゃないか」

　壺と聞いて、ガスパーニュの顔がゆがんだ。

「言っとくが、そんなに楽なものじゃないぞ、あれは。エンリケは一回失敗しているし。確かく実じつとは言えん」

「だけど、こっそり情報を得たり、警けい護ごするには最高のものですよね」

「エンリケ、おまえ人のことだと思いやがって」

「じゃあ、だめなんだね」とリコル。いかにもがっかりしたという様子を装よそおう。

　ガスパーニュがいったんこだわりだしたら、なかなか言うことを聞かないのはこれまでの付つき合あいからわかっていた。ここは逆ぎやく攻ぜめというのがいい。

「いや、絶対というんじゃない。あれで盗賊のまねごとをやるのはリスクが大きいと言っただけだ。メイファーを守るためというのなら」

「おやおや、お仲のいいことで」ミランダがまぜかえそうとする。

　頃あいと見計らったエンリケは、すぐに会話を終わらせようとした。

「わかりました、ズボラーダ周辺でおもに情報を集めるのはメイファー、ぼく、ファラータがやります。危険なときはガスとリコルさんが壺に入るということで」

　なにかうまく説得されたという顔つきのガスパーニュだった。




　リコルたちの計画は的中した。

　メイファーがソラステルのスパイに連れ出されたが、何とか知り合いの助けもあって、逃にげ出してきた、という大芝居をうまくうったのである。

　ズボラーダは大いに喜び、メイファーは再ふたたびロビオーネの別べつ荘そうに住まうこととなった。助けてもらったという触ふれ込みで、ファラータがお付きの者に、エンリケは姫ひめを慰なぐさめる吟ぎん遊ゆう詩し人じんということでちょくちょく別荘を訪おとずれるという立場にもなれた。

　ズボラーダが忙いそがしそうにしているというのは、メイファーにとってありがたかった。始終つきまとわれ、迫せまられたらどうしようと思っていたのだが、そんな時間の余よ裕ゆうはいまのところないらしい。しかし、ミランダの薫くん陶とうのかいあってか、以前と同じように彼女はお気に入りとなり、パーティなどに連れ出されることはよくあった。

　リコルとガスパーニュは定時の報告を受け、いざとなれば壺に入ることにしていた。

　リコルとファラータがキーレンにちらっと会ったくらいで、一行の面が割われていないのはありがたかった。それでもファラータはもちろん、エンリケも慎しん重ちようを期すために扮ふん装そうしていた。

　そうしたある日、ガスとリコルのもとにエンリケがやってきた。

「ガス、どうしたんですか、その小しよう剣けん？」

「いや、メイファーがズボのやつにもらったらしいんだ。なんでも魔ま法ほうがかけてあって、いざとなって念じると、これを持っているやつの場所がはっきりするってことだ。護身、兼けん、また誘ゆう拐かいされたとき用ってことかな。メイファーがちょっと前におれにくれたんだが」

「でも、それ、立りつ派ぱな装そう飾しよくがあるじゃないですか。魔法の威い力りよくもありそうだ」

「だから、リコルにちょっと見てもらってたんだけどよ。はっきりとは威力はわからんそうだ。おれは前から、魔術師こそ、なんかのとき用にこうした武ぶ器きを持つべきだと言ってたろう？　だから譲ゆずろうとしてたんだが、こいつ、頑がん固こでいらんそうだ」

「いや、メイファーが渡わたしたんだし、やっぱりガスパーニュが持つのがいいと思う」

　リコルは正直に告げた。ガスパーニュの気持ちは嬉うれしかったが。

「ところで、なにか情報があったのか、エンリケ。その顔は絶対なんかあるな」

「お見通し。クサくて随ずい分ぶん臭においますよ、これは。というか、一いつ般ぱんにも布ふ告こくが出そうなので、だれでもわかるようになりますが」

「なんだよ、もったいぶらずに教えろ」

「教きよう皇こうが近々、ソラステルに対する必勝祈き願がんの場を〈教皇庁ちよう〉の前の広場に設もうけるそうです。そこで、教皇直じき々じきに最新しん鋭えいの兵器をお披ひ露ろ目めするというのですが──」

「まさか改造生物⁉」

　リコルはぴんときた。

「そうか、ソラステルに前線部隊を叩たたきのめされ、領りよう土どを奪うばわれているからな。そいつでもって、取り返そうってのか」

　ガスは別にという風ふ情ぜいだ。

「たぶん、示じ威い行こう為いでもあるんでしょう。これがあるので、サザンの騒そう動どうも終わりが近い、と見せつけて」

「で、なにが臭うんだ？」

「あれって、完成してましたっけ」

　その通りだと、リコルも思った。カース・エレメンタルは改造生物の脳のうを探さぐって、こんなものまだ役に立たないではないか、と言っていた。

「ん、それから何かの魔法で完成したんじゃないか」

「いや、短期間じゃ無理だろう。魔法だって何でもできるというわけじゃない」

　リコルは即そく座ざに否ひ定ていする。

「で、ズボラーダがやけに嬉しそうに、メイファーにその式場に連れて行ってやると言ってるそうです。わたしの力をそこでお見せしようと」

「自分の力と言ったのか？　そりゃ、妙みようだな」

「だから、これは何かキーレンとズボラーダの仕組んだ策さく略りやくが関係していると思いますよ」

「おい、あんたはどう思う？」

　盗とう賊ぞくはリコルをじっと見る。

　リコルは思い返していた。そういえば……

〝魔の神の解かい放ほうには大きな代だい償しようが必要だと言ってたよな〟

　間かん髪はつをいれず、クロックからの声。

　召しよう喚かん術じゆつ師しはなにか、背せ筋すじがぞくっとする感を覚えた。

　そもそも、あんな魔に冒されたような研究を、教皇みずからが推すい進しんするような考え方が信じられなかった。

　しかも、完成にはまだかかるものを持ち出し、示威行為をするらしい。しかも、場所は〈教皇庁〉だ──あの別次元の〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉と、六門世界で対ついになるところ。

「うん、絶対に臭う。準じゆん備びしよう、ガスパーニュ」




　秋の風が強い、よく晴れた日だった。

〈教皇庁〉の階かい段だん下したの広場は防ぼう御ぎよ柵さくを取り囲むように、人の波が埋うめ尽つくしていた。

　急造の防御柵ではあったが、おそらく魔法でも張り巡めぐらされているのだろう。そこを越こえて手や首を突つき出そうという者には、激はげしい衝しよう撃げきがある。人々は押しあいへしあいをしながら、柵の前には出ないようにしていた。

　しかし、前に出てみたいという気持ちもよく理解できた。

　広場には、これまで見たこともないような生物が五体ばかり鎖くさりにつながれて並ならべられていたからである。

　どれも巨きよ大だいな怪かい物ぶつばかりだ。

　首が六本もある翼つばさの生えたヒドラ。

　バジリスクのような顔をしたサンドウォーム。

　巨大な蠅はえのような頭をし、下半身がジャイアントみたいな翼ある化け物。これは肌はだの色も悪く、何かの死体でも使っているようだ。

　首が四つもあり、尻しりに毒の尾おを持つ、キマイラとマンティコアの合成獣じゆう。

　牙きばを何本も持つ巨大な熊くま。おそらくライカンスロープと思われる。

　日ひ頃ごろ、闘とう技ぎ場じようでの戦いで、見み慣なれぬモンスターに驚おどろいてきた民みん衆しゆうにとっても、これらは奇き怪かいで、驚くべき存そん在ざいだった。いや、驚くべきではあるが、おぞましい存在といったほうが適てき切せつだろう。単体では、モンスターとして見たことはあるものの、さらにそれらが合成されたとなると、これほどまでに醜しゆう怪かいなものになろうとは。

　子こ供どもたちはそれを見たとたん、泣き出す者がほとんどで、大半は興きよう味み深さと同時に、怖こわいもの見たさでも集まっていたのだ。

　こんな〝化け物〟をどうするんだろう？　最新兵器というからには、こいつらをソラステルとの戦闘に使うのだろうが、はたして言うことをきくのか？　それに、いくら強力そうでも、たった五体で役に立つのだろうか。

　人々は、教皇が行なうという必勝祈き願がんでの説明を、いまかいまかと待ち受けていた。

　周囲は厳げん戒かい態たい勢せいだった。〈教皇庁〉は中ちゆう枢すう区く域いきの丘おかの上にあるので、まず登ってくる前に旧きゆう市街の城じよう壁へきで検けん問もんが行なわれ、怪しい者はつぎつぎと検挙されていた。周辺の警備が手て薄うすなのを幸さいわい、いろんな場所で襲撃が行なわれているようだが、この祈願集会は短時間ゆえ、終われば街全体が直ちに通常の戒厳態勢下に戻もどるだろう。

　それに、なにより〈教皇庁〉を信じている人たちには、これは大いに期待される集会だった。

　ソラステルが南の前線基き地ちを襲おそい、そこを占せん拠きよしたという情報はすでに出回っていた。これまでのサザンなら、すぐ奪だつ回かい作戦に出るところだが、街がこんな騒そう乱らん状じよう態たいにあっては、思うにまかせない。撤てつ収しゆうした部隊は、なんとかサザンの近辺にたどり着いたが、それからどうするかは紛ふん糾きゆうしていて、軍はまだ野や営えい状態にある。人々のいらだちは募つのり、このままいけば、民衆からの決起も起こりかねない状態だった。現げんに、旧宰さい相しよう派はを追い出したことについて、民衆の思いはいまやはっきりとし、国王の退たい位いを求める抗こう議ぎ活動も自発的に見られるようになっている。

　リコルとガスパーニュとエンリケは壺つぼの中にいた。もちろん、壺はいまメイファーがお付きのファラータにこっそり持たせている。古代の姫ひめ君ぎみはズボラーダに従したがい、広場のお歴々が並ならぶ中にいた。ファラータはメイファーがなんとか頼たのみ込こんで、そばでお供ともをしている。

　クロックは上方、〈教皇庁〉の二階のポーチの端はしにこっそり止まっていた。

　そこからは下の広場がよく見えた。おそらく上空には魔法の結界みたいなものも張ってあるだろう。だが、別に使い魔でもないこのフクロウが引っかかることはなかった。もっとも、昼間なので眠ねむたい。フクロウが昼間いるのも妙といえば妙なので、できるだけ目立たないようにはする。

「さあ、メイファーさん、教皇様のおいでだ」

　ズボラーダの口調には、どことなく教皇を軽けい視ししているような響きがあった。

　メイファーはなにかあれば、いつでも壺の中の三人が飛び出せるようにと、ファラータに目配せする。女武ぶ闘とう家かはこくりとうなずいた。

　教皇が前に進み出た。まわりには〈大学院〉長のキーレンをはじめ、国王、高位の官かん僚りよう、軍主しゆ導どう部ぶ、ズボラーダをはじめとするサザンの中心貴き族ぞく、それに、〈教皇庁〉の高位の僧そう侶りよたちが並ぶ。よく見ると、彼ら僧侶たちの中には青ざめてかなり緊きん張ちようしている者もいるようだ。

　教皇が演えん説ぜつを始めた。

　サザンはこれまでいくたの困こん難なんをこえてここまで発はつ展てんしてきたが、いまや内ない憂ゆう外がい患かんを抱かかえ、非ひ常じよう事じ態たいにある。ここで一丸になって事に当たらねばならないが、〈教皇庁〉としても手をこまねいているわけではない。〈大学院〉からの協力も得て──ここでキーレンをちらりと見る──こうした困こん難なんを打ち破やぶる最新兵器を完成させることができた。

　そして、ここで一段と声を張はり上げる。

「だが、こうした戦力はなにものも代だい価かを払はらわず、得られるのではない。今日、わが〈教皇庁〉の幹かん部ぶたちは尊とおとい犠ぎ牲せいになる覚かく悟ごを披ひ露ろうしてくれた」

　そう言って、手て招まねきする。

　しずしずと、四名の僧侶が前に進み出る。

「ここに並ぶ生き物は獣けものゆえに、賢かしこき判はん断だんができぬ。汝なんじらが頭ず脳のうを、魔法の手段により、ここにいる暗あん愚ぐなる獣に分け与あたえる。汝らは、決して死ぬわけではない。この獣の魂たましいのなかに、栄光の聖せいエルドの教えの導みちびき手として生き続けることになるのだ」

　ファラータもメイファーも、いや、辺りの観衆の多くも、教皇がここで何を言っているのか、最初のうちは理解できなかった。

　やがて、僧侶の一人が、翼つばさの生えた、首が六本もあるヒドラの前に進み、小さな台を前にして視し線せんをしっかりとこの怪かい物ぶつにすえた。そのそばに進み出たのは──

「斬ざん首しゆ処しよ刑けい人にん⁉」

　ファラータは目を疑うたがった。大きな斧おのを構かまえ、頭から黒い布ぬのをすっぽりとかぶっているのは、いわゆる首切り人だ。驚く聴ちよう衆しゆうを尻しり目めに、教きよう皇こうは〈大学院〉長に目をやった。

「院長、では、よろしく」

　キーレンは改造生物と高僧、両者の間に立ち、なにやら激はげしく呪じゆ文もんを唱え始めた。

　突とつ然ぜん、両者の頭部に、ヒドラは六つの首すべてから、高僧は頭とう髪はつから、黒い電光のような弧こが生じ、それが橋を結ぶように伸のびていく。
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　電光のアーチはやがて合体した。

「聖せいエルドよ、感かん謝しやします‼」

　苦しみに歪む高僧の顔。

「いまだ！」

　キーレンの声に、首切り人が斧をなぎ払はらう。すぱっと高僧の首は切断された。

「エルドの栄光のために[image: !!!]」

　多くが和す。もし、注意深く聞いていれば、キーレンとズボラーダだけはちがう言葉をつぶやいていたのが聞き取れただろうが、狂きよう気きじみた宗しゆう教きよう的てきヒステリーが蔓まん延えんするなか、だれも気づいていなかった。

　いや、耳ざといメイファーやファラータはかろうじて聞いていた。

「ルシファージュよ、御おん身みのため。弟神よ、御身のため」

　しかし、その出来事の衝撃は大きかった。

「ひどいっ」

　ファラータは言葉がなかったが、もっとショックを受けたのはメイファーだ。彼女はこうした儀式に故こ国こくの黒魔術をすぐさま重ね合わせ、目を覆おおった。

「おやおや、刺し激げきが強すぎましたかな」

　あわててズボラーダが肩かたを抱だき寄よせる。

「気分がお悪いなら、後ろでお休みになれるが」

　しかし、エルダースヴェンの姫ひめ君ぎみは気き丈じように体をしっかり保たもつと、前を見た。

「いいえ、大丈夫です」

　その前では驚くべき光景が現われた。ぼんやりとしていたヒドラの首がいっせいに、語りだす教皇の方を向いたからだ。

「おお、枢すう機き卿きようフェリプよ、われがわかるのか。これは奇き跡せきじゃ、皆の者、奇跡じゃ！」

　教皇がわめくと、観衆も沸わき立った。誰だれ一人として、これが魔の儀式めいていることに気づいていない。

「キーレンは言っていた。こうした魔法は、魔術師が己おのれの生命の不ふ慮りよの喪そう失しつに対して、避ひ難なん場所を作っておく方法を改良したものらしい。わたしには、よくわからんが」

　小声でズボラーダが説明する。そう、この男だけは冷静だ。すべてを承しよう知ちしているとでもいうように。

　その後、こうした儀式は四回続いた。うち二回は成功したが、あとはよくわからなかった。客観的に見ると失敗しているようだ。だが、教皇やキーレンはそれも成功しているかのように見せかけた。

　宗教的法ほう悦えつに酔よっているような聴衆にとっては、どうでもいいことだろう。最後に法王が締しめくくる。

「皆の者、これだけでは数が充じゆう分ぶんでないと思われるかもしれない。大だい丈じよう夫ぶだ。われらやキーレン師し配下の召しよう喚かん術じゆつ師しによって、この技術による無む敵てき生物の量産は可能だし、われらには聖エルドの御み名なの下もと、それを制せい御ぎよする覚悟がある」

　よく聞くと、とてつもなく不気味なことを言っているのだが、だれもそれをとがめたりはしなかった。

「では、教皇猊げい下か。この生き物たちが安全だという意味で、親しみをお表わしください」

　いちばん気味の悪い、巨きよ大だいな蠅はえのような頭をし、下半身がジャイアントの化け物が縛いましめを解かれ、静かに寄ってくる。ファラータはおやと思った。そいつは儀式が完全に成功したやつではない。しかし、見た限かぎり従じゆう順じゆんそうではあった。

　こんなことまでしなくてはならないのか、と内心思いつつ、教皇はそいつに近寄り、相手が恭きよう順じゆんの意を表わして頭こうべを垂たれるのを祝福しようと待ち構かまえた。

「姫君、よく見ておかれよ」

　ズボラーダに言われるまでもなかった。この瞬しゆん間かん、メイファーにはキーレンの口元がひどく歪ゆがんだように見えたのだ。

「そいつをつかめ。離はなさないようにしろ」

　キーレンのこれまでの丁てい寧ねいな口調が、噓うそのようにぞんざいなものに変わっている。

　ぎょっとする教皇を尻しり目めに、その化け物は両腕でがちっと相手をつかんだ。老ろう齢れいの教皇にはとても抗あらがう術すべはない。

「たしかに、聖なる犠ぎ牲せいは尊いものだ、グラーフⅠ世」

　死霊術師ネクロマンサーが続ける。

「しかし、手下の枢すう機き卿きようばかり生いけ贄にえに捧ささげては、神もお怒いかりになろうというもの。いや、おまえの神ではない」

「貴様、教皇に何をする！」

　さすがに控ひかえていた神官戦せん士し団だんの高僧や、その配下がばらばらと駆け寄ろうとする。

「止まれ！　さもないと、おまえたちの教皇とやらは、その化け物の餌え食じきになるぞ！」

　この人ひと質じちには、さすがに〈教皇庁〉の者たちは手出しできない。

「よいか、この化け物はわれの意い思しで動く、それをよく心しておけ。さて、それではわが生贄の準じゆん備びをさせてもらおうか」

　その悠ゆう然ぜんとした自信には、さすがの〈教皇庁〉関係者も様子をうかがうしかなかった。




　もちろん、ファラータとメイファーのコンビはすぐさま、リコルらを壺つぼから呼よび出す。人ごみ、それに皆が前方を注ちゆう視しする中での召喚なので、ぎょっとしたものは数少なかった。ファラータが即そく座ざにガスパーニュに耳打ちする。

「やっぱり、キーレンは教皇を人質にとったわ。あそこ、できる？」

　詳くわしく告げなくても、阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで盗とう賊ぞくに状じよう況きようはお見通しだった。するすると人ごみを抜けながら、キーレンのそばの怪物を目指す。

　一方、リコルは何を召喚しようかと考えていた。焦あせって妙みようなことをすると、ガスパーニュの動きが無む駄だになる。かといって、ここは陽動も必要かもしれない。

　しかし、目ざといズボラーダがメイファーの動きを見つけてしまった。合図とともに、彼女はズボラーダの手下につかまってしまう。

「いま何をした。そこの男、どこから」

　これはリコルのことだ。

「そうか、貴様らはこの娘むすめとグルだったな。動くな、動くと娘の命はないぞ」

　奇き妙みような情景だった。二か所しよで人質がとられている。しかし、どちらも優ゆう位いにあるのはキーレン側だ。

　リコルたちにとって、頼たのみの綱つなはガスパーニュだけだ。

　死霊術師ネクロマンサーはちらっと見てズボラーダたちに動きがあるのには気づいたが、それよりもいまは儀式の続行が大切だった。

「悪いが、グラーフ、少し事を急がせてもらうぞ。

　わが恩おん寵ちようたるルシファージュよ、われ汝なんじの命に従いて、いまここに弟神への最後の代だい償しようたる生贄を捧ささげん。見よ、いまこそ〈魂たましいの牢ろう獄ごく〉が開き、弟神は解放され──

　なんだ‼」

　盗賊が躍おどり出たのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。渾こん身しんの一撃を込め、小剣を化け物の急所と思えるところに突つき立てる。盗賊の不意討ちバツクスタツブ、これは強力なものだ。

　しかし、そいつはかなりの傷きずを受けながらも、まだ教皇を必死につかんでいた。

「この野や郎ろう、こいつ、生きてねえのかよ！」

　ガスパーニュの驚きの叫びに、われを取り戻したキーレンが応こたえる。

「愚おろかな、盗賊の一ひと太た刀ちで、われの優ゆう秀しゆうな地じ獄ごく蠅ばえジャイアントが倒たおれたりするか。よし、そのまま死の霧きりで攻撃しろ」

　盗賊は必死だった。何とかしなければならない。このまま攻撃を続けてもダメージは与あたえ続けられるが、とても倒すことまではできないだろう。

　敵てきが大きく口を開けて毒霧を吹ふき、それがガスパーニュに襲おそいかかった。

　その喉のどが詰つまるような感覚はすさまじい。あまりのはげしさに盗賊は咳せき込み、視し界かいは完全に曇くもってしまう。

　こいつ、アンデッドだ。いまは、死霊術師ネクロマンサーの支し配はい下かにある。

　そのとき、盗賊は自分の剽ひよう窃せつ能のう力りよくにすべてを賭かけてみようと決意した。

　いくら得意の〝剽窃〟でも、アンデッド相手に支配能力を奪うばい取れるかどうかわからない。だが、いま彼に残された道はそれだけだった。

　もう何も見えない。しかし、見えなくても心に呼びかけることはできる。

「おい、おまえ、言うことをきけ。その腕うでをゆるめて外すんだ」

　相手の頭の中は暗黒に見えた。無感情、機械のような、いや、虚きよ無むそのもののような冷たさ。

　だが、そのどこかに、行動をしっかりとつかんでいるような手が見えた。ガスの手が伸のび、それを指一本ずつ剝はぎとっていく。できる、これを外してしまえば、こいつはおれの言うことをきく。

「なんだ、これは」

　キーレンはいままで感じたことのない出来事に焦った。アンデッドへの自分の支配が外れようとしている。まさか、こいつは──
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　そして、ついにその支配の手が離れるのを感じた。

　怪物は支配しているのがガスだと思い、つい教皇を締しめる手をゆるめようとした。

〝まずい！〟

　いまこの二人を倒してしまわないと。地獄蠅ジャイアントを敵の手に委ゆだねれば、すべてが水の泡あわだ。

　キーレンが重なりあうように立っているガスパーニュと教皇に、反はん射しや的に〈雷らい撃げき〉の呪じゆ文もんを唱えようとしたのはまちがいではなかった。

　しかし、そのとき、彼の心に何かがささやいた。

〝待て、おまえがこの盗賊を殺すことは許ゆるされていない。これは余よからの要求だ〟

　なんだ、この声は。こいつの幻げん術じゆつか。

　いや、ちがう、それはいつも聞いてきた声にまちがいなかった。

　守しゆ護ご神しんルシファージュだ。

　彼はこの魔神に祈いのり、これまで多大な力を得てきた。改造生物に魂を乗り移うつらせる秘ひ術じゆつを見つけられたのも、その力によるところが大きい。

　これは明らかに、ルシファージュからの介在インターヴエンシヨンだ。

　しかし、なぜ？　守護神はなぜいまさら邪じや魔まをするのか。いまこの機会を逃のがしてどうする？

〝理由は明かせぬ。だが、その盗賊を殺してはならぬ〟

　キーレンには状況を整理している暇ひまはなかった。とにかく、教皇は始末しなければならない。盗賊の存在はその目的の邪魔にすぎない。

　だから、この呪文を唱えねば。ゆっくりしていると教皇はじめ、敵に反撃の機会を与あたえてしまう。

　ええい、ちっぽけな盗賊ごときはどうでもいいわい。ややこしいルシファージュなど、もうくそくらえだ。これからは、おれがこの手で世界を支配してやる。

〝猛たけき稲いな妻ずまよ、青き炎ほのおとなりて、行く手をふさぐ者を打ちすえよ！〟

　強きよう烈れつな稲妻は、行く手にいる二人を射い貫ぬいた。さすがに後ろのジャイアントにまでは届とどかない。もし、教皇が自由の身であれば、こうした呪文くらいは撥はね返せたかもしれないが、怪物に抱かかえられたままではそれは不可能だった。

　青い炎が二人を焼く。先ほどの毒霧を受けていたガスパーニュはひとたまりもなかった。一いつ瞬しゆん、黒くろ焦こげになった胸むねを見つめた盗賊は、死ぬ間ま際ぎわの必死の動作で、突き刺していた小剣を放ほうった。敵に向かってというよりも、だれかに手て渡わたしたかったのだろう。小剣はリコルのそばに落ちる。

　同時に、稲妻に突き抜かれ、教皇も死のうとしていた。神官たちのいち早い介かい護ごでもなければ、蘇よみがえることは難むずかしいだろう。

「くはは、ついにわれは最大の供く物もつを捧ささげた。弟神よ、受け取れ。そして、解放されよ。ルシファージュ、われの技わざを見たか……」

　そのとき、だれも予想していなかったことが起こった。

〈教皇庁〉の大伽が藍らんが突如、揺ゆらぎ始めたのである。

　その巨大さから、天に向かってそそりたち、サザンの象しよう徴ちようとも言われた大伽藍が、いま身み震ぶるいするかのようにうごめいている。

　眼がん下かの広場を激震が襲う。

「そう、解放だ、弟神の」

　人々が逃げ惑まどう。その揺れは激しく、放っておくと、大伽藍はいまにも崩くずれ落ちそうに感じられた。

　巨大な岩の塊かたまりのような壁かべが剝はく離りして、前の広場に落下する。もうもうとした塵じん芥かい。ごーっという地鳴りのような音。それらを前にしては、神官戦士も、軍人もたまったものではなかった。

　よほど心の強い者か、何か意い志しを秘ひめた者でないと、その場には留とどまれなかった。

　周囲の観衆はもとより、キーレンらの反はん逆ぎやくを固かた唾ずを吞のんで見守っていた者たちも大半は逃げ出そうとする。

　この状況に立ちつくしながらも、なんとか立ち向かおうとしているのは、リコルたちほんの一ひと握にぎりの者だけだった。

　しかし、弟神が復ふつ活かつしたとなると、そんな抵てい抗こうも何になろう。

　もはや世界は終末を迎むかえる──

　そのとき、得意の絶ぜつ頂ちようにあるキーレンは、かつての守護神の言葉を聞いた。

〝ちがう、まだだ。見よ、おまえのしたことを〟

　目の前の盗とう賊ぞくから、白い霊れいのようなものが立ち昇のぼっていた。もはや命なき亡なき骸がらから、それはゆっくりと立ち去りつつあるように思える。

　死霊術師ネクロマンサーの胸に、そこから言葉が響いてきた。

「ああ、おれはもうこの世を離れるのかい。短い時間だったけど、おもしろい人生だったぜ。待ってろ、メイファー、今おれは知ったが、魔界ってのもおもしろそうなところだぜ。いま、そこでルシファージュってやつが猛たけり狂くるっている。おれを殺したのはまちがいだったそうだ、キーレン。おれの加護の約束がフイになっちまうんで止めようとしたんだが、それをおまえは無む視しして実行しちまったんだからな。おまえとルシファージュの関係もこれまでだ。まあ、権けん力りよく亡もう者じやのおまえのことだ。そんなこと百も承しよう知ちの上だろうが」

　盗賊はさらに言った。

「リコル！　前にも言ったように、おれは誓ちかいを果たしたからな。これで母さんも浮うかばれるだろう」

　その言葉と合わせるかのように、大伽藍の四つの尖せん塔とうの一つが崩ほう壊かいした。根元の部分からそれは折れ、ばらばらと激しい破は片へんを広場に撒まき散らしながら、崩れ落ちる。

　見上げる目には、そこから一人の女性の姿すがたが、薄うすい亡霊のように天に向かってまっすぐに昇っていくのが見えた。

　リコルはそれをじっと見つめていた。記き憶おくが戻もどったいまとなってはわかる。あれは、そう、母さんだ。

　盗賊の上の白い姿も、安心するように、それを振り仰あおいでちらと見た。

「……おれは代わりに犠ぎ牲せいとなって、これから魔ま界かいとやらで大おお暴あばれしてきてやらあ。だから、待ってろ、メイファー、おれが魔界の大王になって、おまえを迎えにいってやるまで、もう少しだけ、もう少しだけ辛しん抱ぼうして……」

　言葉が小さくなっていくとともに、白い姿も消えていった。

　小さな姿が盗賊の亡骸に駆かけ寄っていった。メイファーだ。逃にげ出したズボラーダの手下から、ようやく自由の身になったのだ。

「だめ！　あなたが逝いってしまったら、わたしはどうなるの、わたしは──」

　メイファーは駆け寄って、必死に手当てをしようとした。だが、もはや、亡骸となってしまった黒ずんだ姿は、元には戻らない。彼女はそれを揺するように懸けん命めいに抱だきつき、ただただ顔を押しつけて泣き崩れるだけだった。

　その間も、大伽藍の震しん動どうはまだ続いていた。




　リコルは呆ぼう然ぜんとしていた。直前に投げられたガスパーニュからの小しよう剣けんは手にしている。しかし、それも持っている感かん触しよくはなかった。

　あまりにも多くのことが起こりすぎた。

　壺つぼから出ると、キーレンが教皇を人ひと質じちにとっていた。

　そばでは、メイファーがつかまっている。

　そして、ガスパーニュの不ふ意い討うちと、失敗。

　キーレンの呪じゆ文もんによる盗賊の死。

　それに引き続く、大伽藍の動どう揺ようと、母親の解放。

　ファラータやエンリケは残った怪かい物ぶつや、敵の残ざん党とうたちと戦っている。

　メイファーは盗賊の亡骸に顔を埋うずめたままだ。

　どれも自分にとっては大切なことばかりだ。通常ならショックのあまり、しばらくどうしていいか考え込んでしまいかねない事態だった。

　特に義ぎ理りの弟の死には打ちのめされた。付き合うことができた期間があまりにも短い。もはや、母のことだけではなく、その盗賊とは強い心の絆きずなが生まれかけていた。それなのに、こんなにあっけなく……短い、短すぎる‼

　ぼくにはなにもできなかった。

　だが、天を呪のろったり、感かん傷しようにふけっている暇はない。

　いま、一つだけはっきりとしていることがある。

　この死霊術師ネクロマンサーを倒さねばならない。もう、代償が支払われたのなら、弟神は解放されてしまうのかもしれない。だが、契けい約やくの主であるキーレンを倒すことで、その企たくらみはまだ阻そ止しできるかもしれないのだ。

　しかも、事は急を要する。直ちにそれをしないと、解放が実行されてしまうからだ。

　キーレンは怪物を引き下がらせ、自分の脇わきに護ご衛えいのように立たせた。

　リコルは青空に向かって、一枚まいの召しよう喚かん符ふを飛ばした。成功するかどうかはわからない。これまで呼んだことのない魔物だからだ。しかし、この強力な〈大学院〉長と相対するなら、これくらいの存そん在ざいは必要だろう。

　風の強いこんな日なら、あるいは通じるかもしれぬ──




　ワレ召喚ヲ契チギロウトス　異界ノ風ノ王ヨ

　汝ナガ猛タケキ風ノ渦ウズニヨリテ　ワレノ苦境クキヨウヲ

　救イタマワンコトヲ
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　リコルの投じた符は大空に門を作った。このゲートを抜けてくる、召喚したい魔物と意思を交かわさねばならない。魔物はもうこの時点でこちら側をのぞいている。

　今回もそうだった。そいつは知性のあるやつで、召喚術師の呼びかけには応こたえていた。しかし、好意を持って、ここに現われてくれるかどうか。以前、リコルはこの段階で召喚する相手を従わせ、無理やり呼び出そうとして苦労していた。いまはちがう。相手を納なつ得とくさせるのだ。

〝小さき者よ、われが召喚される利点は何ぞ？〟

〝われ、魔の災さい厄やくに遭あいて、苦境にあり。汝なんじの手助けには感かん謝しやし、それに報むくいん〟

〝何をもて、報いる？〟

〝それは──〟

　風は強く、符は舞まい続けた。まだ、やりとりはできそうだ。

　そのとき閃ひらめいた。そばに転がっているもの。だが、これを使うにはメイファーに聞かないと。

「メイファー、どうしてもその壺が必要だ。お願いだ、あれをぼくに譲ゆずってくれ」

　その言葉はもはや姫ひめ君ぎみには聞こえていないようだった。彼女はただ頭を伏ふせている。

　いや、ちがう、聞こえている。彼女は首をこくりと振ふった。それは拒きよ絶ぜつではなく、承しよう諾だくの印に見えた。もはや、ガスパーニュを喪そう失しつした彼女には意味がなくなったのだろう。

〝かの壺を与あたえよう。そちには価か値ちあるものと信じるがゆえ〟

　風の魔神ジンは、壺をじっと見み据すえていた。やがて、その顔がほころぶ。

〝ほう、これはなかなかのもの、承知した。どうやら、あの化け物を相手にしてもらいたいようだな。ただ、その壺はおぬしのものではない様子。われとの契けい約やくは、あの化け物と戦うことだけにしよう〟

　召喚術師に異い存ぞんはなかった。しかし、このジンめ、なかなか交こう渉しよう上手だ。こんな召喚経けい験けんは、リコルにとってははじめてだった。

　ジンは青空につむじ風を呼んで出現した。ターバンを巻まいた巨きよ大だいな風の精せい霊れいの姿。多種多様な魔法を操あやつることでも有名な存在。これなら空を飛ぶ地じ獄ごく蠅ばえのジャイアントにも対たい抗こうできるだろう。

　相手のジャイアントも敵てきを認にん識しきしたのか、ジンに立ち向かうため羽ばたいて地面を離はなれた。

　それを横目に見ながら、リコルは決意していた。

　とにかく、自分はキーレンに集中しなければ。しかし、改めて相手を見ると、そのとてつもない力量が感じられ、勇気が萎なえかけるのを感じる。

　全力でも勝てるだろうか。

　そうした気持ちを察さつするように、キーレンが唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「小こ僧ぞう、どうやら、決着をつけねばならなくなったようだな。所しよ詮せん、おまえには無む駄だだろうが。とりあえず、挨あい拶さつ代わりだ、喰くらえ！」

　死霊術師ネクロマンサーの呪文が飛んでくる。どうせ、嫌いやらしい攻撃呪文だろうと身み構がまえたリコルは、それを喰らって驚おどろいた。

　何も起こっていない。敵は失敗したのか？

　それに乗じて、自分が呪文を唱えようとしたとき、異い変へんに気づいた。

　呪文が頭に浮うかんでこないのだ。

「こ、これは？」

「いまごろ気がついたか。おまえのような者にはいちばん効きく〝呪文封ふうじ〟の強制ギアスだ。貴き様さま、たいして魔法知識のない召喚バカのようだな。なら、もう一つお見み舞まいしてやろう」

　さらに、呪文が唱えられる。魔法の使えないリコルにはもはや、それに対抗する術すべは残されていなかった。上空ではジンと地獄蠅ジャイアントが死し闘とうを繰くり広げている。勝負はまだついていない。

　今度も敵の魔法は攻撃ではなかった。

「なんだ、これは？」

「鈍にぶいやつだな。魔術を封じたなら、次に封じるのは召喚術に決まっておろうが」

　リコルは愕がく然ぜんとする。たしかに、魔術がダメなら、別の生き物を召喚してと、思っていたところだ。必死に何かを召喚しようと考える。

　だめだ、〈真の名〉が思い浮かばない。キーレンの言うとおりだ。

「この二つさえ封じてしまえば、おまえなど何もできぬわ。さあ、どうしてやろう。料理が楽しみだわい」

〝クロック、なんとかならないか。こんなところでやられるわけには〟

〝ああ、もうー、メイファーを慰なぐさめるのに忙いそがしいのに。リコルはへまばかりして。いいかい、ギアスなんてかけられても、必死に思い出すことだよ、なんとかなるから。自信のあるものをね〟

　ふと見ると、鳥は降おりてきて、メイファーのそばで何か動作をしている。倒たおれている教きよう皇こうを示しめす動きだ。

　そうか、あいつはあいつで必死なんだ。人に頼たよっていちゃダメだ。

　若者は召喚する生物をあれこれ考えた。魔法で禁きんじられているのだから、呼び出せるのはよく知っていて、小さなものだろう。なら、これを……

　再び、召喚符が舞う。今度はまさしく必死の願いだった。

　頼たのむ、来てくれ‼

　やがて、門が開き──それは応こたえてくれた！

「いつぞやは、娘むすめがお世話になったようですね。わたしの力でよければ」

　そこには小さな青い妖よう精せいの姿すがたがあった。小さいけれども、彼女は堂々としていて、きらびやかな衣い裳しようを身にまとっている。フェアリー・クィーンだ。まさか、女王自らが来てくれるとは思ってもみなかった。そういえば、あのフェアリーは楽しかったから、今度はお母さんをよろしくね、と言ってたっけ。そうだったんだ、ありがとう、妖精のプリンセス。
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　ただ、リコルは激はげしい苦く痛つうと疲ひ労ろうを覚えていた。かなり無理をして召喚した反動だろう。こんなところに、もう一回攻こう撃げきをくらったら、とてももたないだろう。

「ほう、禁じられた技わざを駆く使しできるとは、おまえもそれなりにはやるのだな」

　キーレンは小ばかにしたような態度で、これで決めてやると言わんばかりに、とどめの必殺呪文を用意する。

「頼む、ぼくを消してくれ！」

「は～い、まかせて」

　そうなのだ、リコルは魔法を使えなくとも、フェアリーには使える。それも、女王ならふんだんに。

　キーレンは混こん沌とんの雲を作り出し、それをぶつけようとしたとき、忽こつ然ぜんと相手が消えたのには驚いた。

　まずい、〈透とう明めい〉か。敵のそうした魔法は消したかったが、先ほど自ら〈雷らい撃げき〉を打ってしまい、風の対抗魔法は使えなくなっている。こうなると、自らの身を守る魔法しか役に立たないだろう。しかし、たかが魔術師の通常の武ぶ器き攻撃などしれておるわ。警けい戒かいしつつも、死霊術師ネクロマンサーは大空の戦いに注意を戻した。

　あのジンをなんとかしなければ──やつこそ強敵だ。

　一方、リコルは九死に一生を得たものの、ほっとしている暇ひまなどなかった。

「頼む〈加速〉もかけて」

　ささやく言葉に応こたえて、リコルは体が急に速く動くようになるのを感じた。

　ガスパーニュの言葉がいまさらのように頭に響ひびく。

「魔術師にだって、武器は重要なんだぞ」

　たしかに、この魔法の小剣にどれほどの力があるのかわからない。しかし、魔法を使う者にそれほど体力があるわけがないので、キーレンの不意を襲って、数度突つき立てればなんとかなるかもしれない。まさか、ぼくのような魔法使いが魔法使いとやりあって、武器勝負をすることになるなんて。

　ガス、きみは正しかった。できれば、最後の力を貸かしてくれ──そう思いながら、こっそりとキーレンのそばに忍しのび寄よる。死霊術師ネクロマンサーは気づいていない。というより、どうしようもないようだ。

　渾こん身しんの力を込め、相手の体に魔法の小剣を激しく突き立てる。

「もう一度〈加速〉だ、できるだけ続けて」

　リコルはこれを二度繰くり返した。

　ガスパーニュや母親のこれまでの苦しさも込めて。

　死霊術師ネクロマンサーの口からは、最初に絶ぜつ叫きようが漏もれたが、それからは低いごぼごぼという音が聞こえるだけだった。

「リコルとやら。われを仕し留とめたのかもしれぬが、もはや世界は救えぬぞ。こちらは代だい償しようを果たしたのだからな」

　悔くやし紛まぎれのように唇くちびるを歪ゆがめると、キーレンはこときれた。主あるじのいなくなった空の勝負はもうつきかけている。ジンの完勝になるだろう。

　しかし、キーレンの言葉に呼こ応おうするかのように、大伽が藍らんや地面の揺ゆれはまだ続いていた。

「塔とうが、天てつ辺ぺんが崩くずれるぞ」

　いまや、大伽藍は大きく傾かたむいていた。

　あと少しで全ぜん壊かいする。

　そのとき、世界には暗黒が降おりる。

　リコルは目をつむった。やはり、間に合わなかったのか。

　──と、静せい寂じやく。

〝ふう、何とかなったよ、リコル。メイファーが教皇を何とかこの世に留とどめてくれた〟

　クロックの声がこれほどありがたかったことはない。

　おそるおそる目を開いたリコルの向こうに、よくやったといわんばかりにファラータやエンリケがメイファーに抱きついている姿が映った。

〝さらば、では、使命を果たしたので壺はいただいていくぞ〟

〝わたしも失礼します。お役に立ててよかったです〟

　ジンとフェアリー・クィーンからの声。

　召しよう喚かん術じゆつ師しは感かん謝しやの言葉を表わすと同時に、崩れるように地面に身を横たえた。仰あお向むけになる。

　秋空は何もなかったかのように澄すみわたっていた。




　ゴルムスは意気軒けん昂こうだった。

　サザンの前ぜん哨しよう地ちを占せん拠きよし、これからどうするか、うきうきと作戦を練ろうとしていたところだ。サザンに撤てつ収しゆうしかけた敵部隊は、引き返してきての決戦を選ばず、まっしぐらにサザンに逃にげ帰った。いまだ、こちらをどうするかは決めかねているようだ。それなら、いまのうちに一気にサザンに進軍するか、それとも、行路を脇わきにそらし、ヒッポスあたりに攻せめ入るか、それとも、この地点の確かく保ほを最重点にしていくか。いずれにしても、前途は洋々としていた。

　そうしたとき、急使という男が入ってきた。

「何用だ、余よは忙いそがしい。緊きん急きゆう時じでもなければ、後にせい」

　男は一通の手紙を携たずさえていた。〈火か炎えん城じよう塞さい〉からだという。

　手紙を読んだゴルムスは、二の句くが継つげなかった。

「そ、そんな……」

　文面には、直ちにコルムス総そう司令官の地位を解とき、ジャルダンがその任にん務むを引き継ぐと書いてあった。ソラステル政せい府ふは内ない密みつに〈火炎城塞〉を落とさせようとしていたらしく、ゴルムスの留る守すをいいことに、そこは前日あっという間にジャルダンによって開かい城じようさせられたという。おそらく、留守を任まかせた副官をかねてから懐かい柔じゆうしていたのだろう。

　ゴルムスにはおとなしく恭順の意を表わし、軍を引き返し、直ちにソブリニに出頭せよ、とある。こうなっては、おそらく勝手な進軍をしたと糾きゆう弾だんされ、そこで断だん罪ざいされるのはまちがいないだろう。

「どうせよというのだ」

　将しよう軍ぐんは頭を抱かかえた。ブレイゾンは最近姿すがたを現わさない。ひょっとして、やつが裏うら切ぎったのかとも思ったが、この期ごに及およんではもはやどうでもよかった。

　おとなしく従うか、それとも自殺覚かく悟ごでサザンに突っ込むか、それとも、賊ぞく軍ぐんとして、勝手にこの軍を率ひきい、どこかに落ち延のびるか。

　暗転した前途に、複ふく雑ざつな思いだけがいつまでもつきまとっていた。







　エピローグ







　サザンの事じ態たいは急速に安定を取り戻もどしつつあった。

　リコルらの活かつ躍やくで、キーレンたちの陰いん謀ぼうが未然に防ふせがれ、ようやく街は何が行なわれようとしていたかに気づいたのだ。

　国王は退たい位いし、旧きゆう宰さい相しよう派はの人々が解放された。もともと人心をある程てい度ど把は握あくしていた彼らが実じつ権けんを握にぎることで、事はスムーズに動いていった。

　首謀者であるズボラーダ、すでにゴルムス一派に囚とらわれていたレティナンらが逮たい捕ほされる一方、〈教きよう皇こう庁ちよう〉ではグラーフⅠ世の退位、〈大学院〉では新たな学長の選挙が行なわれた。グラーフは〝二度殺された男〟〝おぞましい実験をした狂きよう皇こう〟として有名になったが、〈教皇庁〉はそうした呼び方をしてもらいたくはなかっただろう。軍でも無能だったり、縄なわ張ばり争いにかまけていた将軍たちの首のすげかえも直ただちに行なわれた。好き勝手をしていた貴き族ぞくたちは当然のようにぴたっと鳴りを潜ひそめた。ソラステルとの関係は良好に推移したので、ごたごたしていた旧きゆう来らいの国こつ境きようも元に戻された。

　そう、すべては平へい穏おんに旧来の秩ちつ序じよへと戻っていくように思われた。

　ただ、リコルの周辺は慌あわただしくなりこそすれ、平穏という言葉とはまったく無む縁えんだった。

　彼は英えい雄ゆうだったからである。

〝サザン中ちゆう興こうの祖そ〟〝〈教皇庁〉を変え、〈大学院〉を正し、ソラステルまで救ったヒーロー〟──これが、この若き召しよう喚かん術じゆつ師しに奉たてまつられた尊そん称しようである。

　人々の熱狂は留とどまるところを知らなかった。新国王がリコルらに感謝の品を贈おくったときには、広場で暴ぼう動どうめいた大騒ぎが起き、何人もの死者が出たほどである。

　しかし、当のリコルは当とう惑わくしていた。

　自分は当然と思ったことをしたにすぎない。いろんな人々の犠ぎ牲せいや苦く痛つうを目まのあたりにしてきた今となっては、そうした熱狂はなにか空騒ぎにしか映うつらなかった。

　特に、弟ガスパーニュを失ってしまった悲しみは大きかった。

　母を救おうとして、弟を失ってしまった。あいつが救ってくれたのに、ぼくはなにも応こたえられなかった。そんなことで英雄なんて呼ばれたくない。

　ファラータは折にふれ、そうしたリコルを慰なぐさめていたが、なかなか若者の気分は晴れなかった。

　そんなある日、リコルは宮きゆう廷ていのジェラコートに呼び出された。

　ジェラコートは以前のように、〈大だい審しん問もん官かん〉室で待っていた。リコルが一礼する。

「よく来てくれた。どうだね、最近は落ち着いたかね」

「ぼくのほうはいいんですけれど、ジェラコートさんこそお忙いそがしいでしょう？」

「そりゃ、街の修しゆう復ふくとか、人事とか、〈摂せつ政しよう〉を補ほ佐さすることはいろいろあるからね。でも、きみのほうこそ、随ずい分ぶん大変なのじゃないか」

「いや、いいんです。しばらくおとなしくしてますから」

「さすがに、ファルドの息子むすこさんだ。お父さんには会いに行かないのか？」

「いいえ、父は相変わらず元気にやってるでしょうから」

「で、依い頼らいされていた諸もろ々もろの件けんはどうする？」

「少なくとも名めい誉よ〈大学院〉長などという職しよくは重すぎます。ぼくはほんのひと月くらいしかいなかった田舎いなか者ものですから」

「では、こちらからの例の件は？」

　それは宮廷魔ま術じゆつ師しの位くらいについてほしいというものだった。これは〈摂政〉リカルドからも要よう請せいされ、新国王からもぜひと言われているらしいが、なにより熱心だったのが当のジェラコートだった。

「それもよく考えたのですが──」

　言こと葉ば尻じりを濁にごす。

「だめなのか」

「ええ」

「まあ、ソラステルのホテプト国王もきみにはご執しゆう心しんだろうからな」

「いいえ、そういうわけではありません」

　リコルは強く否ひ定ていした。

「よもや、きみはわたしがお父さんに対する罪ざい悪あく感から、この地位を強く勧すすめていると思ってるんじゃないだろうね。わたしは決して──」

　それはよくわかっているつもりだった。ジェラコートが、リコルの人じん格かくや魔ま法ほうに対する能のう力りよくを高く評ひよう価かしてくれているのはまちがいない。ただ、父に対しての負い目も少しありそうなのは否定できなかった。

　しかし、それだけではないだろう。リコルのソラステルに対する影えい響きよう力りよくや、〈大学院〉からの信頼、〈教皇庁〉からすら一目置かれる立場が、サザンの政府当局にとってすごく意味があるだろうこともわかるのだ。だがもし、それを引き受けたなら、今度はホテプトやジャルダンに対して申し訳わけないと思えてくる。

「わかった、きみのつらさも理解はできる。じゃあ、今日はひとつ個こ人じん的なこととしてお願いしよう。一度、こちらでしばらく過すごしてほしい」

　ジェラコートは立ち上がると、リコルを案内しようとした。控ひかえ室には、ファラータとクロックもいた。リコルはすぐに戻るからと言って、部屋を出て行く。彼女はちょっと気にした様子だったが、何も言わなかった。




「ここがどこだかわかるかね」

　部屋は豪ごう勢せいな造つくりだった。それほど広いというわけではないが、壁かべには装そう飾しよく画ががかかり、床ゆかには高級な絨じゆう毯たんが敷しきつめてある。どっしりした机つくえと、周囲を取り巻まくのは書しよ架かの列。

　リコルにはこうしたものがよくわかっていた。部屋によって、差異はいくつかあるだろう。でも、共通した雰ふん囲い気きは見まちがえようもない。

　父の部屋の匂においだ。

「ここは──」

「そう、これが宮廷魔術師の部屋だよ。わたしは一度きみにここで過ごしてほしかった。父上は結局、ここで過ごすことはなかったのだから。それがどんなものかだけでもわかってもらったらいい」

　そう言って、大審問官は出て行った。

　これは、かつて父と競きそって宮廷魔術師の地位を得たジェラコートの感かん傷しようなのだろうか。リコルはそう思いながらも、そこにいるとなぜか落ち着く自分を発見して驚おどろいた。

　おもわず、肌はだ身み離はなさず持ち歩いていた荷物から秘ひ儀ぎ書しよを取り出し、机の上に置く。

　あの激しい戦いのさなか、それをひもとくことはほとんどなかった。一つにはそうした暇ひまがなかったこともあるが、もう一つの理由は、やはり惹ひかれつつも、どこか心の奥おく底そこでこの秘儀書を恐おそれていたこともある。

　いま、それが机の上に載のっている。

　部屋の雰囲気もあってのことだろう。リコルは我われ知しらず、そのページを開いていた。

　やがて、リコルは魅み入いられたようにオティスのページへと向かい、例によって、そこからあの魔ま神じんの顔が立ち上ってくる。

「どうだ、決心はついたのか」

　いつもなら自分の召喚について口やかましい魔神が、今日は普ふ通つうに話しかけてきた。

「何の決心だ？」

「おまえがこのサザンで、己おのれに妥だ当とうな地位を手に入れ、そこで大いに能力を伸のばしていく決心だ」

「ぼくはそんなことには興きよう味みがない。それよりもちょうどよい機会だから、聞きたいことがある」

「何だ、答えられることならな」

「あなたがぼくにかかわったことだ。それはもう終わったのか。あなたはぼくを加か護ごしてくれていたのか？」

「相変わらず、礼れい儀ぎ知らずな。質しつ問もんは一度に一つずつきくのが掟おきてだぞ」

　魔神はにやっとした。乱らん杭ぐい歯ばがむきだしになる。

「まあ、よい。最初の問いには答えられぬ。二番目の問いにはノーだな」

「では、あのブレイゾンというゴーストは何だったんだ？」

「あれはたまたま、余よの代行をおまえの世界で果たしていたもの、というようにとれ。いまとなっては、サタナキアもルシファージュも気づきおったからな」

「代行というのなら、ぼくにとっての加護になるじゃないか」

「バカな、まだわからぬか。おまえやガスパーニュへの加護は、母親とルシファージュの間で交かわされたもの。その役をたまたまあのゴーストが担になっていたとしても、余とは関係せぬ」

「ということは……つまり」

　リコルにはだんだんわかってきた。

「ああ、そうか。ぼくへの加護はルシファージュからブレイゾンへの指し示じで、ブレイゾンを使っていたあなたは加護には無関係だと。ただ、カースも言っていた。ブレイゾン＝ゴーストはルシファージュの手先でもあり、サタナキアを裏切ったと。それをあなたが使っていたということは、あなたが黒くろ幕まくで、ブレイゾンはルシファージュも裏切っていたのか」

「そんなことには答えられぬ」

　魔神は愚おろかな問いを、という顔をした。

「そんな裏切りあいばかりの世界の、何が楽しいんだ」

「前にも言ったろう。余は別に表立って力を行こう使ししたいわけではない。蓋がい然ぜん性せいの多た岐きにわたる選せん択たくに興味があるし、それが予よ測そくに近く織おりなされていくのを知ることにこそ興味がある。結果、それを裏切りと言われようと、別にかまわぬ。そもそも魔界では、裏切りは誉ほめ言葉にこそなれ、けなし言葉にはならぬ」

「ぼくはそういったことはあまり得意でないし、だから、好きにはなれそうにない世界だな」

　リコルははっきりと言い切った。

「まあ、おまえのそういう考え方は、余としても別に不ふ快かいではない。なかには、こうしたことを頭から否定するだけの無ぶ粋すいな輩やからも多いのでな。

　改めて聞こう。おまえはサザンにせよ、ソラステルにせよ、要職につくなりして、自分の責せき任にんを果たしたいとは思わぬのか。名めい誉よあることだぞ」

「残念ながら思わない。そうしたことをすると、どこかに悪影響が出てしまう」

「父親があこがれた、その席に就ついてもか」

　考え方がジェラコートに似にているようで、リコルはいま、この魔神をどこかおもしろく感じた。こんなことははじめてだ。

　思わず微笑ほほえむ。

　その姿を見て、オティスも理解したようだ。

「なら、第一の問いには、いまこそ答えよう。余とおまえとのかかわりはここで終わることになる。おまえはさぞかしほっとするだろうな」

　にやっと笑みを返した魔神は、たちまち消えうせた。

　部屋を去るとき、リコルは秘儀書を机の上に置いたままにした。

　新しい宮廷魔術師が真に力ある者なら、あの魔神とはきっとおもしろい関係が築きずけることだろう、と思いながら。




「で、これでよかったと」ファラータが聞く。

「そうだね、とりあえず」リコルは答えた。

　ここはサザンから北へ向かう街かい道どうだ。召しよう喚かん術じゆつ師しと女武ぶ闘とう家かと鳥は、ノリスに近い峠とうげにさしかかっていた。

　リコルらは、また世界に旅立つという道を、結局選んだ。まだまだいろいろと経けい験けんし、知りたいことは多い。それには動いていることがいちばんだ。

「あそこまで登って、ひと休みしましょうか」

　元気に歩くファラータに、リコルはちょっと聞いてみた。

「なあ、ファラータ、前に聖せいと魔は表ひよう裏り一体じゃないかとちらっと思ったら、メイファーがすごく嫌いやがったけど、きみはどう思う？」

「あら、そうかもしれないし、そうでないかもしれないわね」

　謎なぞめいた答え。リコルがはてなという顔になる。

「別に、いい加か減げんに言ってるわけじゃないわよ。わたしはね、なんでも行き過すぎると端はしはつながっちゃうと思うの」

「まだ、よくわからないな」

〝鳥のことわざに曰いわく。〈ウサギを追いすぎるものはウサギとなる〉ってことだよ〟

　クロックの声が聞こえてきた。上の枝えだに止まって、遠くを見ている。

「うるさいなあ、昼間は眠ねむっとけよ」

〝あ～あ、一いつ緒しよにいるのはあとわずかだから、リコルにいろいろ教えとこうと思ってんのにな〟

　このフクロウはどこか北で二人と別れて、ジオテランの森のカリスタナス師しのところに報ほう告こくに戻るということになっていた。

「じゃあ、なんでも必死に努力するのはよくないってことにならないか？」

「行き過ぎて、すべておじゃんになるくらいならね。だから、わたしはリコルがあの秘ひ儀ぎ書しよを置いてきてくれて、ほんとにほっとしたの」

「考えてみると、ガスパーニュのことがあったからかもしれない」

「ガスパーニュ、どうしてるかな。魔界で張り切ってるんだろうな、きっと」

　ファラータの声に、一いち抹まつの寂さびしさが漂ただよっているのは否いなめなかった。

「ぼくらがそのうち、あいつに召喚されるかもしれないぞ」

「それもいいわね。そうやって、みんなで行けたら、また楽しいかもしれない。とにかく、メイファーさんにも、エンリケさんにも、ミランダさんにも元気でやっていてほしいわ」

「じゃあ、峠まで競走しようか。上に行ったら、みんなの名前を大声で呼んでやろう」







[image: ]







「わかった、ならダッシュ‼」

　駆かけていく二人の姿。

　鳥は上空で舞まいながら、それを悠ゆう然ぜんと眺ながめていた。




　英雄たち一行のその後を、ここで簡かん単たんに記しておこう。

　メイファーはシスの国に乞こわれて、そこの皇こう女じよに収おさまった。彼女はガスパーニュの子こ供どもを宿しており、やがてその子はシスを継つぐことになる。

　エンリケとミランダは一緒に、世界にガスパーニュやリコルの活かつ躍やくを伝える旅に出た。やがて、その詩は六門中に語り継がれることになる。

　リコルとファラータは、以後どんな活躍をしたかは不明。ただ、北のジオテランのタシエルでは、最後に彼ら二人が住んだといわれる家がいまだ残っている。

　ガスパーニュのその後の活躍は、残念ながら六門世界では知られていない。





〈六門世界〉──完









　あとがき





安田　均　






　ついに「六ろく門もん世せ界かい」シリーズの六冊目、完かん結けつ篇へんをお届けすることができました。

　思い起こせば、一九九六年の十二月に一冊目が登場していますから、それからかれこれ十年以上が経ってしまったわけです。長い間おつきあいしていただいた皆さん、待っていてくださった皆さんには本当に感かん謝しやいたします。

　自分でも完結までこんなにかかるとは考えていませんでした。当とう初しよは、半年ほどで二冊目（一九九七年七月）を刊行できたこともあり、遅おそくとも一年一冊、まあ五年くらいかかっても、二一世紀のはじめには全貌をお見せすることができるかなと思っていました。




　ところが始めてみると、三冊目あたりから大たい変へんとなりました。いや、リコルたちのストーリーがなかなか進まないといった、書き手にありがちな苦く闘とうとは少しちがって──

　ありがたいことに、一九九七年の九月に「六門世界」を背はい景けいとして出たカードゲーム「モンスター・コレクションＴＣＧ」が、大ヒットしてしまったのです。これはトレーディング・カードゲームという形だったので、つぎつぎと続ぞく編へんを作っていかなければなりません。何百枚もの拡かく張ちようセットを、年に二つから三つ出していかなければならないということで、かなり時間を割さかねばなりませんでした。カードの製せい作さくは、加藤ヒロノリや杉すぎ浦うら武たけ夫おといったグループＳＮＥのメンバーが中心となって進めてくれたのですが、それらの改かい良りようやテストには当然ぼくも参加していましたし、これにはかなり神しん経けいを遣つかいます。

　また、モンコレＴＣＧが広がるにつれ、やはり「六門世界」の一部なのですが、よりダイレクトにカードゲームの雰ふん囲い気きを押し出した別系統の「モンコレ・ノベル」シリーズというのも立ち上がり、これを当時グループＳＮＥの新しん鋭えいだった北きた沢ざわ慶けいと一いつ緒しよに推おし進すすめていくことになりました（一九九八年「戦せん慄りつの破は壊かい神しん」が一冊目です）。ファンタジア文庫で皆さんもおなじみのこのシリーズは、北沢慶の才さい能のう努ど力りよくもあって順調に成長し、エルリク篇へんやアーヴィン英えい雄ゆう伝でんを経へて、現在もマリア・シリーズに受うけ継つがれています。

（ちょっと数えてみると、北沢慶とのシリーズは、最新作で二七冊目になっていました。さすが彼は元〝ＳＮＥの青年団長〟といわれたことだけはある。すごいパワーだ）

　これらに加え、モンコレは二〇〇〇年前後には、アニメやコンピュータゲームにもなったりして、そちらも好きなのでついつい口を出したりしていました。

　もちろんその間、小説「六門世界」シリーズはぼくのモンコレの原げん点てんでもあるので、必死に書き継いできました。ほぼ二年に一冊くらいのペースになってしまって、ファンの方には申し訳なかったのですが、内容については、その分凝ぎよう縮しゆくして書き込んできたつもりです。

　そして、二〇〇三年には念願だった六門世界でテーブルトークＲＰＧが遊べる「六門世界ＲＰＧ」も出すことができました。

　こうなると、あとは小説「六門世界」シリーズを書いていくことのみ。

　ということで、いろいろ時間はかかりましたが、ここにリコルたちの物語も完かん結けつを迎えることになりました。




　このシリーズは、もともとモンコレの基き盤ばん、背はい景けいとなる世界観を伝えたかったということもあるのですが、それと同時に、ぼくのなかにあるファンタジー世界を楽しんでもらえたら、という想おもいから書き始めました。

　ファンタジーはもともと大好きでずっと読んできましたが、その魅み力りよくは幅広く、いまも具体的に〝これがすべてだ〟とまで言い切る自信はありません。ただ少なくともファンタジーが、〝自分の身の回りとは異なる世界を語る、あるいは、それに浸る〟という人間の根こん源げんにある一つの欲求を表しているのはまちがいないでしょう。それは世界自体が架か空くうであることも関係していますが、それと同時に、登場する人物たちもそこから自分たちのあまり知らない世界に向かう点に表れています。「ファンタジーは異ことなる場所への旅だ」といわれたりするのは、このエキゾティシズムの部分でしょう。そうした魅み力りよくが、かつては現げん実じつ逃とう避ひだ、現実にはなんの役にも立たぬ、現実をもっと直ちよく視しせよと批判された時代もありましたが、二〇世紀後半から二一世紀にかけて、小説のみならず、映画やゲームなどで、これだけファンタジーが好まれるのを目にしてくると、この部ぶ分ぶんを抜ぬきにしてこの分ぶん野やは語れないのではないか、という気がします。

　ただ、すぐれたファンタジーは、そうした現実とはちがうものが中心とはなりますが、それと同時に現実の影えい響きようもどこか受けていて、それが鏡のようにどこかに現れている、ともいえます。理想だったり、象しよう徴ちようだったりすることもありますが、その根こん底ていには現実と向きあうものがどこかに潜んでおり、それを通り抜けることで、従じゆう来らいとは異なるものに登場人物が変化する。多くは、ここに成せい長ちようが含まれたストーリーであったりします。そのあたりが、こんどは「ファンタジーとは往って帰る旅だ」といわれる所以でしょうか。もっとも、あまりそうした理想や象しよう徴ちようを現実と結びつけて〝解〟にするのも鼻はな白じろむので、ぼんやりと意識の底で感じとってもらえれば最高ともいえそうです。




　この「六門世界」シリーズが、そのあたりまで表現できかどうか、これは読んだ方に判断してもらうしかないのですが、少なくとも十年をかけて、自分で書きたかったファンタジー世界をリコルたちとともに描けたのではないかと思っています。

　意外だったのは、書く方は十年かけていますが、小説内では時間は一年ちょっとくらいしか経っていないこと。これは書いてみて気がつきました。ちょっとしたリップ・ヴァン・ウィンクルみたいな感じで、まさしく妖よう精せい世せ界かいにでもいたかのような不ふ思し議ぎな気もします。やはり、ファンタジー世界では時間はゆっくり流れるのでしょうか。

　まあ、ぼくの十年分が詰まっていると考えていただければ、お待たせした分楽しんでもらえるのではないかと考えています。




　最後に、このシリーズ六冊のイラストを描いてくださった松まつ本もと嵩たか春はるさん、そして初代担当の小川洋さん（今回の解説もありがとうございます）、大内善博さん、郡司顕義さん、木内崇寛さん、伊藤裕紀さんの歴代担当の諸しよ氏し、また、まっ先に読んで、ありがたい感想を送ってくださった現メディアワークス会長の佐藤辰男さん、そして、なによりもモンコレを楽しみ、これまで読んできてくださった方々に、厚くお礼申し上げます。




　これからも、すばらしいファンタジー作品が読めたり書けたり訳せたら、と願いつつ──


二〇〇七年八月　　









　解説





Ｑｚ






　ご指し名めいによりまして、解説をつとめさせていただきますＱｚと申します。

　まずは安田先生（以下、安田さんと呼ばせていただきます）、ならびに本シリーズを楽しみにお待ちいただいた読者の皆さん、完結おめでとうございます。十年あまりの長ちよう期きにわたり、お疲れさまでした。

　申し遅れましたが、私、この〈六門世界〉シリーズの初代担当をつとめさせていただきました。今回のお申もうし付つけは、初代担当として、本シリーズ誕たん生じようのいきさつを書け、ということなわけですが……。

　ん──、申し訳ない、思い出せません。

　いや、たしかに、以前から安田さんに小説書きましょうよ、と申し上げてつづけてはいたんです。それがどんな経けい緯いをへてこの作品に結実したのかが……。とりあえず、遠い目でもしてみましょう。

　安田さんという人は、私がこの業界に入るはるか以前から私にとって、つねに偉い大だいなる〈紹しよう介かい者しや〉でありました。翻ほん訳やく者しやとして海かい外がいの魅み力りよく的てきなＳＦやファンタジー（命いのちを吸すう魔ま剣けんを持つ病びよう弱じやくなヒーローとか）を教えられたのはもちろんのこと、「ウィザードリィ」や「ウルティマ」「ロードランナー」……安田さんの紹介で『ＡＰＰＬＥ　Ⅱ』というコンピュータで遊べるゲームを知り、憧あこがれに身を焦こがしました。やっとのことで実じつ際さいに手にしたときには本当に有う頂ちよう天てんになったものです。たぶんそんな人は日本中にたくさんいたと思います。もしかしたら、安田さんの紹介がなければ、日本に今のようなコンシューマ・ゲームの隆りゆう盛せいはなかったかもしれません。

　ボードゲームにつづき、ゲームブック、そしてＴＲＰＧ。海外のものの紹しよう介かいにとどまらず国こく産さんＲＰＧの雄ゆうとして今も多くのプレイヤーが楽しむ「ソード・ワールドＲＰＧ」をもたらしました。

　それが一段落、と思っていたら次はトレーディング・カードゲーム。本シリーズの「六門世界」を舞ぶ台たいとしたＴＣＧ「モンスター・コレクション」は国こく産さん初はつの本ほん格かくファンタジーＴＣＧとして一いつ世せいを風ふう靡びしました。

　遊びばかりではありません。水野良、山本弘、清松みゆき、友野詳、北沢慶など多くの若い才能を世の中に紹介してきました。

　まさに〈大紹介者〉の称しよう号ごうを奉たてまつるにふさわしい活かつ躍やくです。なぜこんなにさまざまなことを〈紹介〉しつづけられるのでしょう。それはたぶん、安田さんが「楽しいことが大好きでたまらない」からだと思います。自分がほんとうに面白いと思うことだから人に伝わる。伝えられた人も面白いと思う。それがいつの間にかひとつのムーブメントになってしまう、という連れん鎖さ反はん応のうが起きるのではないでしょうか。

　そんな安田さんがついに自分の筆ふでで〈紹介〉したいと思ったのがこの〈六門世界〉とそこで冒ぼう険けんをくりひろげるキャラクターたちだったのです。

　土、水、火、風、聖せい、魔ま。六つの構成要素のバランスによって成り立つ世界。自らの内面と向き合いながら闘たたかい、成長していく主人公たち。ファンタジーならではの世界観と物語は安田さんがこれまで「面白い」と感じたもののエッセンスをおしみなく注そそぎこんで作り上げたものでしょう。それだけではなく、安田さんがたぶんもっとも悩なやみ、力をいれたのは、この物語世界を特徴づける要よう素そである〈召しよう喚かん術じゆつ〉だったろうと推すい測そくします。〈召喚〉とはなにか。〈召喚〉するというのはどういうことか。

　リコルは悩みます。〈真しんの名な〉を唱となえれば召喚はできる。だが召喚したものをどうコントロールすればいいのか。召喚された者の戸と惑まどいや反はん発ぱつとどう向き合ったらいいか。恐れのあまり、抑えつけることしかできなかったリコルが、やがて召喚する魔物たちと心を通わせることと、その喜びを知っていく。

　これは本作品の大きなテーマのひとつであると思います。ＴＣＧ「モンスター・コレクション」でモンスターを召喚するとき、それは単に道具として呼び出すのではなく、〈召喚術士〉と召喚されるモンスターの間にはそんな心のドラマがあったのです（それとは違うかもしれませんが、お気に入りのモンスターが見せ場もなくあっさりやられたときは勝ち負けとは別になんか切なくなってしまいますよね）。

　かくして、安田さんによって紹介された〈六門世界〉は小説のみならず、ＴＣＧならびにＴＲＰＧとしてもみなさんの前に姿を現したわけです。

　してみると、安田さんは単に〈紹介〉するだけでなく、実は紹介したものを現実にあらしめる〈召喚術士〉なのかもしれません。ＲＰＧにしてもＴＣＧにしても本当は安田さんに〈召喚〉されたものだったりして。

　では、つぎに安田さんはどんな世界、どんなキャラクター、どんな遊びを〈紹介〉、いや〈召喚〉してくれるのか。

　みなさんといっしょに楽しみに待っていますので、安田さん、早めによろしくおねがいします！










〈六門世界〉⑥




魔ま道どう救きゆう世せいの主あるじ








安やす田だ　均ひとし
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